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　神々が人間界エスペリテ・ウモルを離れてから、すでに久しい時が経った。けれど、かつて神々が居た残ざん滓しは未だに人間界エスペリテ・ウモルの至る所に残っている。

　これはそんな時代、そんな世界の物語である。




　人間界エスペリテ・ウモルの一角を占めるバスティア大陸アグァローネ地方に、クセルクス盆地を本ほん拠きよとする騎士団が在あった。結成以来、数百年の歴史と伝統を誇ほこる著名な騎士団で、特徴として、うら若き清純な乙女だけで構成されていることが挙げられる。

　この騎士団の正式名称は「守しゆ護ご天てんアルアラネの加か護ごを戴いただく聖少女騎士団」だが、その長さを嫌って、今では正式な名で呼ぶ者はあまりいない。騎士団の紋もん章しよう――三さん面めんの白はく兎と――と特徴的な兜かぶとに因ちなんで「鋼こう鉄てつの白はく兎と騎き士し団だん」と呼ばれたりもするが、より短い通称を好む人々のあいだでは、騎士団員本人たちを含めてこう呼ばれることが多かった。




　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ、と。




　歴史と伝統ある鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎはアグァローネ地方では若い女子に圧倒的な人気を誇っていて、毎年、春や秋に行われる入団試験には入団希望者が押し寄せる。

　通常なら一次試験に始まり、二次、三次、四次と試験は続いていくのだが、今年の春の試験に限っては一次試験だけで終わってしまった。一次試験だけで合否判定が済んでしまうほど優秀な入団希望者が集まったから……といっても過か言ごんではないだろう。

　その優秀な新入団員の中心にいたのが我らがガブリエラ・リビエラ・スンナである。

　後に一回生にして団長位に就つくという、遙はるか昔の伝説の時代を別にすれば騎士団史上でも類を見ない快かい挙きよ（怪挙？）を成し遂げたガブリエラだが、まだこの時点では雛ひよこ小隊に属するただの一回生でしかなかった。
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　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの本城、グル・マイヨール要よう塞さいは、クセルクス盆地を見下ろす山の急斜面に建つ難なん攻こう不ふ落らくの城じよう塞さいだ。盆地を取り囲む山地には幾いくつもの支城があり、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは本城と支城群に一千の兵員を配していたが、少し前に起きた騒動の影響で、今や兵員の数を大きく減らしている。

　夏が暑く冬に寒いのが盆地の気候の特徴だが、クセルクス盆地も例外ではない。グル・マイヨール要塞本城が建つ山地も同様で、夏の盛りにはほど遠い時期でも盛せい夏か顔負けの暑さになることがある。

　あの事件が起きたのは、真夏を思わせるような初夏の暑い一日のことだった。
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　我らが雛小隊はその日たまたま非番に当たっていて、当日と翌日の午前中の一日半がいわば休日だった。丸一日以上の休日をもらえるのは、入団して以来、初めてだ。いま思えば雛小隊の全員が、朝からどこか浮ついていたのかもしれない。

「何して遊ぼうかな～～」

　朝食を終えたジアンが軽快な足取りで自室――といっても雛小隊が使っている大部屋だが――まで戻ってきた。

　ジアン・ジャンは東の大陸出身で、武器を持たない闘たたかいなら団でも三本の指に入ると言われるほど格かく闘とう術じゆつに優れた一回生だ。

「あれ？」

　先に戻っていったドゥイエンヌとマルチミリエが、ちょうど白はく兎との長なが裳もを脱いで私服に着替えているところだった。

　ドゥイエンヌ・ドゥノ・マクシミリエヌスは雛小隊の小隊長を務めていて、ベティス大公国の名門貴族マクシミリエヌス家の出身だ。背が高く、豊かな胸を誇る。

　マルチミリエ・ギヴィエは、ドゥイエンヌの元従者で、ドゥイエンヌと共に入団試験に合格した剛ごうの者だ。大おお柄がらなドゥイエンヌよりさらに背が高く、女子とは思えない迫力がある。雛小隊でいちばん小柄なアフレアと並ぶと親子にしか見えないという評判だったが、そんなことをマルチミリエに面と向かって言える者はいない。

「小隊長とマルチはどこかへお出かけ？」

「マイヨ・ルカの街まで下りるのですわ」

「街で美お味いしい物でも食べようって？　だったら自分も連れていってほしいなぁ」

「違いますわよ、この卑いやしん坊ぼさん。わたくし、新しい服を買うのですわ」

「私服、持ってるじゃん」

　とジアンがドゥイエンヌを指さす。

　今日のドゥイエンヌとマルチミリエは、涼しげな上着に短めの腰こし衣ぎぬという、いかにも夏っぽい出で立ちで、白兎の長裳姿しか見ていないジアンには、とても新鮮に映った。

（でも、可愛い系の衣装なのに二人とも背が高くて胸がでかいから、ちょっと違和感があるよな……）

「何か言いたいことがあるのかしら、ジアン？」

「なんにもないっす～～」

「まぁ白兎騎士団しろうさぎに入団してからは新しい物を買えていませんから、今日は少し流は行やり物を仕入れてこようかと思っているのですわよ」

「そんなに買ってどうすんのさ。私服を着る機会なんかないじゃん。年がら年中、朝から晩まで、白兎騎士団の長裳か鎧を着てるんだから」

「お猿さんは、これだから」

「あれ？　どうして可か哀わい想そうな子を見る目つきに？」

「今日みたいな非番のときに着られるではないの」

「いや、自分、非番のときでもこの長裳だけど」

　ドゥイエンヌは、はぁ、とため息を吐ついて天を仰いだ。

「だからあなたはお猿なの。いいこと、ジアン」

「な……何かな、小隊長」

「女はね、いつでもどこでも身だしなみには気を遣わなくてはいけないの」

「あ、はぁ。でも自分、私服を買うようなお金、ないんだけど」

　ドゥイエンヌが無ぶ遠えん慮りよな視線をジアンの全身に走らせた。

「だったら白兎の長裳をもう少し綺き麗れいになさい。あなたのそれ、ずいぶん汚れているし、よれよれではないの。ちゃんとお洗濯しているの？」

「ん～～、一ひと月つき前にしたかな」

「ひ、一月前!?」

　ドゥイエンヌの顔が歪んでいる。信じられないことを聞いたという表情だ。

「でも、支給された四着を順じゆん繰ぐりに着てるから、これ、着てまだ七日目くらいだよ？」

　白兎騎士団の白い長裳は官給品なのである。

「この駄だ目めお猿っ！」

「なんで自分、小隊長に怒られてるのっ!?　そしてマルチに至っては、なんだか道端に落ちてるゴミを見るような目つきにっ!?」

「あなたのお猿加減には呆れて物も言えないわね」

　とドゥイエンヌが言うと、すかさずマルチミリエも低くて迫力のある声で続いた。

「物が言えない」

「それでもあなた、女なの？　それとも見た目どおり、男の子だったのかしら？」

「死んだほうがいい」

「いやいや、二人とも思いっ切り物を言ってるけど。自分をけなす方向で」

「けなされたくなかったら、もっとしっかりなさい」

「……すみませぇん」

「いいこと、ジアン？　明日、わたくしが帰ってくるまでに、長裳を全部洗って綺麗にしておくこと」

「え～～～～？」

「わたくしの前に現れるときは、ちゃんと洗って綺麗な長裳を着ているように。そんなよれよれで汚れた長裳で現れたら、レフレンシア様に上じよう申しんして……」

　レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長代理で、厳格で恐ろしくて恐ろしい上に恐ろしい大幹部だ。団長がいない今、実質的な団の指導者であり、最高指揮官である。

「あ、いや、わかりました。かならず綺麗に洗って小隊長の前に現れますんで、レフレンシア様に言うのだけはご勘かん弁べん」

「約束ですわよ」

「や、約束しましたぁ」

「約束を破ったら、あなたの頭を殴りますわよ」

「え、でも、自分の頭、固いから……」

「安心なさい。殴るのは、わたくしではなくマルチだから」

　ぎくり。

「マルチの拳こぶしは岩をも砕く……どころか、甲こう殻かく竜りゆうの鱗ですら打ち抜くわよ？」

　マルチミリエはこれ見よがしに握った右手の甲を左の掌てのひらにバシ、バシ、と叩きつけている。

「そんなので殴られたら、自分、死んじゃうよ！」

「ですから。ちゃんと洗って綺麗にしておけばいいというだけのことですわね」

「うぅぅ、わかりましたぁ」

「では、わたくしとマルチは出かけますけど……他の人たちはどうしたのかしら？」

「まだ食堂でお茶飲んでるんじゃないかな」

「そう。では、みんなにも伝えておいて。わたくしとマルチは明日の昼前には戻りますから、と」

「了解しました～～」

　そうして雛小隊の小隊長ドゥイエンヌと彼女の元従者マルチミリエは、クセルクス盆地にあるマイヨ・ルカの街に下りるため、グル・マイヨール要塞をあとにしたのだった。
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「面倒だな～～。だいいち四着全部洗えって言われてもさ、乾かしてるあいだ、着る物ないんだけど……」

　一人になると、ぶつぶつと文句を垂れ流していたジアンだが。

「あ！　いいこと思いついちゃった」

　ジアンは衣装棚の中にしまい込んであった長裳を引っ張りだして、仲間が戻ってくるのを待った。

　やがてガブリエラとレオチェルリ、アフレア、ウェルネシアが戻ってきた。

　ガブリエラ・リビエラ・スンナは中級貴族の娘で、母親がかつてこの騎士団の副団長を務つとめたことがあるという家柄だ。見た目は優しげでおとなしげで人がよさそうに見えるが、「見た目に反して黒い」という評価が団内で固まりつつあった。もっとも本人は決してそんなことを認めようとしないのだが。

　レオチェルリはガブリエラの元従者で、主人であるガブリエラと共に入団試験を受け、見事に入団を勝ち取っていた。

　アフレアは小柄な女子で、一見すると弱々しく見えるのだが、じつは類たぐい希まれな魔力を誇る高位の魔術士だ。シゥビーニュという魔術人形を操る人形使いでもある。

　ウェルネシアは実家が薬やく草そう園えんを経営していて、小さな頃から薬草や毒草に慣れ親しんでいるおかげで、毒や薬に関しては超一流の専門家だった。雛小隊随ずい一いちの巨乳を誇り、どころか騎士団でも一、二を争う巨乳ではないかという専もつぱらの評判だ。争う相手はクシューシカ番隊長筆ひつ頭とうだろうと噂うわさされている。相手は大幹部なので、まだ一緒に入浴したことはなく、雛小隊の面々は噂の真しん偽ぎを確かめることができていない、

「お帰り～～」

「ジアン、どうしたのよ？　白はく兎との長裳なんか抱えちゃって」

　とアフレアが訊くと。

「ねぇねぇ、みんな、今日は天気もいいし暑いし、これから水浴びに行かない？」

「はぁ？　意味わかんないんだけど。っていうか、あたしの質問は無視？」

「そうじゃなくって。洗濯ついでに水浴びしたらいいんじゃないかなって。ほら、裏山の小川の上流にある滝たき壺つぼまで行けば、泳げるじゃん」

「あ……あぁ、そういうこと」

「いい考えですね、ジアン」

　と食いついてきたのはレオチェルリだった。

「今日は天気がいいですし、空気も乾燥してますし、洗濯物がよく乾きそうです。ガブリエラ様、洗濯物を預けてくだされば、わたし、ジアンと行って洗ってきますけど」

「駄目よ、レオチェルリ。白兎騎士団しろうさぎでは、自分のことは自分でという決まりでしょ。わたしの洗濯物をあなたに洗わせるわけにはいかないわ」

「あ……そうでした」

「ということで、わたしも洗濯と水浴びに乗ります」

　にこやかな顔でガブリエラが宣言すると、アフレアとウェルネシアも賛さん意いを表した。

「そうねぇ。どうせ非番で暇だし、あたしも行くかな」

「わたしも行く行く～～」

「えっと、セリノスとノエルノード、あとデイレィは？」

「三人は、同じく非番の先輩に誘われて狩猟に行くとか言ってたわよ。いま食堂でその話をしてる」

「この暑いのに、狩猟とか、よくやるな～～」

　とジアンが感心した顔で言うと、アフレアが応えた。

「まぁ、いいんじゃない、人それぞれだしね。あたしは、今日みたいな日は、狩りより水遊びのほうがいいけどね」

「まったくだね。じゃあ、準備して出かけようよ」
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　グル・マイヨール要塞本城の裏山を少し登っていった先に、小川の流れる小さな渓たにがある。小川は浅くて幅も狭く、水量に乏しいので泳げはしないが、そこから上流に遡さかのぼると小さな滝があるのだ。滝といっても、大きな落差を一気に落下する、いわゆる瀑ばく布ふと呼ばれるようなものではなく、階段状になった小川を流れ落ちる五段の滝で、いちばん下に一ヤルド（約二・七メートル）ほどの深みのある場所――滝壺と言ってもいい――があって、そこでなら泳げるのである。
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　五人が滝壺までやって来ると。

「うおぉぉ～～っっ！」

　真っ先に駆けて突進したジアンは、抱えていた洗濯物を川かわ縁べりに放り出すと、そのまま滝壺に飛び込んだ。水みず飛沫しぶきが上がり、濃い碧みどり色いろの水に白い泡が湧わきあがる。

「ひゃ～～、気ん持ちいい～～」

　顔を出したジアンが残りの四人に向かって手を振っている。

「早くお出いでよ～～」

「ちょっと、ジアン、あんたなんで服着たまま飛び込むわけ!?」

　アフレアが非難がましい口調でそう言った。

「え～～、なんで？　どうせ洗うんだから、濡れようが何しようが同じことじゃん」

「そうじゃなくて。あんたがその汚い長裳を着たままで水に浸つかれば、滝壺の水が汚れるでしょ！　って話」

「うわっ、自分、酷ひどいこと言われてるっ!?」

「ほら、早く水から出て服を脱ぎなさいよ」

「わかったよ～～」

　長裳から水を滴したたらせてジアンが川原に上がってきた。着ている長裳は完全に透けてしまって、胸むな覆おおいや下した帯おびが丸見えだ。













「そうやって見ると、ジアンでもほんの少しくらいは色っぽく見えるわね」

　とアフレアが揶や揄ゆする。

「またも自分、酷いこと言われてるっ！」

「いつも濡れた服着てれば、いつも色っぽくなれるんじゃない？」

「ウェルにも追い打ちを食らった！　っていうか、そんなことしてまで色っぽくなろうとは思わないね！」

「そうですね。ジアンは今のままでいいと思います。色っぽいジアンなんてジアンじゃないですから」

「にっこり笑ったガブリエラに、優しく斬り捨てられたっ!?」

（見た目は優雅で優美なのに、人の心を容よう赦しやなく抉えぐる奴だなぁ、ガブリエラは）

「ま、ま、いいじゃん。それより早く洗濯を済ませちゃいましょ？」

　というウェルネシアの言葉に、全員が長裳を脱いだ。

　胸覆いと下帯姿になった五人は川縁に腰を下ろし、長裳を水に漬けて、持参した石せつ鹼けんでごしごしと洗い始める。

　一通り洗い終えると、川原の岩の上に濡れた長裳を広げていく。

「日射しは強いし気温も上がってきてるし少し風もあるし、これなら午後の早いうちに乾きそうよね」

　ウェルネシアがそう言うと、ジアンが、だね、と頷いた。

「さて、洗濯してたら暑くなってきた。わたしも泳ごうかな」

　ウェルネシアが胸覆いを外すと。

　ぶるるるんっっ。

　特大特盛りの胸が弾み。

　びくぅっっ。

　ジアンとアフレアが仰のけ反ぞった。

「なぁに？」

　なんとか体勢を戻したジアンとアフレアは、嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの入り交じった視線をウェルネシアの胸に注そそいでいる。

「いや……いつ見ても大きいなぁって……」

「本当よね。なんかもう人間業じゃないわよ、それ。どうやったら、そんなふうに育つわけ？　あんたの薬やく草そう園えんで胸を巨大にする薬とか栽培してるんじゃぁないでしょうね？　そんな薬があるなら、あたしにも寄よ越こしなさいよ」

「そんな便利な薬、あるわけないでしょ！」

　とウェルネシアは突っ込むが、アフレアは疑わしそうな顔だ。

「人に渡すのが惜しくて隠したりしてない？」

「そんな薬があったら、ジアンやアフレアに売りつけて一財産作ってるし」

「さらっと酷いこと言われたっ！」

「まぁまぁ、ジアンもアフレアも、そんなに気にしなくても。女の魅力は胸だけじゃないですよ？」

　と二人を慰なぐさめつつ、ガブリエラも胸覆いを外すと。

　ぷるるんっっ。

　ウェルネシアほどではないが、豊かな胸が弾んだ。

　ジアンとアフレアが歯は嚙がみする。

「くうっっ。ガブリエラの言葉に誠意が感じられないのは、なぜっ!?」

「持てる者の上から目線よねっ！」

　はぁぁ、とため息を吐ついたジアンは、悄しよう然ぜんと肩を落としたままアフレアに向き直る。

「なか～～ま」

「こんなことであんたと仲間にされても、嬉しくもなんともないんだけど」

「大丈夫ですよ、二人とも。ウェルネシアさんやガブリエラ様は特別な部類ですから」

　やはり胸覆いを外したレオチェルリはそう言うのだが、彼女もそれなりに立派な胸の持ち主だった。

「……アフレア」

「……なぁに、ジアン」

「ない者はない者同士でおとなしく水浴びしよっか」

「……そうね」
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　下帯だけになった五人は、滝壺で泳いだり潜ったりして遊んでいる。

　階段状になっている滝のいちばん上まで登っていったジアンが、水飛沫を上げながら勢いよく滑り降りてきた。

「ひゃっほ～～いっっっ！」

　大きな水音と水飛沫を上げて、ジアンの体が滝壺に沈む。

　直ぐに顔を出したジアンに、滝壺の中で泳いでいたアフレアが文句を言う。

「ちょっと、ジアン、危ないじゃない」

「大丈夫だよ。ちゃんと避けてるから。それより、アフレアもやろうよ」

「やぁよ。恐いもの」

「恐くないって。むしろ楽しいから。ほらほら、女は愛あい嬌きよう、女は度ど胸きよう」

「……も～～、しようがないわね」

　ジアンに手を引かれ、アフレアも滝を登っていく。

　やがて二人が滝を滑り降りてくると。

「あ、わたしもやる～～」

「ガブリエラ様、わたしたちもやりましょう」

　みんなが水の流れる天然の滑り台で遊び始めた。

　そんふうに滑ったり泳いだり潜ったりして五人が水遊びをしていると、やがてお昼時になった。
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「お腹減った～～」

　というジアンの叫び声を合図に水から上がった五人は、大きな布で濡れた体を拭いて、持参した乾パンと干し肉に野菜の漬け物という簡単な昼食を摂とった。

　気温はさらに上がり、太陽の日差しは強く、裸のままでも少しも寒くない。

「っていうか、ちょうどいいくらいだよね」

　とジアンが言うと、アフレアが頷いた。

「よね～～。こういう日は鎧を着るのが辛つらいわよね」

　ウェルネシアが、そうよね、と頷うなずいた。

「鎧はもちろんだけど、白兎の長裳も、けっこう暑いよね。夏のあいだだけ、もう少し着丈を短くしてくれないかな」

「いっそ夏のあいだだけ胸覆いと下帯だけでいいことにしてくれれば涼しいのにね」

　ジアンがそう応えると、ガブリエラがくすくすと笑う。

「暑くないのは助かりますけど、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの栄光や伝統が完かん膚ぷ無きまでに破壊されそうですね」

「栄光とか伝統じゃ暑さは凌しのげないよ～～」

「だったら、レフレンシア様にお願いしてみれば？　夏のあいだだけ、胸覆いと下帯姿で働かせてくださいって」

　とウェルネシアがにやにや笑いながら言った。

　ぶるぶるぶる。

　ジアンが激しく首を横に振る。

「レフレンシア様にそんなこと言ったら、『暑いのが嫌だ？　そうか、わかった。ならジアンには特別に素っ裸で働かせてやろう。涼しくて嬉しいだろう？』な～んて返されそうだしなぁ」

「レフレンシア様なら、本気で言いだしかねませんよね」

　と言うガブリエラの顔はあくまで真剣だった。

　ウェルネシアが、ぶるっと体を震わせる。

「非番のときくらい、レフレンシア様のことは忘れようよ～～」

（いやいや、ウェルが言いだしたんじゃん！）

　とジアンは内心で突っ込んだ。

「そうですね。休日は気分転換のためにあるようなものですし。レフレンシア様のことや仕事のことを忘れるために、もう一泳ぎしましょうか」

　というガブリエラの言葉を受けて、五人は昼食の後片付けを開始した。
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　そして七刻時（午後の二時頃）を回った頃――。




「うん？　なんか薄暗くなってきたな」

　滝壺から顔を出したジアンが上空を見上げると、いつの間まにか日が翳かげり、空には灰色の雲が目立つようになっている。というか、すでに上流の空は黒雲に覆われていた。

「うわ、これはヤバいかも。にわか雨が来そうだ」

　ジアンは滝壺に浸かったり潜ったりしている仲間に危き惧ぐを伝えた。

「あ、本当ですね」

「これは降るかもね」

「そろそろ戻ったほうがよくない？」

「まぁでも、まだ青空も見えてるし、すぐに降りだすってことはないんじゃ？」

　などと言葉を交わしながら全員が滝壺から上がってきたその直後に、川を流れてくる水量が急に増えた。

「え？」

「なに？」

「いきなり川の水が！」

「どういうこと？」

　先ほどまで見えていた滝のあいだにある岩が、すでに水の中に呑み込まれている。

「あ、そうか」

　ジアンが手を打った。

「上流では、もう降ってるんだ。しかも、かなりの豪ごう雨うだな、これは。川に降り注いだ雨だけじゃなくて、周囲に降った雨水が川に流れ込んだんだよ。それで一気に増水してここまで流れてきたんだな」

「あ、なるほど～～」

　ウェルネシアやガブリエラは納得の顔で頷いているが。

「いやでも、これ、ちょっと凄くない？」

　アフレアが心配そうな顔で滝を見上げた。

　五段の滝だったのに、水量が増えた今では連続した流れになってきている。滝壺から流れ出す水で川の水位も上がっていて、先ほどまで川原だったはずの場所も水没しようとしていた。

「これは本気で引き揚げたほうがよさそうですね」

　とガブリエラが言うと、そうね、とウェルネシアが応じた。

「まだ生乾きかもしれないけど、洗濯物を回収しようか」

　五人が川原に上がり、履き物を履いて洗濯物の回収に取りかかろうとしたそのとき、ド～～ンと大きな音がして、凄まじい量の濁だく流りゆうが上流から押し寄せてきた。

「うわぁぁぁっ？」

　五人の悲鳴は押し寄せる川の水の轟ごう音おんにかき消された。

　上流から押し寄せた大量の川の水は、あっという間に川原を呑み込んだ。すでに水は河原にいた五人の膝上にまで達している。凄まじい勢いで流れる河水に体が流されそうになるのを、五人は必死で耐えた。けれど河原の岩の上に干しておいた洗濯物にそんな根性があるはずもなく。

「あ～～～～、洗濯物がぁぁ！」

「ちょ～～？　流されるぅぅぅ!?」

　みんなは大慌てで流れ出す洗濯物を追いかけようとしたが、膝の上まで水に浸かっているからうまく走れない。どころか、少しでも力を緩めると、自分自身が流されてしまいそうだ。ジアンだけは膝を大きく上げて跳ぶように走ったが、それでも洗濯物が流されていく速さにはとうてい追いつけない。

　すでに洗濯物は濁流に呑み込まれ、視界から消えていた。

「ちょっと、これ、まだ水量が増えてるわよ!?　早く逃げないと、あたしたちまで流されちゃうわよっ！」

「とにかく斜面の上に！」

　四人は必死の形ぎよう相そうで木々の生えている山の斜面に駆け上がり、川から避ひ難なんした。

　少しすると、ジアンが手ぶらのまま山の斜面を伝って引き返してきた。

「間に合わなかった……」

　がっくりとうなだれて、ジアンがそう言うと。

「ま、まぁ仕方がないよね。あんな急流に流されたんじゃ、いくらあんたでも追いつけるはずないもんね」

　珍しくアフレアが慰なぐさめると、ガブリエラが困惑顔で仲間を見回した。

「いえ、でも、これ、困ったことになりましたよ」

「たしかに、長裳だけでなく胸覆いも流されちゃったもんね。仕方ないから、この恰好で戻るしか……」

「いえ、アフレア、そういうことではなくて、ですね。わたしたち、支給された長裳をすべて流されてしまっているんですよ？　ほら、この天気なら洗えば直ぐに乾くから、まとめて洗ってしまおうと言って全部持ってきてます。予備はもう残っていません」

　ガブリエラの指摘に、両手で自分の顔を挟みつけたアフレアが悲鳴を上げた。

「あぁぁあぁ！」

　アフレアだけでなく、ジアンもウェルネシアも真っ青になっている。

「どどど、どうしよう、ガブリエラ？」

　というアフレアの問いに、ガブリエラは弱々しい笑みを浮かべて目を逸らせた。

「もう……どうしようもありませんね。正直に理由を話して、誠心誠意で謝るしか」

　白はく兎との長裳は庶務分隊の補給担当が用意して団員に貸与した物だ。つまり、私物ではなく団の所有物なのである。

「うぅぅぅぅ」

　アフレアは泣き出しそうになっているが、ジアンはそれを上回る酷い顔になっていた。

「弁べん償しよう？　弁償させられちゃうよ!?」

　ガブリエラも、ひくひくと頰を引き攣つらせながら応えた。

「ま、まぁ、最悪の場合、お給金から差っ引かれることになるのでしょうね」

「ツイてね～～～～っっ！！！！」

　ジアンの悲痛な叫び声が、足下を流れる濁流の水音にも負けないほどの大きさで渓たにに響き渡った。
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　その日の夕刻――。




「おい、また新人が何かやらかしたらしいぞ」

「今度は何をやらかしたんだ？」

「なんでも裸のままずぶ濡れになって城内へ駆け込んできたんだとか」

「なんだ、それ？　野外で裸踊りの練習でもしていたのか？」

「相変わらず面白い奴らだな」

「馬鹿なのか大物なのか、よくわからない連中だ」

　たちまち五人は、グル・マイヨール要塞本城に詰めている団員の噂の的になった。

「で、連中、どうしてるんだ？」

「なんか裸のまま庶務分隊の部屋に顔を出したようだが」

「可哀想に。またマクトゥシュ様の雷が落ちるな」

「マクトゥシュ様の雷だけならまだいいんだけど。レフレンシア様にとっ捕まったら、どんな処罰が下されるか」

「想像するだに恐ろしいな」

「まぁ、我々は見ているだけだからいいんだけど」

「まったくだ。むしろ、月に一度の割合で新人が馬鹿なことをやってくれれば、レフレンシア様の矛ほこ先さきはそっちに向くし、我々は我々で楽しめるし、一石二鳥だよな」

「どうなったか、見に行くか？」

「勝手に持ち場を離れると、それこそレフレンシア様に知られたら怒られるぞ」

「う……そうだな」

「仕方がない。あとで誰かに事情を訊くか」

　こうして五人の行状は、本城詰めの団員たちの知るところとなったのだった。




　　　　　10




　一方、その頃――。




　今日の午後、自分たちを襲った不幸で不運な出来事のあらましを報告するため、ガブリエラ、レオチェルリ、ジアン、アフレア、ウェルネシアの五人は、庶務分隊が詰めている部屋に顔を出した。

　五人は自分たちの惨さん状じようを訴えるため、敢あえて下帯だけの恰好のまま庶務分隊の部屋に駆け込んでいた。

　私服の持ち合わせがないジアンは着る物がないからそうするしかなかったが、ガブリエラやウェルネシア、アフレアなど、私服を持っている者も、着替えて報告に行くのが憚はばかられたため、仕方なくその恰好で出頭したのである。

　口頭で報告を受けたスレイマーニャが三さん白ぱく眼がんを五人に向けた。元から目つきがキツいので、怒っているのかいないのか、見た目ではわからない。

「そう。だいたいのことは理解したわ」

　五人としては補給担当長のエァリァスに事情を話したかったのに、生あい憎にくと彼女は席を外していて、代わりに財務担当長のスレイマーニャが出てきてしまったのである。彼女は庶務分隊長マクトゥシュの後こう継けい者しやと言われている幹部で、お金が絡からむとマクトゥシュ以上に厳しいという評判だった。

（ツイてね～～）

　五人は内心で天を仰いだものだったが。

「運が悪かったわね」

　というスレイマーニャの言葉に、五人は、お？　という顔で彼女を見つめた。

「そうなんですよ～～、十年に一度あるかないかっていうくらい、自分たち、運が悪かったんですよ～～」

　と揉もみ手をしながらジアンが迎げい合ごうする。

「あのような天候の急変。普通ではあり得ないことです」

　とガブリエラも力説し。

「あたしたち、自分自身が濁流に流されるかもしれないっていう危険も顧かえりみず、流された長裳を追いかけたんですよ」

　アフレアはそう訴えかけ。

「命懸け。命懸けだったんですよ、スレイマーニャ様。でも……でも追いつけなかったんです～～」

　ウェルネシアが泣いた（噓うそ泣なきだが）。

「そうね、あなたたちが途方もない不幸に遭って、とてつもない不運に襲われたってのはわかったから」

　五人は、ほっと肩の力を抜いたが。

「でもまぁ、それはそれとして。いちおうマクトゥシュ様には報告しておかないとね」

　ぎっく～～ん。

「あと、レフレンシア様にも」

「それだけは勘弁してくださいぃぃ」

　全員がマジ泣きしたが、スレイマーニャは許してくれなかった。

「そこで待ってなさい」

「あ、あの、何か……」

　着る物を貸してくださいと言いかけたガブリエラの鼻先に、スレイマーニャがぴしゃりと言葉を叩きつけた。

「その恰好で」

　ずが～～ん。

　五人は大きく仰け反った。
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　部屋で仕事をしている庶務分隊員が興味深そうな顔を隠そうともせず、下帯姿の五人に対して無ぶ遠えん慮りよな視線を向けてくる。それだけならまだよかった。

　そのうち噂を聞きつけた団員たちが集まりだし、部屋の入り口に鈴すず生なりになって五人を囃はやし立てたから堪たまらない。五人はスレイマーニャが戻ってくるまでずっと見世物小屋の珍ちん獣じゆうの如く、見世物として晒さらされることになった。

「はい、そこ退どいて。退きなさい」

　野次馬を押し分け、押し退のけ、スレイマーニャが現れた。

（助かった～～）

　五人にはスレイマーニャが、窮地に陥った境きよう遇ぐうから自分たちを救いだしてくれる守護天アルアラネの御み遣つかいのように見えた。

「アナ様とマクトゥシュ様とレフレンシア様が待っているから、第五講義室へ行って」

「えぇぇえぇ～～っっ!?」

　五人の顔が恐怖と驚きよう愕がくに歪んだ。どうもスレイマーニャは、五人を窮地から救い出してくれる守護天の御遣いではなく、地獄からの使者だったようだ。

「あ、あの、何か着る物を……」

　と手を伸ばすガブリエラを睨ねめつけたスレイマーニャは、死刑宣告にも等しいことをさらっと言った。

「『状況を正確に把は握あくしたいから、五人はそのままの恰好で来させて』というのがレフレンシア様の指示だったわ」

　ず～～ん。

「ほら、早く行きなさい」

　五人は刑場に引き立てられる死刑囚のような足取りで、背を丸め、下に伸ばした両腕を太ふと腿ももの前で組んで――少しでも胸元を隠そうという姿勢だ――廊下に集まった野や次じ馬うまたちのあいだをふらふらと歩いた。

　そんな五人に対して、なぜか野次馬たちから盛大な拍手が沸き起こるのだった。
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「あの、雛小隊のガブリエラ、ジアン、アフレア、ウェルネシア、レオチェルリ、呼ばれましたので参上いたしました」

　会議室の外に立っていた団員にガブリエラが声をかけると。

「ぷっっ」

　笑われた。

「はいはい、入って入って。最高幹部様が、それはもう首を長くしてお待ちかねだから。お待ちかねだから。大事なことなので、もう一度言うね。お待ちかねだから」

　ぞくり。

　肌が粟あわ立だつ五人である。

「お……お邪魔いたします」

　ガブリエラ以下、五人が恐る恐る会議室に足を踏み入れると、長机の向こうに陣取った三人の大幹部が、いっせいに顔を向けてきた。

　マクトゥシュは苦々しい顔で。

　アナは面白がるような顔で。

　そしてレフレンシアは、くそ真面目な顔で。

「ガブリエラ・リビエラ・スンナ以下、雛小隊の五名、参上いたしました」

　背中を丸めたままガブリエラがそう言うと、レフレンシアが自分の前を指さした。

「そこの正面に並んで」

　五人はおっかなびっくり、三人の幹部の前に横一列で並ぶ。

「はい、気をつけ」

　とレフレンシアから号令がかかったが。

「あ、あの、レフレンシア様」

「なんだい、ガブリエラ？」

「とりあえず、何か着る物を貸してはいただけないでしょうか？」

「え？　着る物がほしかったのかい？」

「も、もちろん、とてもほしいのですが」

　とガブリエラが応えると、残りの四人は、かくかくと首を縦に振る。

　レフレンシアが、にっこりと笑った。

「もちろん、いいとも」

　五人の顔が、ぱぁっと明るくなる。

「君たちには団の長裳を支給してあるんだ。着てくればいいじゃないか」

「……え？」

「だから。君たちには長裳を支給してあるんだから、それを着てくればいいじゃないか。というよりこうして上司に報告する場合は、そんな裸ん坊でいるより、長裳を着てくるべきだと思うのだけど？」

（あれ？　この恰好で来いとレフレンシア様が仰っているとスレイマーニャ様に言われたのですが？）

　という反論を、しかしガブリエラが口に出すことはなかった。つまりレフレンシアは最初から、現状を正しく把握するとか、そんなことを考えていなかったわけだ。

　ガブリエラは、レフレンシアの笑顔の意味を悟った。それは五人に対する思い遣りの笑顔などではなく、楽しい玩具おもちやを前にした子供が浮かべる笑顔、あるいは美味しそうな獲物を前にした腹を空かせた肉食獣が浮かべる笑顔に類するものだったのだ。

　ガブリエラは絶望的な気持ちで応えた。

「いえ、わたしたちは長裳を流されてしまいまして、ですから……」

「え？　まさか長裳を全部、流されてしまったのかい？」

　すでにスレイマーニャから報告を受けているはずなのに、レフレンシアは、いま初めて聞いたような口ぶりでそう言った。

「はい、遺い憾かんながら……」

「そうか。たしかに、官給品の遺い失しつを上司へ報告する場で私服なんか着るわけにはいかないしね。それなら仕方がない、そのままの恰好でいたまえ」

「いえ、あの、ですが……」

「はい、気をつけ！」

「ど、どうか騎士の情けを……」

「気、を、つ、け！」

　どうやらレフレンシアには情けなど欠片も備わっていないらしい。

　五人は絶望に囚われた顔つきで歯を食いしばり、両手を伸ばし、背筋も伸ばした。

「ふぅん」

「なっ、何が、ふぅん、なのでありましょうか？」

　とガブリエラが必死の形相で訊くと。

「ウェルネシア、君はじつに見事なおっぱいをしているね」

　かくぅっっ。

　ウェルネシアが小さくずっこけた。

「とても人間業わざとは思えない巨乳だね。もはやそれは、人じん外がい魔ま胸きようと言うべきだな」

（なんかレフレンシア様が上う手まいこと言った！）

　内心で突っ込みつつ、ウェルネシアは頭を下げる。

「申し訳ありません」

「いやいや、謝るところじゃないだろ。むしろ、それは誇るところだ」

「はぁ……」

　レフレンシアがウェルネシアから視線をずらしたので、その隣に立っているガブリエラが身じろぎをした。

「ガブリエラも、なかなか見事だね」

「あ……ありがとうございます」

　お礼を言うところかどうか微妙だが、とりあえずガブリエラは頭を下げておいた。

「レオチェルリも、まぁ、いい感じだ。それに比べると、ジアンとアフレアは」

　レフレンシアが、ふっっ、と薄い笑みを浮かべた。

「自分たち、哀あわれまれたっ!?」

　ジアンとアフレアが大きく仰け反った。

「大丈夫だ。君たちはまだ若い。まだまだ発展途上だよ。未来に希望を持て。諦めたら、そこで仕合終了だからね？」

「今度は慰められたっ!?」

「っていうか、完全に馬鹿にされてる気がするんですけど～～」

「まぁ楽しい乳ちち談義は改めてするとして」

（そんなものはしたくないです！）

　内心で激しく突っ込む五人だった。

「スレイマーニャからの報告で状況はだいたい理解しているよ。たしかに今日のにわか雨は凄かった。午前中は快晴だったし、にわか雨があることを君たちが予想できなかったのも無理はない」

「そうなんです。本当に雲一つない快晴でして、空気も乾いてましたし、雨が降る気配なんて、これっぽっちもなくてですね……」

　必死に訴えるガブリエラの横で、他の四人も、そうですそうですと頷いている。

「うん、だから我々三人のあいだでは、君たちに長裳の弁べん償しようをさせるのは少しばかり酷こくじゃないかっていう結論に達した」

「ほうぅぅぅ～～～～」

　ジアンが盛大な安あん堵どの息を漏らす。

「しようがないよね、マクトゥシュ、アナ」

　マクトゥシュは苦虫を嚙み潰したような顔で小さく頷いた。

「……まぁ、わざとやったわけではないのだし。たしかに、今日みたいな天候の急変は、そうそう滅めつ多たにあることではないのだし」

　一方、アナは、にっこりと微笑んで言った。

「非番の日に、遊びに行かないで洗濯をするというのも悪い心がけではありませんね」

（助かったぁ。長裳は絹製で高価な物だし、四着分も給金から引かれたら、一ひと月つき、二ふた月つき、ただ働きになっちゃうよ～～）

　ジアンは内心で胸を撫で下ろす。

　それは他の四人も同じ思いだった。

「だがしかしけれども」

　というレフレンシアの声に五人はぎくりと固まる。気がつくと、レフレンシアが鋭い視線を自分たちに向けていた。たちまち五人に緊張感が蘇よみがえる。

「そうはいっても、大事な長裳を流され、なくしてしまったことに対する責任は取ってもらわないとな。でないと、ほかの団員に示しがつかない。だから、ちょっとした罰は受けてもらうよ？」

　五人は、ごくりと唾を呑んだ。

「ど、どのような処罰でしょうか？」

　代表してガブリエラがそう訊くと、

「なに、簡単なことさ。反省の意を示してくれればいいだけだよ」

　と応えて、レフレンシアは足下から何かを取りだした。

「ほら、これ」

　レフレンシアが掲げてみせたのは、小さな二枚の板を細い二本の紐ひもで結んだ物だった。

　二枚の板には、こう書いてある。




『ごめんなさい、もうしません』

『海よりも深く反省しています』




「これをね、こうして首からぶら下げると、こうなる」

　立ち上がったレフレンシアが二本の紐のあいだに頭を通して紐を肩で支えると、二枚の板はちょうどお腹と背中にぶら下がる恰好になった。

「う……」

　五人は小さな呻うめき声を上げた。

「この板を、こうやって首からぶら下げていること。罰の期間は……そうだな、三日間。もちろんその恰好でだよ？　まぁ、長裳を着ようったって、君たちには着る長裳がないんだろうしさ。三日あれば換えの長裳を用意できるだろう。その間かんは、城内の見回りも食事も掃除も、いかなるときも、その恰好で反省文をぶら下げていること」

　にやにやと笑いながら板を外すと、レフレンシアは椅子に腰を下ろす。

「どうだい、ささやかな処罰だろ？」

（どこがぁぁぁ!?）

（酷ひでぇぇぇ）

（最悪ぅぅぅ）

（最低ぃぃぃ）

（人でなしぃぃぃ）

　五人は内心で大きな悲鳴を上げた。

「ん？　不満そうな顔だな？」

（当たり前じゃん！　こんな罰受けて喜んでる奴がいるわけないじゃん！）

　ジアンは内心で思いっ切り突っ込んだ。

「言いたいことがあるなら聞くけど、ジアン？　え？　この恰好は嫌だ？　もっと誠意を見せたいから下帯まで脱ぐ？　それはまた、ずいぶんと殊しゆ勝しような心がけ……」

「へへ～～。喜んでやらせてもらいますぅぅぅ」

　ジアンは両膝を落とし、床に額ぬかずいた。

「他の四人はどうするんだい？」

　ひくひくと頰を引き攣つらせながら、ガブリエラが応えた。

「が……がんばりま……す」

　レオチェルリ、ウェルネシア、アフレアも、かくかくと首を縦に振った。

「言っておくけど、その板はお腹と背中の位置に置いとかないと駄目だからね、ウェルネシア。言い換えれば、その板で君の人外魔胸を隠すなってことだよ、ウェルネシア」

（うぇぇぇん、これは団長代理の虐いじめだぁぁぁ）

　ウェルネシアは内心で大泣きするのだった。
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　翌日の午前中――。




　大きな買い物袋をマルチミリエに持たせて街から戻ってきたドゥイエンヌを、ジアンたち五人が、反省文を書いた板をぶら下げた下帯姿で出迎えた。

　仰天したドゥイエンヌだが、直すぐに怒り出す。そんなドゥイエンヌに向かって五人が、どうして自分たちがこんな恰好になっているのかを急いで説明すると、ドゥイエンヌの眉まゆがさらに跳ね上がった。

「貴女方は馬鹿ですの？　馬鹿ですの!?」

「すみませ～～ん」

「ガブリエラ。貴女がついていながら、どうしてこんな間抜けな結果に……」

「も、申し訳ありません～～」

「これでまた雛小隊の悪名が団内に広まってしまったではないの」

「「「「「すみませぇぇん」」」」」

　一ひと頻しきり五人を罵ののしると、ドゥイエンヌは大きなため息を吐ついた。

「まぁ、起きてしまったことは仕方ないですわね。終わってしまったことは取り返しがつかないですわね」

「だよね～～」

　ジアンが卑屈な笑みを浮かべて頷くと。

「とりあえずジアンを殴りなさい、マルチ」

「うわ、酷ひどっっ」

「何が酷いものですか。わたくしは約束したはずですわよ、ジアン。洗って綺麗にした長裳でわたくしを出迎えろと。そうでない場合は、マルチが拳げん骨こつをお見舞いすると」

　マルチミリエが一歩、二歩と進み出る。

「いや、でも、それは、だって、流されちゃって……」

「問答無用ですわ。マルチ、おやりなさい！」

「砕けろ」

　マルチミリエが拳骨をジアンの頭に叩き込んだ。

　がご～～ん。

　なぜか剣と盾がぶつかったときのような金属音が響き、結果、相討ちに終わった。

　マルチミリエは右拳を押さえ、ジアンは頭を押さえ、痛みを堪こらえてその場にしゃがみ込んでしまうのだった。
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　一方、ジアンたち五人の勇ゆう姿しを目まの当たりにしたセリノス、ノエルノード姉妹とデイレィは、大笑いしながら、同時に先輩の誘いに乗って狩猟に出かけた自分たちの幸運を守護天アルアラネに深く感謝するのだった。
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　ガブリエラ、レオチェルリ、ジアン、アフレア、ウェルネシアは下帯だけを身に着け、『ごめんなさい、もうしません』『海よりも深く反省しています』と書かれた板を首からぶら下げるという情けない格好で任務に就いた。

「いくらレフレンシア様でも、半日もこれで過ごせば放ほう免めんしてくれるんじゃ？」

　という甘い期待は虚むなしく裏切られ、結局、五人はその恰好のまま三日間を過ごすことになった。




　ガブリエラたちの行く先々に五人の勇姿を一ひと目め見ようという白はく兎との団員たちが群がり、そして口々に囁ささやき合った。

「馬鹿なのか。それとも勇者なのか」

「もしかすると、想像を超えた大物なのかも？」

「っていうか、レフレンシア様、超恐こええ～～」

　かくしてガブリエラたちの勇姿はすべての団員の目に鮮せん烈れつに焼き付けられ、ガブリエラたちの勇名（悪名？）はすべての団員のあいだに轟とどろいたのだった。




　この一連の騒動は「雛小隊洗濯事件」と呼ばれ、それからしばらくのあいだ、団内の話題を独占したという。
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　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの本城、グル・マイヨール要よう塞さいは、クセルクス盆地を見下ろす峻しゆん険けんな山の斜面に建つ難なん攻こう不ふ落らくの城塞だ。

　盆地を取り囲む山地には幾つもの支城があって、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは本城と支城群に一千の兵員を配していたのだが、今年の前半に起きた内部抗争――お兎うさぎ様さまの乱と呼ばれている――の影響で、今では兵員の数を大きく減らしている。

　夏暑くて冬寒いのが盆地の気候の特徴だが、クセルクス盆地も例外ではない。グル・マイヨール本城の建つ山地はなおさらで、冬になれば体を凍えさせるような寒気が足あし下もとから這はい上がってくる。




　今日も朝から寒い一日だった。こんな冬晴れの寒い日は、ふとあのときを思い出す。わたしの人生を一変させたあの惨さん劇げきのことをだ。最近は滅めつ多たに思い出さなくなっていたから、ここで不意に思い出したことに、わたしは少しだけ驚いた。

　今となっては痛みはない。あるとしたら、それは鈍い痛つう痒ようのような、ある種の疼うずきにも似た感覚くらいだ。どれほど激しい心の痛みも苦しみも時が経てば癒いえていくというのは真理だな。最愛の者を喪うしなった絶望でさえも、やがては薄れ、記憶の彼方かなたの思い出になってしまう。




　わたしは脳のう裏りに一瞬だけ浮かんだあの光景を頭から追いやった。




　わたしとドゥイエンヌ様は、このあと鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを一時離れて、ドゥイエンヌ様のご実家、ベティス大公国でも一、二を争う名家であるマクシミリエヌス家総そう本ほん家けのお屋敷へ戻ることになる。随ずい分ぶんと急な話だが、ドゥイエンヌ様のお父上が倒れられたとなれば、四の五の言っている場合ではない。ドゥイエンヌ様はご長女でこそないものの、姉上はすでに婚こん姻いんされてご実家を離れられているから、長女も同然のご身分だ。お兄様が二人いらっしゃるが、お二人ともすでにベティス大公国の中ちゆう枢すうで働いている重臣だ。ドゥイエンヌ様も、ゆくゆくは二人のお兄様と同様、ベティスの政治の中枢へと入っていかれることだろう。

　従者であるわたしがこんなことを言うのはおこがましいかもしれないが、ドゥイエンヌ様はご一族期待の星なのだ。家長であり、ベティス大公国を支える宰さい相しようでもあるドゥイエンヌ様のお父上もドゥイエンヌ様には目をかけていらっしゃった。そんなお父上が倒れられたのだから、ドゥイエンヌ様が急ぎご帰宅されるのは当然である。

　団長代理のレフレンシア様も、そうしなさいと仰ってくれている。

　だからわたしも、ドゥイエンヌ様と共にこのグル・マイヨール要塞を下りる。

　ドゥイエンヌ様もわたしも、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに入団したら少なくとも二年や三年はベティスに戻らない覚悟でお家を出てきたから、一年も経たないうちに戻ることになるとは思わなかった。




　ここに来てまだ一年も経っていないのが信じられない。そう思うのは、ここで濃のう密みつな時間を過ごしたからなのだろう。充実した時間を過ごしていたからなのだろう。

　来る前は、正直な話、あまり期待していなかった。ドゥイエンヌ様のご履り歴れきに箔はくが付くという以上のことは。だが、予想に反して鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは面白いところだった。面白い人物が集つどっていた。
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「あら。マルチではありませんか。どうしたのですか、そんなところで？」




　わたしに声をかけてきたこの女、ガブリエラ・リビエラ・スンナが、とりわけ面白い人物だった。わたしは子供の頃からこいつを見知っていたが、あの頃はこれほど面白い人物になるとは夢にも思っていなかった。

　外見は子供の頃とあまり変わっていない。優しく気弱そうに見えるのだが、どうしてどうして、なかなか強ごう情じようで、思った以上に黒い女になっていた。いや、もしかすると、子供の頃から黒くて、わたしがそれを見抜けなかっただけなのかもしれないが。




「ガブリエラか。レフレンシア様に改めてお暇いとまの挨あい拶さつをしに来たのだが、最後にドゥイエンヌ様と二人だけで話をするということだから、わたしはここでお二人の話が終わるのを待っている」

「そうなのですか。わたしもレフレンシア様に少しお話があったのですが……でしたら、一緒に終わるのを待っていてもいいですか？」

「好きにすればいい」




　ガブリエラはわたしと並んで薄ら寒い廊下に立ち、ぼ～っと天てん井じようを見上げている。

　各部屋に暖だん炉ろが設しつらえてあるが、廊下には暖だん房ぼう設せつ備びなどない。部屋の扉は基本的に開け放されていることが多いが、それでも底冷えのする冷気が足下から染み込んでくる。

　不意に、隣に立つガブリエラの唇くちびるが動いた。




「ねえ、マルチ」

「なんだ？」

「そういえば、わたし、貴女あなたがドゥイエンヌさんの従者になった経いき緯さつをまだ聞いていませんでしたね」




　いきなり何を言いだすのだ、こいつは。

　わたしは胡う乱ろんな目を向けたが、何故かガブリエラはにっこりと微笑ほほえんだ。




「べつに大した意味はないのですけど。でもほら、わたしがドゥイエンヌさんと初めて会ったとき、もう貴女はドゥイエンヌさんのお側にいたではありませんか」

「そうだったな」

「子供の頃からドゥイエンヌさんの従者をやっていたということは、貴女のお家はマクシミリエヌス家に代々仕えていた……のでしょうか？」

「いや、そういうわけではない」

「え？　違うのですか？　でも、そうしたらどうして？」




　そんなふうに問われたわたしが、どうしてあの経緯を語る気になったのか、自分でもよくわからない。ガブリエラの巧こう妙みような話術に乗せられたのか。それとも何か別の理由があったのか。そのときはとくに深く考えもせず、わたしはそれまで他人に話してこなかった昔話を語り出していた。
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　わたしは子供の頃から抜きんでて大おお柄がらだった。

　子供の頃からではなく生まれた直後から人並み外れて大きかったらしいが、わたしの生まれた直後を知っている両親はもういないので、実際のところどうだったのかをわたしは知らない。まぁこのガタイだ、他の赤ん坊より小さくはなかっただろうというのは容よう易いに想像がつく。




　わたしは戦いを生なり業わいにする騎士階級の家に生まれた。

　父親は、とある貴族に雇やとわれていた。どちらかというと上級貴族に属するその男の、身辺警護と屋敷の警護が父の仕事だった。言ってみれば雇われの用よう心じん棒ぼうのようなものだ。軍に入るよりは実入りがよかったらしくて、子供の頃に着る物や食べる物に困った記憶はないな。とはいえ、両親はそんな暮らしに満足してはいなかったようだった。という評価が正しいのかどうか、わたしにはわからない。ただ、子供のわたしに対する接し方からそう思っただけだ。




　わたしは物心ついたときから父に剣けん術じゆつを仕込まれた。

　幼児にしては体が大きく腕わん力りよくも強かったから、わたしが二歳か三歳の頃、父は試しに小振りの模も擬ぎ剣けんをわたしに持たせてみたらしい。そうしたら見事に振ったそうだ。それを見た父は熱心にわたしに剣を教え始めた。わたしはみるみる剣術の腕うで前まえを上達させたらしい。

　先ほどから、らしい、らしいと言っているのは、その頃のことをよく覚えていないからだが。そんな小さな頃のことなど、みな覚えていないだろう？

　覚えている？　そうか。なら、わたしが特別なのかもしれないが。わたしは、どうも昔のことに興味がなくてな。

　いや、わたしの性せい癖へきのことはどうでもいい。話を戻そう。




　父は朝と晩、必ずわたしに剣の稽けい古こをつけてくれた。非番の日など、それこそ朝から夕方までだ。おかげでわたしは子供の遊びというものをしたことがない。父親が仕事に出かけたあとも、家庭教きよう士しに勉学を教わるとき以外はずっと剣を振っていたな。それが辛いと思ったことはなかった。というより、剣を振っていれば楽しかった。

　四歳、五歳になる頃には、大人が相手でも負けないくらいの腕になっていた。

　わたしには生まれついての剣の素質があると、父はいつも言っていた。わたしもその気になっていた。だから余計に剣の稽けい古こに熱が入ったのかもしれない。剣の腕を磨いて超一流の剣士になって名を売り、いずれわたしが王侯貴族に召し抱えられる。あるいは軍に入って活躍をし、実績を積んで将軍まで昇る。それが両親の願いだったようだ。

　その願いは……叶わなかったがな。
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　あれはわたしが九歳の頃だっただろうか。

　さっきも言ったように、昔のことにあまり興味がない質たちなので、はっきりと覚えてはいないが、今日のようにキンと冷え込んだ冬晴れの日だったのは間違いない。そうでなければ、わたしが思い出すはずがない。

　父は他の仲間と共に住み込みで雇い主の家を警護していた。住居は雇い主の敷地内にあったが、雇い主の家族が暮らす本ほん棟とうとは少し離れた場所にあった。まぁ当然の話だ。わたしたちの住居は戸こ建だてでなく、一棟に何家族かが一緒に暮らしている長なが屋や様式の造りだった。厠かわやと風呂は共同だったが、各家には食堂があって厨ちゆう房ぼうがあって寝室があって書しよ斎さいまであったのだから、それほど狭苦しい感じはしなかったが。

　もっとも子供の頃の印象だ。大人になってからもう一度あの家に立ったなら、随ずい分ぶんとこぢんまりとした家だなという感想を持つのかもしれない。




　それはさておき。

　その日、父親は不ふ寝しん番ばんに当たっていて朝までのお勤つとめだったから、夕食を摂とったあとに本棟へと出かけていった。母親は夕食の片付けを始めたので、わたしは食堂で一人、本を読んでいた。わたしが本を読んでいたのがおかしいか？　こう見えても読書家だったのだ。




　……笑うな。




　まぁ、子供向けの絵物語が多かったが。

　そのうち腹もこなれてきたので、寝る前に剣術のおさらいをしておこうと思って外に出た。その日は、たまたま模擬剣と真剣を持って出た。

　最近は父親が真剣を振らせてくれるようになっていたのだ。わたしも真剣を振るのが嬉うれしくてならなかったんだろう。もちろん真剣を振るのは単独で型の稽古をするときだけだ。他人を相手に振れやしない。

　外にはわたしと同じことを日課にしている子供が何人もいて、庭の一角で剣を振っていた。同じ建物の中で暮らしているので、顔見知りというより、そいつらとは兄弟姉妹みたいな感覚だった。剣の腕を磨いて将来の立りつ身しんに繋げようと、子供ながら、みな必死だった。わたしはその場にいる子供の中では最年少組だったが、剣の腕でいえば最上位組に入っていた。

　わたしのほうは大して意識していなかったが、よく考えれば、年長者にしたら微妙なところだったろう。自分よりも年下の女子が自分と同等か、あるいは強いとなるとな。もっとも、わたしは体が大きかったから、あいつらもわたしが年下であることをあまり意識していなかったのかもしれないが。

　まぁ、それはいい。

　その日も年上の連中を相手に半刻ほど存分に剣を振った。稽古が終わったあとに井戸水で汗を流してから、わたしは家に戻った。当時はまだ子供だったから男子の前で下帯だけになって水で濡らした布で体を拭ぬぐったりしたものだが、わたし自身を含めて誰も気にしなかったな。兄弟姉妹だと思えば、そんなものだろう。

　それから家に戻ったわけだが、さて、正確な時刻など覚えていないな。いつものことだから、十刻時くらいだったろうか。家に戻って、少し母親と話をして、火ほ照てった体が元に戻る頃、わたしは母親と一緒に床についた。
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　わたしはそこで一息入れた。

　ガブリエラはわたしの話に熱心に聞き入っている。それこそ面白い絵物語を読み聞かされている子供のような目で。

　変な奴だ。

　ガブリエラが続きを待っているという期待感を全身から発はつ散さんさせているので、わたしは続きを話し始めた。
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　寝ていたわたしが目を覚ましたのは、さて、何時頃だっただろうか。これもよく覚えてはいない。だが、真夜中だったのは間違いない。

　隣では母親が寝ていた。外に面した窓は板戸が閉められていたから部屋の中は暗い。わたしは重ねた毛布の隙すき間まからガランとした暗くて薄ら寒い寝室を見回した。

　ああ、そのことはよく覚えているのだ。いつもは夜中に目を覚ますことなどないから、強烈な印象として残っているのだろう。

　わたしはなんとなく不安で、どうにも落ち着かない気分になった。それが凶きよう行こうを告げる第六感だったのか、ただ単に暗くら闇やみに怯おびえただけの子供特有の恐怖心だったのかはわからないが、隣で寝ている母親の体温の温ぬくもりに安心したのだろう、そのうち気分も落ち着いてきた。

　わたしはもう一度眠ろうと、また毛布を被った。

　そのときだった。何やら複数の人の気配を感じ取ったのは。




　わたしたち家族の住んでいる住居棟は、貴族の邸てい宅たくの広大な敷しき地ちの外周部に近い場所に建っていた。

　雇い主の貴族の住居棟はもっと奥、敷地の真ん中辺りに建っている。出入り口を固める者を除けば警護役もそちらに集中的に配備されている。その配置はどうだったのかとあとから問題にすることはできただろうが、しょせん結果論でしかない。当時の雇い主はそれで充分だと思っていたのだ。今さらあれこれと言ってみても始まらない。

　我が家の出入り口に鍵かぎはかけてない。その建物に住んでいるのは父の同どう僚りようの家族ばかりで、全員顔見知りだから鍵などかける必要もなかった。だいいち、どの家にも金目の物が置いてあるわけではない。けれど、さすがに夜は建物の出入り口に鍵をかけるようにしていた。

　扉が破られる音を聞いた覚えはないから、侵入者は予あらかじめ合あい鍵かぎを用意してあったのだろうか。となれば手引きした者がいるということになるが。




　わたしは毛布をはね除けて上体を起こした。物盗りが入ってきたのだと思ったのだ。けれど、それなら心配することもないと、そうも思った……のかな。

　ここに住んでいるのは騎士階級の家族ばかり。子供も剣を使えるし、不寝番に就ついている者以外は騎士本人が寝ているのだから。

　あとから考えれば、大貴族の敷地内にある警護人の住居棟に、わざわざ物盗りが忍んでくるというのも随ずい分ぶんとおかしな話だ。けれど子供だったわたしには、その可能性しか思い浮かばなかった。




　わたしが起きたのに母親も気づいた。

　彼女は身を起こし、どうしたの？　と訊いてきた。

「物盗りが入ってきたみたい」

　たしかわたしは、そう答えたように思う。

「まさか」

　寝起きの母親は、わたしの言ったことを本気には取らなかったようだ。ここに物盗りが侵入してくる可能性などほとんどないことをわかっていたんだな。

　それでも、

「念のために何か怪しいことがないか調べてみましょう」

　と言って寝台から抜けだした。

　わたしも寝台から出て、いざというときに備え、稽古に使った真剣を抱えた。そんなわたしを見て母親は軽く笑った。母親の笑顔を見たのはそれが最後になった。笑顔だけでなく、生きている母親を見たのは、それが最後になったわけだが。
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　いや、そんな顔をしなくてもいい、ガブリエラ。言っただろう。これは、もうわたしにとって過去の思い出話でしかない。

　で、話を戻すが。
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　寝室の隣が食堂で、食堂に共同廊下に通じる出入り口がある。

　母親は羽は織おり物を羽織って食堂へ足を踏み入れた。

「あら。たしかに誰かいるみたいね」

　建物内で動く人の気配を感じた母親が火付け石で燭しよく台だいの蠟ろう燭そくに火を点けると、その明かりが寝室にも漏れてきた。

　不意に廊下に通じる扉が開き、母親が何か言うのが聞こえてきた。彼女がなんと言ったのかは覚えていない。意味のある言葉ではなかったのかもしれない。もしかすると、母親は不寝番に就いていた父親が何か用事があったか忘れ物でもして戻ってきた……と思ったのかもしれない。

　だが、次の瞬間。

　母親の呻うめき声が聞こえてきた。続けて人が倒れる音が。

　わたしは何か異変が起きたのを察した。即座にわたしは手に持っていた真剣を鞘さやから抜いた。

　剣を後ろ手に持ったわたしがそっと扉の陰から顔を覗のぞかせると、燭台で燃える蠟燭の心こころ許もとない明かりに照らされた食堂に男が二人、立っていて、その足下に母親が横たわっているのが見えた。彼女の体の下に赤い液体が滲にじみ出しているのも見えた。

　母親はすでに侵入者に刺し殺されていた。




　わたしがいつも読んでいた絵物語だと、こういうときは母親が侵入者と言葉を交わしたあと、相手に立ち向かうか、相手に向かって子供は見逃してくれと哀あい願がんするかのどちらかだった。そうやって時間を稼かせいでいるあいだに正義の味方が駆けつけてきて、わたしも母親も間かん一いつ髪ぱつで助かると、まぁだいたいそんな展開になるものだが、現実はそうではなかった。




　母親は相手を誰すい何かする間まもなく、ただの一突きで殺害された。その手慣れた仕事ぶりから相手が暗殺ころしを生なり業わいにしている奴だということがわかる。もちろん、そのときのわたしにわかるはずはないが。

　侵入者の片割れが寝室を覗きに来た。わたしは剣を背後に隠して後あと退ずさり、壁に背中をくっつけるようにして立った。

　殺されるかもしれないと思ったはずだが、恐怖感に苛さいなまれた記憶はないな。もう忘れてしまっただけなのか、本当に恐怖を感じなかったのかはわからない。

　そいつは黒ずくめの衣装に黒い覆ふく面めんで顔を隠していた。

　背後で別の男のくぐもった声がした。

「誰かいるのか？」

　寝室を覗いた男が、やはりくぐもった声で応えた。

「餓が鬼きが一人いるな。十歳くらいか？」

「なら、放っておいてもいいだろう。次に行くぞ」

「いや殺しとこうぜ。後あと腐くされがないように。っていうか、俺が殺したい」

「ちっ」

　食堂にいる男が舌打ちした。

「なるべく早く済ませろよ。本棟に向かった連中を助けなきゃならねえんだからな」

「わかってるって」

　足音を忍ばせたまま、食堂の男は我が家から出ていった。

　残った男がわたしに視線を据すえる。覆面の目出し穴から覗いている男の双そう眸ぼうが異様な輝きを放った。

「よう、僕は何歳だい？　ふへ」




　九歳だったわたしの胸はまだ膨らんでいなかったということだな。おまけに寝ね間ま着きは大きめだから体の線がわかり難にくい。そいつはわたしを男の子だと間違えていた。




「ひひ、恐くて声も出ないかい？　ひひ」

　男はおかしな笑い声を上げて近づいてきた。そこで、わたしが持っている剣に気づいたようだ。

「そんなモン持ってると怪我するぜ？　もっとも、持ってても持ってなくても、僕ちんはここで死んじゃうんだけどな。俺に殺されちゃうんだけどな。くは、餓鬼を解ば体らせるなんてツイてるな。俺、ツイてるな。うひ」

　男は手にした剣を持ちあげた。

「泣き叫んでもいいんだぜ？　この建物にいる奴らはあらかた殺したからな。今も仲間が殺してるからな。誰も助けに来ないぜ？　いひ。生きたまま刻んで解ば体らしてやるぜ？　まずは腹を切り裂いて温かい臓ぞう物もつを引きずりだしてやろうか。うきき」

　次の瞬間、わたしはそいつに斬りかかっていた。

　勝てる確信があったわけではない。というより、母親を殺され頭に血が上った結果の後先考えない行動だった。相手は暗殺ころしの専門家だというのに、よくもそんな無茶ができたものだと思うが、まぁ子供の思し慮りよなど、その程度だという話だ。

　わたしの必殺の一撃は、しかし、かわされてしまった。相手は油断していたと思うのだが、さすがに暗殺ころしの専門家といったところか。

　男はわたしの突きをかわすと、わたしの剣を己の剣で叩き落とした。得物を取り落としたわたしに、今度こそ男は油断した。完全に気を緩ゆるめた。

「さすがに騎士ん家ちの餓鬼だ。だが、その程度じゃ俺らと闘やり合うのは無理だな。俺が手本を見せてやろう。突きってのはな、こうする……」

　剣を引いた男は、その体勢のまま吹っ飛んでいた。わたしが男の顔面に拳こぶしを叩き込んだからだ。

　わたしは剣術の腕を鍛えるだけでなく、拳も鍛えていた。縄を樹の幹みきに巻いて、毎日、拳で打っていた。石造りの建物の外壁も、毎日、拳で打っていた。わたしの拳はすでに石のように固くなっていたんだ。

　男の顔面は見事にひしゃげ、背中から部屋の壁に叩きつけられた。けっこう大きな音がしたはずだが、男の仲間が駆けつけてくることはなかった。幸運なことに、そのときすでに、男を除く全員が建物を出て本棟のほうへと向かっていたのだろう。

「てめ……よくも……」

　崩れ落ちそうになる膝ひざを必死で踏ん張った男が剣を構え直そうとするより早く、わたしは続けざまに拳を叩き込んだ。

　顔に。肩に。腹に。

　あとは、そうだな、金きん的てきも忘れなかったな。そちらに入れたのは蹴りだったが。

　悶もん絶ぜつして床に転がった相手に馬乗りになったわたしは、奴の顔が完全に崩壊するまで殴り続けた。

　やがて男は小こ刻きざみに痙けい攣れんして動かなくなった。それでもわたしは、しばらく殴る手を止めなかったように思う。

　そのうち痙攣さえも止め、男は完全に息絶えた。




　初めて人を殺した感かん触しよくは……よく覚えていない。おそらく、そのときのわたしは何も考えられない興奮状態に陥っていたんだろう。




　男が死んでも、わたしは満足できなかった。母親を殺された仇かたきは、この程度では取れないと思った。

　こいつ、わたしを解ば体らすと言ってたな。なら、わたしがこいつを解ば体らしてやろう。

　わたしは落とした剣を拾いあげ、倒れている男の首に当てた。

　気がつくと自分の足下には首のない男の死体が横たわっていた。首だけでなく、男の死体からは手足もなくなっていた。わたしは右手に血ち塗まみれの剣を提さげ、覆面を剝はいだ男の頭髪を左手で握り、生首をぶら下げたまま部屋に立ち尽くした。
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　そこで言葉を切ったわたしは、ちらっと隣に立つガブリエラに視線を走らせた。彼女の表情はいつもと変わりないように見えたが、内心ではどうだったか。




「引いたか？」

　ガブリエラは、いえ、と応えたが、さて、本意はどうだっただろう。この話を聞いて引かない者がいるとは思えないのだが。黒いことこの上ないこいつなら、意外に平然と受け容いれたのかもしれないな。

「話を続けるが」

　ガブリエラの表情を確認しないまま、わたしは話を再開させた。
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　男の仲間が戻ってきたら不ま味ずいから、なんらかの行動を起こすべきだったのだろうが、わたしには何もできなかった。手も足も動かすことができなかった。心さえもその動きを止めてしまったのかもしれない。

　立ち尽くすわたしは、本棟のほうで人の叫びや剣けん戟げきの音が上がったのを意識の片かた隅すみで聞いたような気もするが、夢を見ていただけかもしれない。

　その頃、火の手が上がった本棟は手がつけられないほどの勢いで燃えていたらしいが、わたしたちの住居棟はかなり離れた場所にあったので、結局わたしは火事に気づかないまま夜明けを迎えた。そう、わたしは夜明けが近くなるまで血塗れの剣と血塗れの首を提げたまま、我が家の食堂に突っ立っていたのだ。




　わたしを発見したのは火事を消しに来た市中警備の兵だった。

　敷地が広大で隣家とは離れているといっても、さすがに本棟が全焼するような火事ともなれば、周りの家も気づく。気づいた他家の者が様子見に人を寄よ越こし、それで本棟がえらい勢いで燃えているのを確認して、警備の詰め所に走ったらしい。

　このままだと火の粉こが飛んで、最悪、隣家に延えん焼しようする虞おそれもあるから、急ぎ市中警備の兵が招集された。それだけでは人手が足りず、王宮詰めの兵士も呼んで火事を消し止めようと大たい挙きよしてやって来たのだ。




　敷地に踏み込んだ部隊指揮官は、屋敷の者が誰も消火活動をしていないことに不ふ審しんを覚え、様子見のために人を遣つかわした。で、わたしたちの住居棟を調べに来た者が、中で大勢殺されているのを見つけ、騒ぎが大きくなったわけだ。

　調べに来た兵士は生き残りがいると報告し、わたしは建物から連れ出され保護された。剣と首をどうしたのかはまったく覚えていない。あとから説明もなかったが、まぁ兵士に取り上げられたのだろう。依い然ぜんとしてわたしは茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていだったが、屋敷内は蜂はちの巣を突つついたような大騒ぎになっていた。それも当然だ。ただの火事ではなく、何者かが貴族の屋敷を襲しゆう撃げきした挙げ句の火付けだったのだから。

　これは一大事ということで、隊長は直すぐに王宮に伝令を走らせたそうだ。

　やがて火は消し止められ、燃えた本棟の調査が始まった。

　貴族の家族は全員が焼死体で発見されたという。もっとも、焼け死んだのか殺されたあとに焼かれたのかまでは、わたしは知らない。

　ああ、わたしの父親も遺体で見つかったよ。家中警備の数少ない生き残りが、同僚である父親の遺体を確認したらしい。遺体にははっきりとした創そう傷しようや刺傷があったそうだから、父親は任務に殉じゆんじたとは言えるのだろうな。もっとも、結果として主人を護まもれていないのだから、護衛役としては失格だが。




　急きゆう遽きよ、庭に張られた天てん幕まくの中で、わたしはぼんやりと床しよう几ぎに座っていた。わたしの他にも何人か助かった子供がいて、そいつらはみな泣き叫んでいた。わたしはというと、ただただ呆然としていただけらしい。らしいというのは、例によって自分ではよく覚えていないからだが。




　夜が明けきった頃に、消火の作業班とは別に組織された捜査班がやってきた。貴族の一家が襲撃され殺された以上、王宮としても黙ってはいられないからな。その捜査班の指し揮きを執とっていたのがドゥイエンヌ様の叔母上だったのだ。

　叔母上は当時からドゥイエンヌ様を可愛がっていたそうで、ドゥイエンヌ様を連れてきていた。というより、行きたいと言ってせがんだドゥイエンヌ様が、無理やりついてきたというのが真相らしいが。




　そこで笑うな。




　天幕の中でぼんやりと床几に腰かけていたわたしの前にドゥイエンヌ様が現れた。

　当時、ドゥイエンヌ様も九歳だったはずだ。もっとも、わたし自身の年ねん齢れいが記憶違いだとすると、それも怪しくなる……が、ドゥイエンヌ様に訊こうとするなよ。わたしがこの話をおまえにしたのを知ったドゥイエンヌ様に、どうして話したのかと訊かれると説明に困る。

　いや、本題に戻ろう。




　目の前で母親を殺された子供が、殺した犯人を殴り殺し、挙げ句にそいつの首を切り落とし、手に持ったまま突っ立っていた……という状況を聞き及んだドゥイエンヌ様は、いたく興味を持たれてわたしのところへ来たそうだ。これについては、あとからお聞きしたので間違いない。別の天幕で兵士の報告を受けていた叔母上の横にドゥイエンヌ様も控えていて、一緒に兵士の報告を聞いたのだと仰っていた。

「面白いわね。その子のところへ案内なさい」

　そう言って、ドゥイエンヌ様はわたしのところへ来たのだそうな。




「あなたの名前は？」

　現れたドゥイエンヌ様はわたしの前に仁に王おう立だちになると、いきなりそんなふうに訊いてきた。わたしは何な故ぜかその一言で、はっきりと意識が戻ってきたように思う。

　眼がん前ぜんに立つドゥイエンヌ様の凜り々りしいお顔は、今でもまざまざと思い浮かべることができる。あの夜のことはすべてが遠い世界の出来事のように不確かで不ふ鮮せん明めいな映像しか浮かばないが、ただ一つ、ドゥイエンヌ様のお顔だけは鮮明に思い出すことができる。

「マルチミリエ」

「マルチミリエ……ではマルチと呼ぶわ。よくって？」

　わたしは無言で頷いた。

「では、マルチ。あなたの母親は侵入者に殺されたようだけれど。父親はどうしたのかしら？」

　わたしはうなだれた。

「父も死んだようです。父の同僚が遺体を確認したとかで」

「そう。死んだの。あなた姉きよう弟だいはいるの？」

「いません」

「市中に親戚は？」

「父方の親戚が国内にいます。でも、あまり付き合いはなくて。母方のほうはよく知りません」

「そう。では、だいたい天てん涯がい孤こ独どくの身の上になったということね」

「だいたい天涯孤独」という表現はかなり変だし、親を殺されたばかりの相手に対する気遣いの欠片かけらもない言いようだったが、ドゥイエンヌ様の言葉はわたしの心にすんなりと落ちてきた。

　ああそうか、両親ともに死んでしまったのか、じゃあわたしは孤こ児じも同然の身の上になったんだ、明日からどうやって暮らせばいいんだろうか……と、そんなことを考えたような気がする。

「仇かたきを討ちたい？」

「え？」

「あなたの父親と母親の仇を討ちたいかと訊いているのだわ」

「でも……」

「あなたが殺したのは襲撃者の中の一人だけ。これだけの事を成し遂げた以上、襲撃者は十数人、いえ、数十人はいたかもしれないわね。他にも上級貴族を襲撃させた黒くろ幕まくがいるはず。それらの者はわたくしの叔母上が必ず暴きますわよ。そのとき、貴方はどうするつもりなの？　と訊いているのだわ」

「……仇を、討ちたい」

「そう。でしたら、わたくしと一緒に来るといいわね。どうせ住むところがなくなったのでしょう。わたくしのところに来れば、住すみ処かと食事は提供してあげる」

「あの……どうして？」

「あなたに見所があるからよ、もちろん。襲ってきた暗殺者を殴り殺して首を取っただなんて、その辺の子供にできることではないわね。度ど胸きようもあるし腕も立つようですから、わたくしはあなたを気に入ったのだわ」

　何故だかドゥイエンヌ様は、そこで勝ち誇ったように笑って胸を張った。













「どう？　来る気があるかしら？」

「行きます」

「ところで、貴方、男子なの、女子なの？」

「女……です」

「え？」

　それまで世界の理ことわりをすべて知っているかのように自信満々だったドゥイエンヌ様のお顔が驚きに歪んだのがわかった。どうやらドゥイエンヌ様は、恰好いい男子の従者を手に入れた！　などと思っていたらしい。




　だから！　笑うな！　失礼な奴だな。




　まぁ……こうしてわたしはドゥイエンヌ様の従者になったわけだ。正確に言えば従者になったのはもう少しあとのことだったが、わたしの意識の中では、あのときからドゥイエンヌ様にお仕えしたつもりだったのだと思う。

　ドゥイエンヌ様に拾っていただかなければ、わたしはどうなっていただろうと考えたことがある。

　すでに触れたが、父親には親戚がいた。けれど、請け負った仕事を失敗した父の家とは関わり合いになりたくなかっただろう。わたしを引き取ろうなどと思ったかどうか、怪しいものだな。

　母親は他国者で、母の実家とはほとんど没交渉だったから、そちらを頼ることもできなかった。

　ドゥイエンヌ様が拾ってくださらなければ、両親を亡くした九歳のわたしが、その後をまっとうに生きていくのは難しかっただろう。

　孤児として生きていくため盗みを重ねた挙げ句、どこかで捕まって殴り殺されるか、人を手にかけ、犯罪者として裏の世界で生きることになったか。いずれにせよ、ろくな生き方をしていなかっただろうことは想像に難かたくない。だから、ドゥイエンヌ様はわたしの恩人なのだ。惨みじめな境きよう遇ぐうに陥る寸前のわたしを救ってくださった恩人なのだ。




　それから数カ月後、あの貴族の家を襲撃させた黒幕が特定できた。黒幕は、襲われた貴族の競争相手に当たる地方貴族だった。実行犯どもはもう他国に逃げ出していたが、貴族は何食わぬ顔でときおり王宮に顔を出しているという。

　ドゥイエンヌ様の叔母上の指揮で犯人を捕縛するための討伐隊が組織されたが、その討伐隊に、殺された貴族の親戚の者が何人か加わった。要するに仇討ちをさせてやろうということだ。ドゥイエンヌ様はまたも叔母上に無理を言って、わたしもそこに加えてくださった。貴族の家を警護していて殺された騎士の娘だから、仇討ちに加わる資格はあるでしょう……という理屈だ。叔母上がその理屈を受け容れてくださったのかどうかは知らないが、わたしは討伐隊に加わることができた。




　討伐隊は黒幕の貴族の本拠を急きゆう襲しゆうしたが、相手もそれなりに警戒していて多くの私兵を雇っていたから、かなり激しい斬り合いとなった。というより、すでにちょっとした戦いくさだったな、あれは。

　わたしはその戦いで十人近い私兵を斬り捨て、殴り倒した。




　そんなに驚かなくてもいいだろう。まだ子供だったが、わたしにはそのくらいの戦闘力があったのだ。




　私兵や家人たちは激しく抵抗したものの、しょせん多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい、最後には逃げ出そうとしたが、それも叶わず、黒幕である貴族の当主はその場で討ち取られ、一族も残らず捕ほ縛ばくされた。

　わたしは黒幕の私兵を何人も斬った。黒幕の貴族が斬られるのも見た。一族が捕縛されるのも目まの当たりにした。

　あの日の襲撃の実行犯どもを捕らえるのはさすがに無理だろうが、それでもわたしは胸のつかえが下りた気がした。父と母の仇を討てた気がした。すべてドゥイエンヌ様の心遣いのおかげだ。ドゥイエンヌ様は日々の暮らしを保証してくださっただけではなく、わたしに父親と母親の仇も討たせてくださった。二重の意味で、ドゥイエンヌ様はわたしの恩人なのだ。

　それ以来わたしは、ひたすらドゥイエンヌ様のために働いた。いつかドゥイエンヌ様に恩返しをするためにと勉学に励はげみ、剣の腕を磨いた。もちろん拳も鍛えたが。

　おまえに出会ったのは、その翌年だか翌々年だかだったな。
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「あの、すみませんでした」




　いきなりガブリエラが頭を下げたので、わたしは面食らった。




「は？　何がだ？」

「嫌な話をさせてしまいましたね。そんなに重い過去があったとは思わなくて」

「気にするな。さっきも言ったろう？　もうこれは、わたしにとって遠い昔の思い出に過ぎない。済んだことだ。終わったことだ。たしかに話して気分のいいものではないが、気分が悪くなるというものでもない」

「ですけど、今まで誰にも話していなかったのでしょう？」

「そうだな。だが、積極的に話すことでもあるまい」

「どうしてわたしに話してくださったのですか？」




　そう訊かれて、わたしは困惑した。べつにこれといった理由があって話したわけではない……はずだ。敢えて理由をつけるなら、しばらくは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに戻ってこられないかもしれないという、そんな予感がしたから……かもしれないが、さてどうだろうな。それもわたしがこの話をガブリエラに打ち明ける理由にはならないか。

　ひょっとすると、こいつになら話してもいい、話しておくべきだと思ったのかもしれない。ドゥイエンヌ様の子供時代の学友にして、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに共に入団した同期生のガブリエラになら。




　子供時代からドゥイエンヌ様はガブリエラを高く評価していた。

　わたしにはガブリエラがそこまでの者とは思えなかったが、こうして鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに入団してみて、やっとわかった。どうしてドゥイエンヌ様がこいつを高く評価していたのか、その理由が。人並み外れた才能を正しく評価できるのは、やはり人並み外れた才能の持ち主に限られるのではないだろうか。少なくとも、わたしにはガブリエラの才能は見抜けなかった。

　こいつとドゥイエンヌ様が競い合いながら鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの中を昇っていくところを見たかったが……もう難しいかもしれない。




　ドゥイエンヌ様のお父上はベティスの宰相だ。あのお方が倒れられたのなら、マクシミリエヌス家だけの問題では済まない。ドゥイエンヌ様も自分のことよりお家のことを優先せざるを得ないだろう。最悪、半年や一年は戻れないかもしれないし、そうなれば、休団ではなく、そのまま退団ということになるかもしれない。




　そうか。つまり。




　わたしはガブリエラのほうを見ないまま、ぶっきらぼうに言った。




「まぁ、おまえへの餞せん別べつだ」

「はい？」




　ガブリエラはわたしの言った意味がわからずに首を捻ひねっているが、わたしもそれ以上の説明をする気はない。




「餞別は、ふつう、送り出す側が差し上げるものではありませんか？」

「全然ふつうではないおまえに、ふつうを説かれても説得力がないな」

「わたし、断然ふつうですけどっ」




　どこがだ、と思ったが、それを突っ込みはしない。

　けれど、こいつはまったくふつうじゃない。見た目はあくまでもどこまでもふつうなのに、中身の剣けん呑のんさときたら……だからこそドゥイエンヌ様も、こいつを評価されたのだろうが。




「それはともかく。ドゥイエンヌ様が抜けられれば、次はおまえが小隊長になるはずだ。遊撃小隊のことは頼んだからな」

「ドゥイエンヌさんの代役が務まるかどうかはわかりませんけど、ええ、精一杯やらせてもらいます」




　そのときレフレンシア様の部屋の扉が開いて、秘書官がわたしを呼んだ。




「ではな、ガブリエラ」

「はい、マルチ。餞別、ありがとうございました。お二人がここを発たつ際は、みんなでお見送りしますから」
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　こうしてドゥイエンヌ様とわたしは、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの本城を出てベティス大公国へと戻った。




　翌年にドゥイエンヌ様とわたしはガブリエラとの再会を果たすわけだが、そのときはお互いの立ち位置が随分と変わってしまっていたから、同期生として対等の立場で話したのはこれが最後になったというわけだ。

　だから、やはりあれは餞別だったのだ。

　一回生という枠組みを抜け出して、団の中枢へと飛び立っていくことになるおまえに、わたしが贈った餞別だ。

　ということにしておこう。


















作者からの蛇だ足そく的補足その一




　本編が始まる前に一言、二言、補足をしておこうかと思います。

　とはいえ、これは大いなる蛇足でもありますので、読み飛ばしてくださってもかまいません。







　さて、本作はミステリっぽい内容となっていますが、「ぽい」だけであって、真相を推理する際、本格ミステリのような精せい密みつな論ろん理り構こう築ちくは必要としません。これはあくまで「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ」の世界におけるお話ですので、そこのところ、予あらかじめご留りゆう意いくださいますように。







　ここで解明していただきたい謎は大きく分けて四つあります。




・連続殺人事件の真犯人は誰なのか。

・犯人の動どう機きはなんなのか。

・真犯人はどうやって被害者を殺害し得たのか。

・そしてもう一つ、この連続殺人事件はいったいなんなのか。




　予めお断りしておきますが「夢オチ」ではありません。




　謎なぞを解明するための手がかりは、それこそ最初のページから最終ページに至るまで、あちこちに、さり気なくちりばめられています。少し注意深く読めば、おそらく真相に辿たどり着けるのではないでしょうか。




　ちなみに。

　タイトルは某ミステリへのオマージュでしかありませんので、お気になさらずに。







　では、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの「ミステリ劇げき」をお楽しみください。
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　暗がりの中、不意に燭しよく台だいの蠟ろう燭そくに明かりが点ともる。

　燭台の周囲が橙だいだい色いろの炎に薄ぼんやり照らし出されると、白い長なが裳もを着て兎うさ耳みみ帽ぼう子しを被った一人の団員が椅い子すに腰掛けている姿が浮かび上がった。

　椅子に座り足を組んだ団員は膝ひざの上に一冊の書物を置いている。いや……あれは日記帳だろうか。

　団員が顔を上げた。

　蠟燭の炎が照らす範囲の外は相変わらずの暗がりだ。そこに何があるのかないのか、誰がいるのかいないのか、まったくわからない。

　いるのかいないのかわからない者に向かって、彼女は低く抑えた声で語りかける。




「遊ゆう撃げき小隊所属、一回生、ガブリエラ・リビエラ・スンナです。今日はわたしたち遊撃小隊を襲った恐るべき惨さん劇げきについてお話ししたいと思います」




　ガブリエラは膝の上に置いている日記帳の頁を繰くりながら言葉を継いでいく。




「あれは、わたしたち一回生十名が遊撃小隊勤務を拝はい命めいした後のことでした。わたしたちは城じよう砦さい周辺の地形把握と山歩きの訓練を兼ねた二泊三日の山さん行こうに送り出されました。朝、本城を出発する頃は晴れ渡っていた空も昼近くになると雲が増えてきて、午後にはすっかり曇ってしまいました。やがて……そうですね、七刻時半頃だったでしょうか、ぽつりぽつりと雨粒が落ちてきたのです。原げん生せい林りんの中を歩いていたわたしたちは、持参した蓑みの笠かさを被りましたが、やがて雨はそんな物が役に立たないほど激しい降りになってきます。風も出てきました。空はわたしたちの未来を暗示するかのような黒雲に覆われ、そして」




　そこで言葉を切ったガブリエラは、ふと顔を上げ、口の端を吊り上げた。




「雷光が暗い空を切り裂き、近くにあった巨木に落ちたのです」




　点ついたときと同様、不意に燭台の蠟燭の炎が消え、同時にガブリエラの姿も濃い闇の中にかき消えた。
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　どぉん！　という轟ごう音おんが響くのと同時に全員が地に伏せ、手で頭を覆っていた。

　巨木の幹が割さける音が聞こえて、皆が顔を上げる。

　ジアンがヒュ～ッと口笛を吹いた。

「危ね～～、ちょっとズレてたら、こっちの木に落ちてたかもしれないよね」

「いつまでも森の中にいるのは不ま味ずいですわね」

　と小隊長のドゥイエンヌ。

「雷もそうだけど、どこかで風雨を避けたいな。横殴りの強風に乗って雨が叩きつけてくるから、樹の下じゃ雨宿りになりゃしない」

　そうセリノスが応えると。

　姉の言葉を受けてノエルノードが続いた。

「びしょ濡れのまま歩き回ってたら風か邪ぜを引くかもしれないわ。日が暮れれば、気温がぐっと下がるだろうし」

「自分、昔、山歩きしてたことがあるから知ってるんだけどさ、人が倒れる場合って、気温が低いことより、むしろ風が強くてそれで体温が奪われて、やがて身動きできなくなって、意識が朦もう朧ろうとしてきて、それで死ぬんだって」

「ちょっとジアン、不吉なことを言うのはやめてくださいませんこと！」

　とドゥイエンヌが突っ込んだ。

「いや、不吉っていうか、たんなる事実なんだけど」

「それが不吉ですと」

「……止めないなら殴る」

　マルチミリエが握った右みぎ拳こぶしを振りかぶったのに気づき、ジアンは慌てて顔の前で両手を振った。

「わかった！　止める！　もう止めるから。マルチに殴られたら洒落しやれになんないって」

「あれあれ？　ジアンの石頭ならマルチの拳げん骨こつにだって対抗できるんじゃないの？」

　などと皮肉を放ったのはデイレィだ。

　ふふ、とガブリエラが笑う。

「最強の矛ほこと最強の矛がぶつかったらどちらが勝つか、みたいな話ですね」

「いや、矛と矛って意味わかんないんだけど」

　小こ柄がらな魔術士アフレアが、懐ふところから布に描かれた地図を取り出して呼びかけた。

「マルチの拳骨が固くてもジアンの頭が固くても雨風を凌しのぐ役には立たないんだからさ、ちゃんと雨宿りできる場所を早く探そうってば」

「そうですね。アフレアの言うとおりです」

　とガブリエラが応じると、アフレアが地図から顔を上げ、右手を水平に挙げた。

「向こうに今は使われなくなった砦とりでがあるみたい」

「マジで？」

「この地図が間違ってなければね」

　叩きつけるような風雨の中、地図を広げているアフレアを残りの九人が取り囲む。

「ほら、ここ」

　とアフレアが指で指し示すと。

「たしかにこの先に廃砦があるみたいですね」

　とガブリエラが頷き。

「使われなくなっていても建物は残っているよね？　屋根や壁くらいあるよね？」

　と期待に満ちた目でウェルネシアが仲間の顔を見回し。

「よし、そこへ行こうよ、小隊長」

　セリノスが促うながすと、ドゥイエンヌは大きく頷いた。

「ですわね。いつまでもここにいるわけにはいきませんもの。日が暮れる前にはそこに入りたいわね」

　こうして遊撃小隊の十人は、今は使われていない砦跡へと急ぐのだった。
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「あれだ！」

　先頭を歩いていたジアンが指さす先に目を向けると、薄暗い森の中に開けた空き地に黒々とした影が蟠わだかまっていた。

　建物の周りは崩れかけた石壁で囲まれている。門もん扉ぴなどとうになくなっているので、入るのは簡単だ。

　敷地の中に足を踏み入れた十人は、眼前の建物を見上げた。

「これが……使われなくなった砦？」

「おかしな形だね」

「……砦というより館やかたですわね、これは」

「多角形だね」

「ちょっと見てくる」

　と言い残してジアンが駆け出して、そして。

　待つほどもなく、建物の周囲を一周したジアンが戻ってきた。

「えっと……これ、十二角形なのかな」

「形状はどうでもいいから、中が使えるかどうかを調べようって」

　とノエルノードが皆を促し。

「そうだわね。では、中に入って調べてみましょう。はい、ジアン、先頭」

「いや、いいんだけど。どうしていつも自分が先頭なの、ドゥイエンヌ小隊長？」

「中に化け物が潜んでいても、貴女ならなんとかするでしょう？」

「いや、化け物は無理だな。でも……大丈夫、生き物の気配は感じられないね、建物の中にも周囲にも。人も動物もいないと思うよ」

　ジアンは壊れかけた出入り口の扉に手を伸ばした。
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　十人で建物の中を一通り探たん索さくする。

　その結果。




　建物は真ん中に食堂と厨ちゆう房ぼうがあり、その周囲に部屋が配されているという特殊な作りだった。

　周囲には十一の部屋があって、もう一つは出入口前のホールになっている。

　形状としては、ジアンが言ったとおり、十二角形をしている。

　食堂には暖だん炉ろがある。

　一階食堂横の倉庫からは薪まきが見つかった。

　各部屋の板戸は閉まるが、壁が破は損そんして雨が吹き込んでいる部屋がある。

「薪まきを持ってきたから、とりあえず暖炉に火を入れようよ」

　薪を抱えたジアンが一階食堂横から姿を現した。

「ああ、あたしが点けるわ」

　アフレアが魔術で火を熾おこし、ジアンが暖炉に放り込んだ薪に点火すると、直ぐに薪は赤々と燃え出した。

「少し煙が出るけど、問題なさそうね」

　アフレアが暖炉の前から退どくと、残りの九人が暖炉の前まで寄ってきた。

　炎に両手をかざしたジアンが小さく体を震わせる。

「は～～、暖まるぅぅぅ」

「今のうちに服を脱いで乾かしてしまうのがいいわね」

　というドゥイエンヌの音おん頭どで、各人が軽装鎧を外し、長裳を脱いで、胸むな覆おおいと下した帯おび姿になった。

　皆は濡れた長裳が早く乾くようにと、それらを暖炉の近くの床の上に広げる。

「ついでですから、胸覆いも外して体を乾かしてさっぱりするとしましょう」

　と言うと、誰かが何かを言うより早くドゥイエンヌは胸覆いを外してしまった。

「では、わたしもドゥイエンヌ様に倣ならって」

　マルチミリエも胸覆いを外す。

「ドゥイエンヌ様、脱いだ物をこちらへ」

　マルチミリエはドゥイエンヌから受け取った胸覆いを自分の物と一緒に、埃ほこりを払った床の上に広げた。

　下帯だけになったドゥイエンヌは、暖炉の炎に体を晒さらしながら振り返る。

「皆は外さないの？　胸覆いが濡れたままで気持ち悪くないのかしら？」

「いや、気持ち悪いけど、さすがにここで胸覆いも外すとか、ないでしょ」

　とノエルノードが首を振る。

「っていうか、どうして平気で胸を丸出しにできるのかがわからないんだけど。羞しゆう恥ち心しんないの？」

　アフレアがそう突っ込むと。

「女同士ですから、どうということはないと思いますわね。わたくしは恥ずかしいより何より、濡れた衣服の不快感のほうがずっと嫌ですわね」

　ジアンが気け圧おされたように頭を引き、やや視線を逸そらし気味にして言う。

「いやまぁ、ドゥイエンヌ小隊長がそう言うならいいんだけど、そんなふうに腰に手を当てて胸を反らせた恰好でこっち見ないでくれないかな。見ているこっちが恥ずかしくなるんだよね」

「失礼ですわね、ジアンは。わたくし、見られて恥ずかしくなるような貧ひん弱じやくな体はしていませんわよ。といいますか、ははぁ」

　ドゥイエンヌが、にんまりと笑った。

「な、なに？」

「貴女が人前で胸覆いを外したくないという気持ちはわかりますわよ、ジアン」

　ドゥイエンヌは口の端を吊り上げてジアンの胸元に目をやる。

「そうですわねぇ。その貧弱な肉体を他ひ人と様さまの目に晒すのは、たしかに抵抗があるのでしょうねぇ。わたくしには理解できない気持ちですけれど、なんとな～く、想像はつきますわね」

「なっ……べつに貧弱じゃないよっ」

「あぁら、そうなの？」

　腰に手を当てたドゥイエンヌは、ジアンに見せつけるように大きく胸を反らせた。

　豊かな……というより、円錐形の見事な胸の盛り上がりが思い切り強調される体勢である。

「むかつく～～」

　とジアンが吐き捨てると。

「まったくだわね」

　とアフレアが同調した。

「あんたなんか、胸の谷間に埋まって窒ちつ息そくしちゃえばいいのに」

　アフレアが憎々しげにそう言うと。

「ジアンとアフレアに一票」

　とデイレィも賛さん意いを表した。

　しかし。

「胸覆いが濡れたままだと気持ち悪いから、わたしも乾かそうっと」

　ウェルネシアが胸覆いを外すと、ドゥイエンヌをも凌しのぐ巨大で巨大で巨大な双そう丘きゆうが現れ、ぶるるんっっと震えた。

「ぐ……」

　さすがのドゥイエンヌもその迫力にたじたじだ。

　暖炉の前に胸覆いを伸ばして広げたウェルネシアが残りの者を見やった。

「みんなはいいの？」

　ガブリエラが頰ほおを引き攣つらせて応える。

「なんといいましょうか、ウェルネシアに先に外されてしまうと、とっても外し難にくいといいますか外したくないといいますか」

　残りの七人は、濡れた胸覆いと下帯を体に着けたまま乾かすことにした。




　　　　　４




　当然だが厨房は壊れていて使えない。というより、料理するほどまともな食材を持っていない。

　十人は携行食で簡単な夕食を済ませた。

　飲み水も水すい筒とうに入れてきた分しかないから（水場の井い戸どは枯れていた）、残りの量に注意しながら節約して飲むことにする。

　食事が済む頃には衣服も乾いたので、ドゥイエンヌとマルチミリエ、そしてウェルネシアは胸覆いを締め、全員が服を着込んだ。

　が、軽装鎧は外したままだ。

　外の風雨は収まるどころか、さらに強くなってきている。

　食事を済ませ衣服を整えると、ドゥイエンヌが全員に呼びかけた。

「どうにも今夜は雨も風も収まりそうにありませんわね。仕方がないですから、ここに泊まって、明日、天候が回復してから移動することにしましょう。で、部屋割りなのですけど、十一ある部屋のうち三つが壊れていて雨風が吹き込んでますから、残りの八つを十人で使う……ということになりますわね。何な故ぜか、一つだけ窓に鉄てつ格ごう子しが嵌はまってる部屋がありますけど」

「ああ、あそこね。ここを砦として使用していたのなら、懲ちよう罰ばつ房ぼう代わりに使っていたのじゃないのかな？　その部屋の扉だけ外から閂かんぬきがかかるようになってるし」

　とデイレィが応え、全員がなるほどと頷いた。

「では、その部屋はジアンが使うということで」

「ドゥイエンヌ小隊長、どうしてかな？」

「とくに理由はないですわよ。ただ、鉄格子つきの部屋がジアンにはお似合いかしらと思っただけで」

「似合わないよっ！」

　くすくすと笑いながらセリノスが手を挙げた。

「わたしとノエルは一緒の部屋でいいよ」

「わたしもウェルと一緒でいいかな」

　デイレィもそう言った。

　ということで、部屋割りはこうなった。













　そして翌朝――。

　皆がぞろぞろと起きだしてくる。

　しかし、いくら待ってもジアンだけ顔を見せない。




「珍しいわね。いつも早起きのあいつが起きてこないなんて」

　とアフレアが言うと、ドゥイエンヌが傍かたわらのマルチミリエに顔を向けた。

「仕方のないお猿さんね。マルチ、起こしてきてくださいな。起きないようでしたら、殴って起こしてもかまわなくってよ」

「いやいやマルチに殴られたら、起きるどころか、ジアンの奴、永遠に目覚めないよ」

　とデイレィが冗談を言い、みんなして笑ったのだが。




「ド、ドゥイエンヌ様！」

　ジアンが使っていた部屋の中からマルチの大きな声が聞こえてきた。

　彼女にしては珍しく声が上うわずっている。

「どうしたの、マルチ？」

「ジ……ジアンが……死んでいます」

「なんですってぇぇ!?」
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　九人はジアンが使っていた部屋に集まった。

　たしかにジアンは額を割られ、床の上に倒れ伏していた。

　大きく割れた額ひたいからは血が流れ、床を汚している。

　当然脈みやくはなく、すでに全身は冷たくなっていた。

「剣で斬りつけられたのではないね。これ、殴り殺されてる。鈍どん器きでなのか、あるいは素手でなのかはわからないけど」

　ジアンの遺い体たいを調べていたデイレィがそう断言した。彼女は元暗殺者だから、おそらくこの場の誰よりも死体を数多く見ている。彼女の見立てに間違いはないだろう。

「いったい誰がジアンを？」

「扉から入ったのかな？」

　とセリノス、ノエルノード姉妹が部屋を見渡している。

「でしょう？　だって窓には鉄格子が嵌っているもの」

　とウェルネシアが応え。

「たしかに、あの窓なら人は入れないわね」

　窓を見つめたノエルノードがそう言った。

「そうだね。小さな子供ならともかく大人には無理だ。アフレアにだって無理だな」

　とセリノスも言う。

「それにしても、石頭のジアンを殴り殺すなんて、そんな真ま似ね……」

　デイレィが呟つぶやくようにそう漏らすと、瞬時、部屋を沈ちん黙もくが支配した。

　が、直ぐに八人の視線が一点に集まった。

「……マルチ、まさか、あなた……」

「いえ、ドゥイエンヌ様、わたしはやっていません」

　天井を見上げたドゥイエンヌは目を閉じ、ふぅとため息を吐ついた。

「もちろん、わたくしはあなたを信じていますわ、マルチ。ですけれど、客観的に見てあなたが疑わしいのも事実。何しろ、武器も使わずにジアンを殴り殺せる人間なんて、ここにはあなた以外にはいませんからね」

「わたしもマルチがやったとは思いません。ですが、外部犯の可能性を考こう慮りよしなければジアンほどの凄すご腕うでを殺せる人間は限られています。魔術を使って不意を衝つけばアフレアにも可能かもしれませんし、毒を盛ればウェルネシアにも可能かもしれません。ですが、ジアンは殴おう殺さつされているわけですから。となると、他の人たちにも同じことが言えます。剣を使ったのならともかく、素手でジアンを殴り殺すなんて不可能です。マルチミリエを除いては」

　ガブリエラが重々しい口調でそう言った。

「ねぇ、ドゥイエンヌ。犯人かどうかはおいといても、ここは慎重を期きして、マルチをどこかの部屋に入れて見張ってたほうがいいんじゃないの？」

　とアフレアが提案した。

「そう……だわね」

　ドゥイエンヌがマルチミリエに目を転じると、彼女はドゥイエンヌに向かって重々しく頷いた。

「はい、ドゥイエンヌ様。わたしは部屋に入っています」

　八人は遺体を部屋から運び出して別の部屋に安あん置ちすると、その部屋にマルチミリエを入れ、外から閂をかける。

　窓には鉄格子が嵌っていてマルチミリエが抜けだすのは不可能だ。というより人間が出入りすること自体が不可能である。もっとも、マルチミリエが並外れた膂りよ力りよくと固い拳を活かして建物の壁を壊してしまえば別だが。

「本城まで走って事件を報しらせに行く？」

　とセリノスがドゥイエンヌを見やると、ドゥイエンヌは、瞬時、天井を見上げた。

　頭上からは屋根を叩く、うるさいほどの雨音が聞こえてくる。

「いえ、この雨風では……」

　ドゥイエンヌがそう応えたように、風雨は昨夜よりも激しくなっている。もはや嵐というのが相応ふさわしいほどだ。外で吹き荒れる風音と激しく屋根や壁を叩く雨音は耳を塞ふさぎたくなるほど耳みみ障ざわりで、石造りの建物全体が強風で揺れているような気がする。

「そうだね」

「嵐が過ぎ去るまで、ここでおとなしくしているほかはありませんわね」

　ということで、八人は食堂の思い思いの場所に座って、ひたすら嵐が通り過ぎるのを待つことになった。

　デイレィはマルチミリエを入れた部屋のほうにちらちらと視線を向け、そして小さく独りごちる。

「う～～ん、だけど、殺意を持つ人間が近づけば、ジアンだったら眠ってたって気づくと思うんだけどなぁ」

　デイレィは小さく首を捻ひねった。
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　夜になっても嵐は収まらず、九人はもう一晩をその砦跡で過ごす羽目になる。

　そして二日目の朝――。




　六人――ガブリエラ、レオチェルリ、アフレア、ドゥイエンヌ、セリノス、ノエルノードが無言で携行食を食べている。

　やがて食べ終わり、セリノスが立ち上がった。

「マルチの様子を見てこよう」

「あ、わたしも行くわ」

　セリノス、ノエルノード姉妹が食堂を出て、マルチミリエを入れておいた部屋の扉を開け、部屋の中を覗いた。

　直ぐに食堂に二人の叫び声が響いてきた。

「マルチがっっ！」

「死んでるっっ!?」

「なんですってぇえぇ!?」
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　ドゥイエンヌを先頭に、ガブリエラ、レオチェルリ、アフレアが部屋に雪な崩だれ込むと、たしかにマルチミリエは床の上に倒れていた。

　床がどす黒い血で染まっている。

「マルチ……」

　ドゥイエンヌは呆然と立ち尽くす。

　片膝ついて遺体を調べたガブリエラが、

「両胸を刺されています。左胸への一刺しが致ち命めい傷しようですね。今度は剣かそれに類るいする物が凶器として使われたということですか。ですが、どういうことでしょう。ここは密室状態だったはずなのに、誰がどうやってこの部屋に……」

　と呟いた。

「ちょっと待って！」

　セリノスが跳び上がる。

「ねえ、デイレィとウェルネシアがまだ起きてきていないけど？」

「ま……まさか!?」
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　全員が急いで二人の部屋に走った。

　扉を開けるのももどかしく中を覗くと、やはり二人とも死んでいた。

　ウェルネシアはマルチミリエ同様、両胸を深々と刺され、仰向けで床に転がり、デイレィはジアン同様、額を割られ、俯うつぶせで床に突っ伏していた。

「こ……これはいったい……」

　六人は、しばらく茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態で立ち尽くしていた。

　やがてガブリエラが真っ先に我に返った。

「ドゥイエンヌさん」

「な……何かしら、ガブリエラ？」

「食堂に戻って事件の検討をしませんか。このままでは、わたしたちも危ない……かもしれません」

　ドゥイエンヌが、ぎくっ、と上体を引いた。

「そ、そう……なの、ガブリエラ？」

「犯人の意図がわからない以上、これで凶行が終わったと断じることはできないと思います。もしかすると、まだ何かを企んでいるかも」

「あ、そ、そう……ね」

　ドゥイエンヌが力なく頷いた。

　残った六人は力のない足取りで食堂へと引き返していった。
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　暖炉の前に六人が半円形になって座っている。

　暖炉では薪が燃えているので、それほど寒くはない。

　外では相変わらず強風が吹き荒れ、雨が屋根や壁を激しく叩き続けている。

　その音に負けないようにと、声を張り上げ気味にガブリエラが話し始めた。

「今までに被害に遭った隊員のことを考えてみようと思います」

　と言ってガブリエラは残りの五人の顔を見回す。

　誰も異い議ぎを挟まないのを確認してからガブリエラは言葉を継ついだ。

「最初の犠牲者がジアン。彼女は額を鈍器、もしくは素手で殴られて殺害されました。翌日、ジアン殺害の容疑者であるマルチミリエが、隔かく離りされていた部屋で殺されます。彼女はジアンとは違い刺殺でした。次はウェルネシアとデイレィですね。といっても、今のところマルチと、ウェルネシア、デイレィの二人組のどちらが先に殺されたのかは不明ですけど。ここまででわかったこと、あるいはわからないことはというと……」

　ガブリエラがもう一度、意見を促すように周りの仲間の顔を見回した。

「ジアンやデイレィみたいな格闘術の達人級をどうやって殺せたのかが、いちばんわからないな」

　と首を捻ったのはセリノスである。

「それを言うならマルチだってそうだしね。一対一で簡単に殺せそうなのはウェルくらいじゃない？」

　とノエルノードが姉の言葉を受けると、ガブリエラが頷いた。

「そうですね。とくにジアンとデイレィの場合は完全な不意打ちでもない限り、わたしたちには無理だと思います」

「ただ、その不意打ちってのがね。あのふたりがそう易やす々やすと不意打ちを食らうとは思えないしね」

　とセリノス。

「まともに闘っては勝てないから不意打ちをする。けれど、そもそも不意打ちするのが難しい。つまり、どうやって殺せたのかは謎と、そういうことね」

　と、これはドゥイエンヌ。

「それに、あの部屋は出入り口に閂がかかっていたし、窓には鉄格子が嵌っていたんだ。窓から人が侵入するのは不可能だから、犯人は閂を外して扉から中に入ったんだろうね。でも、わたしたちに気づかれずに出入りできるかな」

　そう言ってセリノスが首を捻ると、今度はガブリエラが口を開いた。

「もう一つ、おかしなことがあるのです」

「それはなぁに？」

　とアフレア。

「殺害方法が違うことです」

　五人が、？？？　と首を捻る。

「思い出してください。ジアンとデイレィは殴殺でした。ところが、マルチとウェルは刺殺されていました。どうして犯人は、わざわざ違う殺害方法を選んだのでしょうか？　それって別々の凶器を使ったということですよね。なぜそんな面倒なことをしたのか。そこに何か理由があるはずです。その理由がわかれば犯人へ至る道筋が見えてくる……ような気がするのですけど」

「ジアンとデイレィが殴殺で、マルチとウェルが刺殺か……」

　宙を見上げたセリノスがそう呟くと、ノエルノードが。

「ジアンとデイレィ、ウェルネシアとマルチって、まるで貧乳組と巨乳組よね」

　顔を戻したセリノスが、まさかと苦笑すると、ノエルノードもつられて苦笑した。

「よねぇ。いくらなんでも胸の大きさで殺し方を変えるなんて意味不明よね」

「……いえ。待ってください……」

「は？　どうかしたの、ガブリエラ？」

「まさか……いえ、そんな……でも、そうすると…………」

　ぶつぶつと何事かを口の中で呟きながら立ち上がったガブリエラが、部屋の中を行ったり来たりし始める。

「犯人は誰かと……凶器はどこにあるのか……二種類の殺害方法……動どう機きは……」

　残りの五人は顔を見合わせ肩をすくめ、ガブリエラが思考の長旅から戻ってくるのを待とうと頷き合う。
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　そのうち、部屋を行きつ戻りつしていたガブリエラが、隅すみに置いてあった自分の剣を持ち上げ、そしていきなり鞘さやから抜き放った。

「なっ!?」

「ガブリエラっ！」

「まさか貴女っ!?」

　弾かれるように四人が立ち上がった。

　レオチェルリまでもが驚いた顔で立ち上がっている。

「え？」

　顔を上げたガブリエラは、皆の視線が自分に集中していることに気づき、慌てて手を振った。

「あぁぁ、いえいえ違います違います。これが凶器だったら血けつ痕こんが残っているはずだと、そういうことでして……」

　あぁよかったとレオチェルリが安あん堵どの息を吐はく。

「そういえば、まだみんなの剣を調べていなかったね」

　セリノスがそう応じ。

「だったら、念のため今ここで調べてみればいいんじゃない？」

　とアフレアが言い。

「そうね」

「そうだわね」

　ということで、セリノス、ノエルノード、アフレア、ドゥイエンヌ、レオチェルリも自分の剣を抜いて刀とう身しんを見せることにする。

「まぁ、あたしなんか刀を抜くこと自体ないんだけどさ」

　そう言うとおり、アフレアの刀身はぴかぴかで一点の汚れもない。

　セリノス、ノエルノード、レオチェルリの剣も綺き麗れいなものだった。

　だが、ドゥイエンヌのそれだけは……。

　刀身が白く曇っていた。

「小隊長、それは……」

「いつ剣を使ったの？」

　セリノス、ノエルノード姉妹が目を細めてドゥイエンヌの剣を見る。

「い、いえ、使うわけが……おかしいですわ、そんなはずがないのに……だ、だいいち、みんなの剣はまとめてそこに置いておいたのですから、わたくしの剣は誰にでも使えたはずですわよ」

「たしかに一いち理りあるけどさぁ」

　とアフレアが応えた。

「よく考えてみると、ここに残ってる五人の中でいちばん剣の腕が立つのが、ドゥイエンヌ、あんたよね？　ウェルネシアはともかく、他の三人は遊撃小隊の三大武ぶ闘とう派はじゃないの。そんな三人を殺せる奴って、あんたくらいしか残ってないと思うけど？」

「そ……そうですわね、わたくしがあの三人に匹ひつ敵てきする、むしろそれ以上かもしれないほどの腕利きであることを認めるのは吝やぶさかではありませんけれど」

「ほらぁ」

　セリノスとノエルノードの細められた目が、ますます細くなる。

「で、ですから。それを言うならセリノスとノエルノードも、二人がかりででしたら、わたくしにも負けない腕ではありませんか」

「でも、少なくともドゥイエンヌならマルチの不意は衝つけるわよね」

　とアフレアが迫った。

「ばっ馬鹿なことを。だ、だいいち、そう、ジアンの不意は衝けませんわよっ！」

「それだって小隊長の命令とか言ってジアンに話しかければ、とりあえずジアンは警戒しないよね」

　とセリノス。

「そうね。ジアン、そういうところは抜けてるから」

　とノエルノード。

「ででで、ですからそんなことをわたくしがするはずがないでしょうっっ！」

　顔を真っ赤にしたドゥイエンヌが顔を巡らせると。

　自分のほうを見ているガブリエラと目が合った。

「ガガガガブリエラも何か仰いなさいな！」

「そうですね。ドゥイエンヌさんが犯人だとすると二種類の殺害方法を使い分けた理由がよくわからないのですが、とりあえずこれ以上の犠牲者を出さないためにもドゥイエンヌさんを隔離しておくのがいいと思います。皆さん、どうでしょうか？」

「ぬなぁぁぁ!?」

　ドゥイエンヌが顔を真っ赤にしてガブリエラを指さした。

「ガブリエラ、貴女、いい加減で適当で出で鱈たら目めなことを言うと承知しませんわよ！」

　しかし、アフレアはガブリエラの言い分に賛意を示す。

「ガブリエラの言うこと、もっともだと思うなあ、あたし。もしもってことがあるし。ドゥイエンヌはどこかの部屋に入れておくのがいいと思うな」

「な……」

「そうだね。万一を考えればね」

「そうね。万一を考えるとね」

　セリノス、ノエルノード姉妹も賛成し。

「あ、あの、わたしは、その、ガブリエラ様が仰るのでしたら……」

　レオチェルリも消極的ながら賛成に回り。

「ちょっと！　貴女たち、覚えてなさいよ、あとで酷ひどいから」

　ガブリエラがドゥイエンヌの顔を見つめて微かすかに頷いた。

「というわけですから、ドゥイエンヌさんにはどうしても一人で部屋に入っていただきたいのです」

　ドゥイエンヌは何かを言いたそうに唇くちびるを動かしかけたが。

「…………」

　どうやら思い留まったらしく、無言でガブリエラの顔を見つめ返すだけだった。

　アフレアが、

「部屋はどうする？」

　と残りの四人に訊いた。

「懲罰房だと思われる部屋にはマルチの遺体があるしね」

　とセリノス。

「マルチの遺体は重くて運ぶの大変だし、部屋も血で汚れてるから、他の部屋にするしかないんじゃない？」

　とノエルノード。

「他の部屋だと、閉じ込めても窓から外へ出られるけど？」

　とセリノスが訊くと。

「逃げたのなら自分が犯人だと白はく状じようするようなものだから、それはそれでいいんじゃないの？」

「わたしもノエルの言うとおりだと思います」

　とガブリエラが賛同して、大勢は決した。

「じゃあ、ほら、そっちの部屋に入って入って」

　アフレアに促されたドゥイエンヌは、まだぶつぶつと文句を垂れ流していたが、最終的にはおとなしく指示された部屋に入った。

　部屋の扉を外からつっかい棒で開かないようにして。

「これでとりあえず一安心ね」

　とアフレアが言うと、そうですね、とガブリエラが応えた。

「風雨が弱まってきたら一刻も早くここを出て本城まで戻り、レフレンシア様にご報告しなくてはなりません」

「ドゥイエンヌはどうする？」

「連れていくしかないと思いますよ、アフレア」

「それもそうね。いずれにせよ、風雨が収まってからの話よね。あたしは部屋で一休みするけど、みんなは？」

「わたしはこのまま扉の外で見張っています」

　ガブリエラがそう言うと、レオチェルリも。

「わたしもガブリエラ様と一緒に」

「じゃあ、わたしたちもつき合おうか」

　とセリノスが応じ、ノエルノードも、仕方がないわね、と頷いた。

「じゃ、頼んだからね」

　アフレアは自分に宛がわれていた部屋に入り、静かに戸を閉めた。
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　暗転。




　再び蠟燭に炎が点り。

　暗がりに一人、椅子に腰掛けたガブリエラだけが浮かびあがった。




「これがわたしたち遊撃小隊を襲った惨劇の全ぜん貌ぼうです」




　俯うつむき加減で日記帳のページを指で繰っていたガブリエラが顔を上げる。




「ジアン、マルチミリエ、デイレィ、ウェルネシアの四人が何者かによって殺害されたのです。果たして四人を殺した犯人は誰だったのでしょう。そして、その方法は？」




　ガブリエラの独白めいた台詞は続く。













「ジアンとデイレィは遊撃小隊のみならず、白兎騎士団しろうさぎの中でも有数の戦闘力を誇っていました。マルチミリエの腕だって二人に劣るものではありません。いくら不意を衝いたからといって、そんな三人を殺せる者があの場にいたのでしょうか。いえ、そもそもわたしたちに三人の不意が衝けるものでしょうか」




「四人の殺害方法が違うのは何故なのでしょう。ジアンとデイレィは頭を殴られ、マルチミリエとウェルネシアは胸を刺されて殺されました。しかも両胸をです。このことに何か意味があるのでしょうか」




　そこでガブリエラはにんまりと笑った。




「もちろん、あるのです。いいえ、そこにこそ、この連続殺人事件の謎に対する答えが凝ぎよう縮しゆくされているのです。ここまで事件の一部始終をご覧になってきた方なら、もうおわかりですね？　四人を殺害した犯人が何者なのか。どうやったらジアンやデイレィ、マルチミリエという凄腕を殺せるのか。その動機はなんだったのか」




「これらの謎を解くための手掛かりはすべて提示されていると、そう考えていただいてけっこうです」




「ですからわたし、ガブリエラ・リビエラ・スンナはこう言わざるを得ません」




「『あなたに挑戦する』と」




「この時点で犯人の名と殺害方法と動機は指摘できるはずなのです。そして犯人のこのあとの行動も予測できるはずなのです」




　不意に蠟燭の炎が揺らめき消えた。

　ガブリエラの姿は闇に紛れ、闇の中から彼女の声だけが響いてくる。




「では、遊撃小隊を襲った惨劇の決着をご覧になってください」


















作者からの蛇だ足そく的補足その二




　この後編は、「前編」を受けての「後編＝解決編」となっていますので、「前編」を読まないまま後編だけを読んでも意味がありません。ですから前編未読の方は、どうか前編をお読みになった上で、改めてこの後編を読んでくださるようお願いいたします。







　果たして連続殺人事件の犯人は誰なのか。

　犯人は如い何かにして連続殺人を為なし得たのか。

　犯人の動どう機きはなんだったのか？

　そして、この連続殺人事件はいったいなんなのか!?







　では、解決編をどうぞ。
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　深夜の十二角砦――。




　ドゥイエンヌが隔かく離りされた部屋で、窓の戸板が音もなく開けられた。

　窓と戸板の隙すき間まから外で荒れ狂う風雨の音が増したはずなのだが、元々、戸板一枚で遮さえぎられるような嵐の音ではない。建物全体が雨に叩かれ、風は激しく梢こずえを揺らし、建物にぶつかって辺りの空気を響どよもしている。ひっきりなしに雷らい鳴めいが轟とどろき、建物が揺れて軋きしんでいるのだ。おまけに戸板にも激しく雨が打ちつけている。戸板が閉じていようが開いていようが大した違いはなかった。

　けれど、誰が開けたのかというのは大問題だった。それは、こんな激しい嵐を衝ついて何者かが外から部屋に侵入しようとしていることを意味するのだから。
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　開けた戸板の僅わずかな隙間から室内に侵入した何者かは、音もなく部屋の床に立った。

　侵入者は全身ずぶ濡れで、滴したたり落ちる水すい滴てきが床に小さな水溜まりを作る。

（さテ、あんたニモ死んでモラおうカ、ドゥイエンヌ）

　部屋の片隅で頭まで毛布にくるまって眠っているドゥイエンヌのほうへ足音も立てずに忍び寄った侵入者は、しかし、小さな違い和わ感かんに足を止める。

（おかしいナ。ドゥイエンヌにしテは小柄じゃなイカ？）

　こんもりと丸くなっている毛布の塊かたまりは、たしかにドゥイエンヌが中で寝ているにしては小さく思える。

（まぁイイか。とりあえず殺やってカラ確かめル）

　侵入者が右手に持った鎌かまを振り上げ、左手を毛布に伸ばそうとしたその瞬間。

「やぁ待っていたよ、シゥビーニュ」

　毛布の中からくぐもった声が聞こえてきてシゥビーニュは跳び退のいた。

　毛布が跳ね上げられ、中から現れたのはセリノスだった。

「なんデおマエがっっ!?」

「つまり要するに、犯人は割れていたということさ、シゥビーニュ」

　ばたんっっ！

　勢いよく部屋の扉が開けられ、ドゥイエンヌ、ガブリエラ、レオチェルリ、ノエルノードが転がり込むように部屋に雪な崩だれ込んできた。

　大きな鎌を持ったまま部屋の隅で片かた膝ひざついて身構えるシゥビーニュを見つめ、ノエルノードがぽつりと言った。

「ガブリエラの推すい理りどおり、シゥビーニュが実行犯だったわね」

　その横ではドゥイエンヌが口の中で呟つぶやきながら胸を撫なで下ろしている。

「危ないところでしたわ。危ないところでしたわ」

「たしかにガブリエラの指し摘てきがなければ小隊長も危なかったね。わたしも注意していたんだけど、シゥビーニュの気配はぎりぎりまで気づけなかった。さすがに」

　そう言ってセリノスは小さく肩をすくめた。

「魔術人形といったところだ」

「そして、シゥビーニュが実行犯である以上、それを命じた真犯人は……」

　とガブリエラが重々しい口調で言った。

「そうよ、あたしよ」

　部屋の出入り口の外、廊下の側にいつの間にかアフレアが立っていた。
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　すでにガブリエラから推理を聞かされていたから、セリノス、ノエルノード、レオチェルリ、ドゥイエンヌの四人は、彼女の登場にも驚きはしなかった。

　室内のシゥビーニュと部屋の外に立つアフレアに交互に視線を向けつつ、セリノスは頷いた。

「シゥビーニュが実行犯なら、いろいろと説明がつくよね。鉄てつ格ごう子しの嵌はまった窓でも小柄な人形であるシゥビーニュは潜くぐり抜けられる。人の気配を探る能力に長けてたジアンやデイレィが気づくのに遅れ、抵抗する間まもなく殺されたのも相手が魔術人形だったからこそ、というわけだ」

「はい。ジアンやデイレィは鎌の柄えで殴おう殺さつし、マルチとウェルは鎌の刃の切っ先で刺殺したのです。最初は素手で殴り殺したと思っていましたけど、鎌の先と後端を使い分けていたのですね。シゥビーニュは自律的な魔術人形ですから、アフレアがその場にいなくても実行が可能なのです」

　ガブリエラがそう補足すると、セリノスが応えた。

「方法はわかったけど、わからないのは動機かな。それはまだ聞いていなかったよね。どうしてアフレアは、ジアン、マルチ、ウェルにデイレィと、四人も殺したのかな？　そしてまたドゥイエンヌ小隊長も殺そうとしたのかな？　まさか自分以外の九人全員を殺そうとしていた……わけじゃないよね？」

　ガブリエラは、そうではありません、と小さく首を横に振った。

「動機は殺害方法を考えれば自おのずとわかると思います」

「殺害方法？」

　セリノスにノエルノード、レオチェルリ、ドゥイエンヌが揃って小首を傾かしげる。

「どういうことかしらね」

「殺害方法には二種類ありましたよ、ドゥイエンヌさん。殴殺と刺殺の二種類が」

「ああ、たしかに。でも……」

「どうしてシゥビーニュは、わざわざ殺害方法を使い分けたのでしょう。殺すのならどちらか一つでいいはずなのに、どうしてそんな面倒なことをしたのでしょうか。シゥビーニュが、というより、どうしてアフレアはそんな面倒なことを命じたのでしょう？　と訊くほうがわかり易やすいですね」

　四人の視線が、自然と扉の向こうに立っているアフレアに向く。

　俯いたまま身動きしなかったアフレアだが、やがてその口からは、

「だって……だって……」

　という小さな呟き声が漏れ。

「だって……」

　そして、突然アフレアは絶叫した。

　荒れ狂う嵐の音にすら負けないほどの大声を上げた。

「巨乳が目障りだったのよぉぉ!!!」
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　四人の下した顎あごが、ぱかっと落ちた。

「ドゥイエンヌもマルチもウェルも偉そうに巨乳を見せつけて！　邪魔だったのよ！　目障りだったのよ！　憎たらしかったのよ！」

「え……いや、ちょっと待って。ちょっと待ってくれないかな」

　セリノスが自分のこめかみを自分の手で揉もみほぐすような仕草を見せた。

「ま……まぁね、マルチとウェルはわかるよ。とくにウェルの場合はわたしだって……いや、それはおいといて。ドゥイエンヌ小隊長もわかる。けれど、ジアンとデイレィはどうなの？」

「そうよ。ジアンとデイレィはアフレアの貧乳仲間じゃないの!?」

　とノエルノードがあとに続くと、すかさず姉が突っ込んだ。

「ノエル、そんな死者に鞭むち打うつようなことまで言わなくても」

「でも、事実は事実だし」

「だから、事実だと言い切っちゃうのが死者に鞭打つ行為だと」

「もしかして近きん親しん憎ぞう悪おって奴なの？　自分も貧乳なのを思い出させるジアンとデイレィが許せなかった？」

「あ、いえ、そういうことではなく、ジアンは放っておけば犯行の邪魔になりますから、障しよう害がいを取り除いておくという意味で真っ先に殺したのだと思います」

　ガブリエラがそう言うと、セリノスとノエルノードがぴくりと反応する。

「あ……そ、そうなのか」

「ええ、そうだと思います。デイレィに関しては、ウェルとたまたま同室だったから、とばっちりを食ったのだと、そういうことではないでしょうか」

　呆れた顔になってセリノスとノエルノードは互いの顔を見やった。

「ほ、本当なの、アフレア!?」

　ドゥイエンヌが、ぎりぎりと首を巡らせると。

「そうよっ。巨乳の女なんか、みんな死ねばいいのよっ！」

　吐き捨てるようにそう言ったアフレアは、びしぃっとドゥイエンヌを指さした。

「今回は失敗したけど、あたしは諦めないわよ、ドゥイエンヌ！　この世からすべての巨乳が消え去るその日まで、あたしは！　あたしとシゥビーニュは！　巨乳の女を殺しまくるわよ！」

「なんですってぇぇ!?」

　ドゥイエンヌが大きく仰のけ反ぞり。

「く……狂ってる……」

　セリノスとノエルノードは互いの手を取り合って、ぶるっと身震いした。

「ああ、セリノスとノエルは殺さないから安心していいわ」

「たしかに安心だけど……なんか悔くやしいっ」

　セリノスとノエルノードは、互いに手を握ったまま、悔しさに身震いした。

「行くわよ、シゥビーニュ！」

　アフレアが室内に突進してきた。

「あいナ、ご主人っ！」

　アフレアはそのまま室内を横切り、窓の戸板に体当たりして外へ転がり出た。

　すぐにシゥビーニュが続き、一人と一体は嵐を衝いて闇の中へ消えていった。
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　しばらく呆然と立ち竦すくんでいた四人だが。

　やがてセリノスがはっと我に返った。

「お、追いかけないと」

　けれどガブリエラは冷静な表情のまま首を横に振った。

「いえ、その必要はありません」

「どうして？　あのまま放っておくわけにはいかないだろ？」

「そうよ。アフレアは仲間を殺した犯人なのよ。逃げるのを黙って見過ごした、なんてことになったら、わたしたちがレフレンシア様に叱しつ責せきされるじゃない！」

「そうですわよ。このままだとアフレアはまたわたくしを狙って来ますわ。一いつ刻こくも早く捕まえないとなりませんわよ！」

「でも、いくらアフレアが高位の魔術士だといっても、おそらく逃げ切れないでしょうから」

「え？」

　四人が怪け訝げんそうな表情でガブリエラを見つめる。

「まさか、もう森の中に警けい戒かい網もうが敷しかれているとでも？」

「いいえ、セリノス。そうではありません。アフレアが逃げ切れない理由は、シゥビーニュが一緒だからです」

「は……はい？」

「もっと言えば、シゥビーニュが大きな鎌を持っているから……」

　ガブリエラがそう言いかけたとき。




　ずどぉぉぉんん！




　猛もう烈れつな風雨の音を吹き飛ばすような衝撃音が響いてきた。

　同時に大気が震える振動が伝わってくる。

「……あ！」

　四人が恐る恐る窓の向こうに広がる夜の闇に視線を向ける。

「落らく雷らい……」

「ですね。大きな鎌を掲かかげて嵐の中を走れば、雷の恰好の餌え食じきになりますから」

「だから……追いかけなくても大丈夫だと？」

　ガブリエラは静かに微笑んだ。

「はい」
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　暗転。




　闇の中、椅子に腰掛けたガブリエラが蠟ろう燭そくの弱々しい炎に浮かびあがる。




「如何いかがだったでしょう？　これが遊撃小隊を襲った惨さん劇げき、十二角砦殺人事件の一部始終です」




　ガブリエラは膝の上に載せていた日記帳のような冊子を、ぱたりと閉じた。




「アフレアが何故あのような凶行に走ったのかわかりません。たとえ巨乳の女子を嫌っていたとしても、憎んでいたとしても、ふつう相手を殺そうなどとは思わないものです。何がきっかけとなったのか。なんの弾はずみで暴走してしまったのか。それは誰にもわからないのです。ですが、こうは言えるのかもしれません」




　ガブリエラはそこで言葉を切ると顔を上げ、いるのかいないのかもわからない眼がん前ぜんの何者かを見回すように、ゆっくりと顔を左から右へ巡らせた。




「人は誰しも皆、心の中に闇を飼っているのだと。その闇は、何かの弾みで大きくなり思わぬ形で表に飛び出してくることがあるのだと。そうなれば、たとえ本人でも御ぎよしきれません。今回は、そんな事件だったのではないでしょうか」




　ガブリエラは右手を水平に挙げて伸ばし、左から右へゆっくりと動かした。




「あなたの心にも闇はいるのです。自分では気がついていなくとも。あなたの心の闇は大きくなってはいませんか。本人の心を喰い殺してしまうほど、闇が濃くなってはいませんか」




　右手を戻したガブリエラは、椅子に腰掛けたまま深々と一礼した。




「どうかお気をつけください」




　蠟燭の炎が揺らめいた。

　炎は少しずつ小さくなっていき。

　ガブリエラの周囲の闇が少しずつ大きくなって。

　とうとうガブリエラの姿を呑み込んだ。




　辺りは闇に閉ざされた。
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　ぱち、ぱち、ぱち、ぱち、ぱち。

　おざなりな拍手が辺りに響いた。

「はぁい、明かり点けてぇ！」

　という声がして、煌こう々こうとした照明が辺りを照らしだす。




　壇だん上じようの最前には椅子に腰掛けたガブリエラがいて。

　その背後には暗あん幕まくがあって。

　あの暗幕の向こうには事件の舞台となった十二角砦の部屋や食堂の簡かん易い組ぐみに加え背景の書き割りなどが設しつらえてあるのだ。

　壇の前、一段低いところには何十という床几が整然と並べられ。

　前列中央辺りに、一つだけ椅子が置かれていて。

　背もたれに背中を預けた体勢のレフレンシアが熱のない様子で拍手をしていた。

　ぱち、ぱち、ぱち、ぱち。













　壇上の椅子から立ちあがったガブリエラは表情を崩すと、壇の下で自分を見上げながら拍手をしているレフレンシアに向かって頭を下げた。

　レフレンシアが拍手を止やめたところでガブリエラが訊いた。

「如何でしたか、レフレンシア様？　我が遊撃小隊の推理劇は？」

「そうだな、そこそこ面白かったよ。ただし。推理劇というにはギリギリだろ、これ。アフレアが魔術人形シゥビーニュを使し役えきしてる魔術士だってことを知らない者には種がわからないじゃないか」

　というレフレンシアの突っ込みにもガブリエラは動じない。

「ですけど、白兎騎士団しろうさぎの内輪の隠し芸大会なのですから、アフレアがシゥビーニュを使役しているのは、皆さん、ご存じのはずです」

　レフレンシアは、でもなぁ、と言って眉を顰ひそめた。

「全員が全員知っているとは限らないし、使役方法やシゥビーニュの特性、能力までを知っている者となると、さらに限られると思うけど。でも、そうだな、団内での出し物としてはアリかな。外から招待客を招いたりする場合だと厳しいけどね」

「よかった」

　ガブリエラが相そう好ごうを崩した。

「団祭実行委員長のレフレンシア様に駄だ目め出だしを食らったら、せっかくの努力が水の泡ですもの」

「お～～、レフレンシア様の認可が下りたんだ？」

　ガブリエラの背後の暗幕が左右に割れ、その隙すき間まからジアンが顔を出したので、暗幕の向こうにある十二角砦の部屋の簡易組がちらっと覗のぞけた。

　ジアンに続いて、ドゥイエンヌ、アフレア以下、遊撃小隊の面々が、ぞろぞろと幕の合間から壇上に出てきた。

「まぁ、わたくしの熱演があれば、駄目出しを食らうとか、あり得ませんものね」

「いや、ドゥイエンヌ大して演技してないから。熱演っていえば、あたしをおいて外ほかにないでしょ？」

「だよなぁ。アフレアの巨乳に対する憎しみの表情は鬼き気き迫っていたものなぁ」

　ジアンがにやにやと笑いかける。

「それはだって、ガブリエラの脚本がそうなってたから仕方がないじゃないの。あれは演技よ、演技」

「まぁ、そういうことにしておこうか」

「何よ偉そうに。そういうジアンなんか、あっさり死体になって演技する暇もなかったくせに。よかったわね。大根役者っぷりがみんなの足を引っ張らなくて」

「う。そ、それこそガブリエラの脚本がそうなってたんだから仕方がないじゃないか。自分だって、本当はもっと熱演したかったんだよ！」

「わたしも」

「うおっ？　マ、マルチ！」

「っていうか、マルチ演技なんかできるの？」

「得意」

（噓うそだ）

（見栄張ってる）

（言ってるだけだ）

　約七名がジト目になってマルチミリエを見つめた。

「あ、ちなみに」

　ジアンが、くるっと振り向いた。

「レフレンシア様、犯人とか動機とか殺害方法とか、わかりました？」

「だいたいわかったよ」

「へぇえ、そうなんですか」

　ジアンが感心した顔で唸った。

「自分、最初に問題編の脚本見せられたとき、さっぱりわからなかったけどな」

「そんなの、ジアンくらいよ」

「あれ？　たしかアフレアもわかってなかったはずだけど？」

「あ……あれは、一生懸命に脚本を書いたガブリエラを思いやって、わからないふりをしてやっただけよ！」

「ああ、はいはい、そういうことにしておこうね」

「ジアンのくせに偉そう。むかつく～～」

　あははは、と笑いが広がった。

「あのう、ちなみに、どの辺りでわかりましたか？」

　とガブリエラが訊いてきた。

「そうだなぁ」

　レフレンシアは、いま見ていた劇の内容を思いだしながら応える。

「たぶんガブリエラの性格なんだろうけど、親切な手がかりがあちこちに置かれていたからね。例えば」




　以下、レフレンシアの指摘が続いた。
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「冒ぼう頭とう、地図を取りだしたのがアフレアだったろ。アフレアだけだった。山さん行こう訓練なんだから、ふつう地図は一人一枚持っていくだろ。そして地図を見て砦があると指摘したのもアフレアだ。ここに何か意味があるな、とは思ったよ」




「薪まきに火を点けるところでアフレアが魔術士であることを明示してる。これは公こう明めい正せい大だいだとは言えるね。彼女が魔術人形を使っていることにまで触れていれば完璧だったけど、そこまで言うとさすがに気がつく人が続出するだろうから、まぁそれはいいか」




「その前、砦に入るところでジアンが辺りの様子を探って、人の気配も生き物の気配もないと言う場面があったね。あれも、魔術人形のシゥビーニュなら隠れていても不思議ではないという伏ふく線せんだ」




「その次は……ドゥイエンヌとマルチミリエの巨乳を強調しつつ、ジアン、アフレア、デイレィの貧乳ぶりもちゃんと挟み込んでいた。そして、ウェルネシアの超巨乳描写。これもなんだかわざとらしかったね」




「そしてジアンの死体が発見された場面になるんだけど」




「あそこには露ろ骨こつな台詞があったね。ノエルノードの『あの窓なら人は入れない』って台詞。人は入れない。裏を返せば、人形なら入れるってことだからね。続くセリノスの『小さな子供ならともかく大人には無理だ。アフレアにだって無理だな』という台詞も観かん劇げき者しやを欺あざむこうとする意図で用意されているよね。シゥビーニュの存在を思い起こさなければ、これでアフレアが容疑者から外れるような気になってしまう」




「『ジアンを素手で殴り殺すのは無理』というガブリエラの言葉も同じだ。実際は素手で殴り殺されてるわけじゃないんだけど、あれを素直に聞いてしまうと、ますますアフレアが容疑者圏けん外がいに出ることになる」




「マルチミリエを隔かく離りしようと言い出したのはアフレアだった。気にしなければ素通りしてしまいそうな場面だけど、地図の件と併あわせると引っかかりが大きくなるところだ」




「デイレィの台詞、『殺意を持った人間が近づけばジアンなら気づく』というのも引っかけであり手がかりでもある。『人間なら気づく』、つまり裏を返せば、人間ではない魔術人形ならジアンでも気づきにくいということを示し唆さしている」




「その後、事件を検討する場面で、もう一度、窓に鉄格子が嵌っていて『人間は出入りができない』ことが強調されている。うっかりすると窓からの出入りがなかったように思えてしまうけど、前に言ったように、人間じゃないシゥビーニュなら、出入りしても噓を吐ついたことにはならない」




「その直すぐあとに決定的なヒントが露ろ骨こつに提示されていたね。ノエルノードの『巨乳組と貧乳組』って台詞だ。いやはや、まさかこんなところにあからさまに動機が明示してあるとはね。なかなか大胆な脚本だ」




「そしてその先、ドゥイエンヌを隔離する前の場面では、ガブリエラとドゥイエンヌが意味深しんに見つめ合ったりしてる。これもそのまま見過ごしてしまいそうだけど、ガブリエラが罠を仕掛けるつもりだというのをドゥイエンヌが察知した場面だね。まぁ、罠というか、何か考えがあるみたいだと察知した、といったところか」




「ってな具合に、そんなこんなの気になる場面をすべて集めて総点検した結果、自おのずと解答に行き着いた……といったところかな」




　説明を終えたレフレンシアに向かって、ガブリエラが恭うやうやしく一礼した。

「さすがにレフレンシア様です。そこまで見破られるとは思っていませんでした」

「じゃぁさぁ、これ、推理劇としては駄目なんじゃないの？」

　とジアンが言うと、ガブリエラは首を横に振った。

「今のはレフレンシア様だからこその論理的帰き結けつですから、ほかの人がここまで真相に迫れるとは思えません」

　ガブリエラがレフレンシアの顔を窺うかがう。

「ですよね、レフレンシア様？」

「そうだな。正解に辿り着く者がそれほど多いとは思わないな。推理劇としては合格と言っていいんじゃないか」

「ほら、大丈夫ですよ、ジアン」

「そうか。じゃあ、優勝できるかな!?」

　ちなみに、白兎騎士団しろうさぎ隠し芸大会の優勝者には一年間の掃除当番免除と食事のときのおかず増量が約束されているのだ。

「そうですね。したいですね」

　ガブリエラが、ぐっと右拳を握った。

「劇としての出来具合はどうでしたか、レフレンシア様。修正点があるなら教えていただけませんか？」

「いやぁ、実行委員長としてはそれはできないなぁ」

「ダメですか」

　ガブリエラ以下、みんな肩を落としたが。

「でもまぁ観た感想を独り言として呟いてしまうことはあるかもな。その場合、誰かに聞かれたかどうかなんてのは気にしないわけだ」

「おお！」

　全員が落とした顔を勢いよく上げた。
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「脚本は、それなりに練られていたと思うよ。まぁ、演技に関しては……」

　レフレンシアは壇上に居並んだ遊撃小隊員十人の顔を見渡して。

「しょせん団祭の出し物だし、あまり多くを望むのは酷こくというものだろうな」

「自分たち、言外に大根だったって言われてる!?」

　とジアンが仰け反った。

「いやいや、そこまで酷こく評ひようはしないよ。素人しろうと劇団にしてはよくやったんじゃないかな。アフレアとシゥビーニュなんか、真しんに迫っていたし」

「ふっふ～～ん」

　アフレアが薄い胸を張った。

「へっへ～～ン」

　シゥビーニュがまったく無い胸を張った。

「ガブリエラの独白の場面なんかもよかったな」

「まぁ」

　ガブリエラが顔を輝かせると。

「舞台が暗いから、元から黒いガブリエラが舞台の闇に溶け込んでしまいそうだった。観ている者の不安感を煽あおる、とてもいい演出だったね」

「そんな演出じゃないんですけどっ？」

「あと、ジアンにデイレィ」

「あ、はい？」

「なんですか？」

　レフレンシアが、ぐっと親指を立てて片目を瞑つぶった。

「いい死体だった」

　二人は目を剝むいた。

「誉ほめられた気がしないっっ!?」

「っていうか、けなされてるんじゃっ!?」

　レフレンシアがニヤニヤ笑いを浮かべている。

「ああ、そうそう、一つ不満があるとすれば」

「あ、はい、なんでしょうか？」

　気を取り直したガブリエラが、レフレンシアに顔を向けると。

「ずぶ濡れで十二角砦に駆け込んだあと、服を脱いで乾かす場面があっただろ」

「あ、はい、ありましたね」

「せっかく美お味いしい場面なのに、胸覆いを外すのが三人だけじゃ寂しいよ。全員揃そろって外してくれないかな」

「…………」

「さらにドゥイエンヌ、マルチミリエ、ウェルネシアの巨乳三人組が裸の胸を観客席に向かって突き出すとか揺するとか揉みしだくとかしてくれると満点だ」

「……………………」

　全員がジト目になってレフレンシアを見やった。

「そこまで熱演してくれれば、わたしは審査委員長として君たちを一位に推おさないわけにはいかなくなるだろう」

　ひくひくと引き攣つった笑みを浮かべ、ガブリエラは横に並んでいる三人のほうへ顔を向けた。

「ど、どうでしょうか？」

「断固お断りですわねっ」

「殺す」

「それは勘かん弁べんしてほしいなぁ。胸覆いを外すだけでもかなり恥ずかしいのに。舞台の上が暗いからまだ我慢できるけど」

　とウェルネシアが頭を掻くと、横でドゥイエンヌが何故か胸を張った。

「わ……わたくしは豊かで形がよくて美しくて綺麗なこの胸を見せるくらい、まったくどうということはありませんけど、揺すったり揉んだりするのはあり得ませんわ！」

「そうか、残念だな」

　レフレンシアはわざとらしくため息を吐ついた。

「では、仕方がない。公明正大に審査するよ」

「うわぁ、今はっきりと不正する気満々だって明言したよ、レフレンシア様!?」

　ジアンが大きく仰け反った。

「それは仕方がありませんね。わたしたちも不正をしてまで一位を狙うつもりはありませんし」

　とガブリエラが自分を納得させるように言うと。

「そうだ、レフレンシア様」

「なんだい、ノエルノード？」

「他の方たちの出し物には、どんなものがあるんですか？」

「う～～ん、それもまだ言ったら駄目なんだけど、まぁどうせ独り言の続きだから……いいか」

　壇上の十人が身を乗り出すようにしてレフレンシアの口くち許もとに視線を据えた。




「クシューシカのは長なが柄えの槍を使った人にん参じんの微み塵じん切り」

「難度高そうっ」

「でも、隠し芸としては微妙っ」




「スレイマーニャは手品」

「うわぁ、本格っぽい」

「というか、あの方、数字の手品士ですものね。団の財政が赤字になりそうでも、絶対に赤字にならないという」




「レオノーラは振り子時計」

「な……なんですか、それ？」

「時計の振り子として揺れるんだ。そしてピタリと時を刻む」

「隠し芸なのかなぁ？」




「アナは色っぽい踊り。これはもう、かなりグッと来る」

「うわ～～、見てみたい～～」




「まぁ、最強最悪なのがアルゴラとヨーコのドツキ漫まん才ざいかな」

「最強で……最悪なんだ」

「でも、いつも冷静で怜れい悧りで冷徹なあの二人のドツキ漫才なんて、ちょっと見てみたいかも」

　そうジアンが言うと、ガブリエラが、ですね、と頷いた。

「いったい、どんなお顔でドツキ漫才をなさるのでしょうね」

「意外と強敵かも？」

　というジアンの心配は杞き憂ゆうに終わった。




　アルゴラとヨーコとのドツキ漫才は、「漫才」の部分がどこかにすっ飛んで、舞台の上で二人が延々とドツキ合っていただけだったのだ。

「あれ、隠し芸じゃなくて、いつものことだよね」

　というジアンの感想は、団員全員の共通の思いだった。










作者からの蛇足的補足その三




　さて「十二角砦殺人事件（前・後編）」、如何でしたか。

　たぶん犯人はわかったのではないでしょうか。

　であれば、殺害方法もわかったことでしょう。

　動機も想像がつきますね。

　レフレンシアが言ったとおり、ヒントはそこかしこにちりばめてありましたから。




　それに比して「この連続殺人事件はなんだったのか」という謎なぞの解答は難しかったかもしれません。

　ですが。

　解答は前編（問題編）の最初のページ、つまり「作者からの蛇足的補足その一」に、すでに提示してあったのです。

　思い出してください。




　では、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの「ミステリ劇」をお楽しみください。




　という一文を。

　はい、そうです。冒頭一ページ目にヒントどころか正解が書かれていたのですね。

　少しメタな構成になってしまいましたが、まぁ、そういうお遊びも入れてみましたということで。




　ちなみに。

　これは蛇足も蛇足、むしろ百足むかでとさえ言えるくらいですが、隠し芸大会で優勝したのは「エァリァスと愉快な仲間たち」（＝庶務分隊有志）によるお笑い劇でした。




「ま、まぁ、あの人は存在自体がお笑いみたいなものだし、仕方ないか」

　惜しくも準優勝に終わった遊撃小隊の面々は、そんなことを言ってお互いに慰なぐさめ合ったのだそうです。























　レフレンシアとバロス三世の盛大な婚こん儀ぎの式しき典てんは無事に終了した。




　式典には各地、各国から数多くの招待客が参列した。

　バロス三世（ルーアル・ソシエダイ王国）側とレフレンシア（鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ）側が別々に客を招いたので、ルーアル・ソシエダイ王国の高官や軍ぐん首しゆ脳のう、大だい平へい原げんのルーアル・ソシエダイ陣じん営えい諸国の王や国主、高官と、ベティス大公国の高官や軍首脳、大平原のベティス陣営諸国の王や国主、高官、それに高こう原げん都と市しやルゥノ＝ヴァルディア七なな都と市し同どう盟めいからも大勢の国王や国主、高官が式典に出席し、大盛況かつ呉ご越えつ同どう舟しゆうという奇妙で混沌とした雰囲気になったのだが、シギルノジチ経きよう国こくの関係者だけは招待されなかったのは言うまでもない。




　婚儀の式典はお偉えら方がただけで行われたので、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの出席者は、ガブリエラ以下、十名ほどの幹かん部ぶに限られていたが、式典に続く成せい婚こんお披ひ露ろ目めの宴えん席せきには、多くの白はく兎と騎士が顔を出した。




　夏の眩まばゆい日差しの下、ルーアル・ソシエダイ王宮の広々とした内庭に数多くの椅い子すや卓が並べられ、そのあいだを縫ぬって、料理の盛られた皿や葡ぶ萄どう酒しゆの入った酒杯を載せた盆を手にした給仕人たち――筒つつ袴ばかまに筒つつ袖そでの服に身を包んだ男性給仕人は颯さつ爽そうと、裳も裾すそを翻ひるがえした女性給仕人は優雅に――が歩き回っていた。

　歩き回っているのは給仕人だけではない。

　軍務服に身を包んだ目つきの鋭い軍人が数人単位で会場内を遊ゆう弋よくして、バロス三世やレフレンシアに危害を加えようとする愚か者がいないか目を光らせている。

　軍務服を着ずに一般招待客に紛れて会場内を警備している護衛兵も数多くいた。

　レフレンシアも、白兎騎士団しろうさぎから腕利きを何人か――具体的にはアスカやデイレィ、ハイミオなど――を選び、招待客を装わせて身辺警護に就つかせていた。

　一回生のハイミオなど、このような宴席に出席できる立場ではないが、たとえ警護役であろうと華やかな場所にいられることが嬉しくて、警護をそっちのけで豪華な料理を食べるのに忙しく、アスカやデイレィから何度も注意されていた。




　宴席に出席している者の服装は様々で、各国の王族や政府の高官、軍人に混じって、一般からの出席者――主に大商人や街の有力者――も見受けられた。女性の姿も多く、役人や軍人を除けば、彼女たちは一様に高級そうな長なが裳もを身に纏まとっている。そんな中、大いに周囲の人目を引く集団がいた。

　裾割れの白い長裳に身を包み、白い兎うさ耳みみ帽子を被った白はく兎と騎士団の騎士たちだ。

　どこにいても、誰といても、遠くからでも、その格好はよく目立つ。

　白兎騎士団しろうさぎからの出席者だけで百人近くいる。

　これは婚儀の一方の当事者レフレンシアの希望をバロス三世が聞き届けた結果だった。白兎騎士団しろうさぎからの出席者と釣り合いを取るため、友好国やベティスなどからの招待客も増えていって、いま宴席には千人前後の出席者がひしめいているのではないだろうか。広大な内庭も今日ばかりは狭く感じるほどだった。

　ルーアル・ソシエダイ王国の国王バロス三世と、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの実質的な指導者（と目されていた）レフレンシアの婚儀は各国各勢力に衝撃を与え、大きな影響を及ぼし、大いに世間の耳じ目もくを集めたのだ。




　レフレンシアはにこやかな笑顔を浮かべたまま、挨拶に来る各国の王おう侯こう貴族の相手をしていた。

　婚儀の席では豪ごう奢しやな花嫁衣装を着ていたレフレンシアだが、この宴席では白はく兎との長裳と兎耳帽子という、いつもの衣装に戻っている。この時点では、まだ彼女は鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの所属だったからだ。

　この後、本城のグル・マイヨール要よう塞さいに戻って正式な退団式を執り行う予定になっているが、それまでは騎士団の一員なのだ。だからレフレンシアは、自分が白兎騎士団しろうさぎの所属であることを内外に強く印象づけようとして、つまり白兎騎士団しろうさぎとルーアル・ソシエダイ王国が結びついたことを強調しようとして、敢あえて白はく兎との衣装を着て宴席に臨のぞんでいた。




「さて、お客さんの挨拶も一段落したから、少し会場を歩いてくるか。アスカ！」

　レフレンシアが声をかけると、直ぐ近くで葡萄酒をちびちびと飲んでいたアスカが、酒杯を置いて、さり気なく寄ってきた。

「なんですか、副団長？」

「少し会場を歩こうと思うんだ。ついてきてくれ」

「了解っす」

　今日のアスカは鮮あざやかな紅色に染めた膝ひざ丈たけの短裳を着ていた。一般客に紛まぎれるため、敢えて白はく兎との衣装を着ていない。

　アスカは素早く周囲に視線を巡らせ、デイレィやハイミオ、シェーナやリンデルなどに合図を送る。警護役の各人は、アスカと同じく、一般客と思われるように白はく兎との衣装ではなく宴席用の衣装を着用している。各人が了解の意を込めて、頷うなずいたり小さく手を挙げたりするのを確認してから、アスカはレフレンシアの隣に立った。

「ふぅん」

「何が、ふぅん、なんですか？」

　レフレンシアはしげしげとアスカを見やって小首を傾かしげた。

「いや、そういう格好をしていると、君も意外とお嬢様に見えなくもない気がしなくもないなって思って」

「どっちなんですかっ！」

「もしかして君って、いい家柄の出なのかい？」

　アスカは嫌そうに顔を歪ゆがめた。

「止やめてくださいよ。そんなんじゃありませんよ」

「そうかい？　君がそう言うのなら、これ以上の詮せん索さくはしないけど」

「まぁそれはいいんですけど。それより。会場を歩くのなら、ついでに紹介したい人がいるんですけど、いいですかね？」

　レフレンシアはわざとらしく目を見開いた。

「ほう？　君が？　わたしに？　誰なんだい？」

「いえね、わたしが前にやってた何でも屋の仲間でして。今回、この宴席に知り合いを何人か呼んでいいっていう話だったじゃないですか。なので声をかけてみたんですよ。そしたら来るっていうので、マクトゥシュ様にお願いして招待状を発行してもらったんです」

「へぇ、何でも屋時代の君のお仲間か。さぞかし腕が立つんだろうね」

「そうですねぇ、まぁ腕は立ちますねぇ」

（二人とも性格にはかなり問題がありますけど）

「しかし、見つかるのかい？　これだけ人が多いと捜し出すだけでも大変だろう」

「いえ、たぶん、わたしのことを見張ってると思いますので」

　そう言うとアスカは右手を高く挙げ、周囲を見渡しながら体を一回転させた。

　体の動きを止めたアスカは手を下ろし、

「少し待ってもらえますか？」

　とレフレンシアに言った。

「ああ、いいとも」

「あ、来た来た」

　アスカがもう一度、右手を挙げた。

　レフレンシアがそちらに視線を向けると、人混みのあいだをすり抜け、二人の人物が近づいてくるのが見えた。

（ほほう）

　レフレンシアは密かに感心の声を漏らした。ちょっと動けば隣の誰かと肩がぶつかりそうなほど人が密集している中、二人は障しよう害がい物ぶつなど何もないような軽快な足取りで歩いてくる。

（さすがにアスカのお仲間というだけのことはある。しかも、一人はまだ子供だぞ）

　二人とも優ゆう雅がな長裳に身を包んでいて、大人の女性はそれなりに様さまになっているが、子供のほうは精一杯頑張ってそれっぽい衣装を着てみましたという雰囲気が溢あふれていて、なんだか微笑ましい。だが、人混みを縫ぬう足取りを見れば二人が見た目に似合わぬ凄すご腕うでなのは間違いなく、いち早くそれに気づいたデイレィが、すっと動いてレフレンシアの隣に立った。

　なおも前に出ようとするデイレィを、レフレンシアが抑える。

「ああ、大丈夫だ、デイレィ。あれはアスカのお友達だそうだよ」

「へえ？」

　足を止めたデイレィがアスカに顔を向けたので、アスカは照れ笑いを浮かべる。

「いや、まぁ、ちょっと昔の知り合いをね」

　それでハイミオやシェーナ、リンデルなども緊張を解といた。

「やあ、リンダ、久しぶり」

　とアスカが声をかけると、近づいてきた二人は足を止めた。

　二人はさりげない態度で周囲に陣取っているデイレィやハイミオたちに視線を走らせた後、アスカと彼女の横に立つレフレンシアに顔を向けた。

「久しぶりね、アスカ」

「紹介しておくよ。こちらが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長レフレンシア・レブローニュ・スキピアノス様……というより、もう今だとルーアル・ソシエダイ王国国王バロス三世王おう妃ひのレフレンシア様と言ったほうがいいのかな」

　とアスカが紹介すると、レフレンシアは小さく仰のけ反ぞった。

「うっわ、その呼ばれ方、違い和わ感かんありすぎだな」

「そんなことで文句を言われても」

　アスカが情けない顔になる。

「まぁ、それはいずれ慣れるだろ。それより、お二人を紹介して」

「あ、えぇと、こちらが」

　とアスカがリンダシュタウトを指し示す。

「わたしの何でも屋を継いでもらった、リンダシュタウト・リンデルハウム・ロンディウムです」

「リンダシュタウトです、王妃様。リンダ、と呼んでくださいませ」

　リンダシュタウトはレフレンシアに向かって丁てい寧ねいに腰を折り頭を下げた。

「やぁ、初めまして、リンダさん。わたしが、どうやらルーアル・ソシエダイ国王妃になるらしいレフレンシアです」

　他ひ人と事ごとのような自己紹介にリンダシュタウトは苦笑を漏らすが、直ぐに笑みを消した。

「今日はこのような華やかな席に呼んでいただいて感謝しております」

「いえいえ、あなた方を呼んだのはアスカですから、礼ならわたしにではなくアスカに言ってやってください」

　リンダシュタウトが、ちらっとアスカに視線を送った。

「本当にありがとう、アスカ。貴女が仕事を放り出したまま白はく兎と騎士団に入団しちゃったので、わたしとアーネはとても苦労したというのに、今回はわざわざわたしとアーネを招待してくれたから、二人ともとても感謝しているのよ？」

　額ひたいにびっしりと冷や汗を浮かべたアスカが、引き攣つったような笑みのまま視線を宙に彷徨さまよわせている。

（へぇぇ、アスカがやり込められているよ。なるほど、腕が立つだけでなく、仕事人としてもやり手ということだね）

「まぁまぁ、そう仰らずに、リンダさん。アスカにはわたしも白兎騎士団しろうさぎも大いに助けられたのですから。もし彼女が白兎騎士団しろうさぎに入団したことで貴女方のお店に損害を与えているのなら、多少なりとも弁べん済さいさせていただきますよ」

　レフレンシアがそう言うと、リンダシュタウトは満面に笑みを湛たたえて向き直った。

「本当ですか？　ありがとうございます」

　レフレンシアに向かって頭を下げたリンダシュタウトは、頭を戻すと、短く髪を切り揃そろえている傍らの女子に顔を向けた。

「これで一日一食の極貧生活から抜け出せるわ。よかったわね、アーネ」

「嬉うれしいですよ、リンダお姉ちゃん」

　二人は目に涙を浮かべ、ひしと抱き合った。

「いやいや！　いくらなんでもそこまで貧しくはないよね!?　っていうか、気持ち悪いからいい子ぶるのは止めろ、アーネ！」

　レフレンシアが、くくっっ、と楽しそうに笑った。

「あ～～、えぇと、こっちの小ちっこいのがアーネイス・アニエゥスです」

　とたんに女の子の目つきが鋭くなった。

　アーネイスと紹介された娘は見事な三さん白ぱく眼がんになってアスカを睨にらみつける。

「小っこいとか言うなですよ？」

「ほら、アーネ、王妃様にご挨拶を」

　リンダシュタウトに頭を小こ突づかれたアーネイスは、表情を和らげ、アスカから視線を外した。

「えぇっと、アーネイス・アニエゥスです。アーネとお呼びください。本日は、お招きいただき、ありがとうございます」

　アーネイスが、ぎこちない態度と抑よく揚ようのない話し方でレフレンシアに礼を言って頭を下げた。たぶん事前にリンダシュタウトから言われた挨拶の言葉を、そのまま口にしただけなのだろう。

　レフレンシアが目を細めてアーネイスを見つめると、彼女は居心地が悪そうに身じろぎをした。

「アーネ、君、人を殺したことがあるかい？」

「え？」

　目を見開いたアーネイスは、直すぐに驚きの表情を消してリンダシュタウトとアスカを交互に見やった。けれどその顔には戸惑いの感情が色濃く浮き出ている。アスカとリンダシュタウトもどう答えればいいのか咄とつ嗟さには決めかね、無言で顔を見合わせた。

　レフレンシアは、アーネイスの態度と表情で答えを悟さとったのだろう。

「いや、ごめんごめん。変なことを訊いて申し訳なかったね」

　とアーネイスに対して謝った。

　アスカとリンダシュタウトは、ほっと安あん堵どの息を漏らす。

「しかし、その若さで苦労しているんだね、アーネ。偉えらいな」

「あ……いえ……」

　アーネイスの顔に浮かんだ戸惑いの色が、なおいっそう濃くなった。

「今日は好きなだけ食べて、飲んでいきなさい、アーネ。どうせルーアル・ソシエダイ王宮のお金だ、遠慮は要らないからね」

「あ……ありがとうございます！」

　戸惑いの色を打ち消すように、アーネイスの顔に喜き色しよくが浮かんだ。それだけでなく、レフレンシアに対する畏い敬けいの念を抱いたようだ。

（おやおや。アーネの奴、レフレンシアに魅み入いられちゃったかな。本当に人ひと誑たらしだな、副団長は）

　アスカは、自分もいいように誑された口だしなぁ、と内心で嘆たん息そくする。

　事実、アーネイスはこのとき、レフレンシアに対して何なに某がしかの思い入れを抱いたようだった。後にレフレンシアが自分（＝王妃）のために王宮に創設した部隊にアーネイスが入隊したのは、このときの経験が大きな動機付けになったのは間違いない。

　それはさておき。

「そうだ、リンダさん」

「はい、なんでございますか、王妃様？」

「あなたの何でも屋は、誰の依頼でも受けてくれるのですか？」

「ええ、基本的には。とはいえ、仕事の内容と依頼料次第にはなりますけど」

「わたしからの依頼でも大丈夫ですか？」

「え……ええ、もちろんですとも、王妃様」

「そうですか。何かお願いすることがあるかもしれません。あとで連絡先と連絡方法を教えていただけます？」

「喜んで」

　と応えるリンダシュタウトの顔には、本当に喜色が浮かんでいる。

（お？　リンダにしては珍しいな。あんなふうに素直に感情を表すなんて。でもまぁ、もしかすると国王妃を顧こ客きやくに加えられるかもしれないんだから、それも当然か）

　アスカは横目でリンダシュタウトのことを見ながらそう思った。

「今日はどちらに宿を？」

　とレフレンシアに訊かれ、リンダシュタウトは宿屋の名を告げた。

「城下の、森の鵲かささぎ亭、という宿に泊まっています」

「だそうだ、アスカ。あとでお使いを頼むよ」

「了解です、副団長……じゃなくて、王妃様」

「あははは。べつに副団長でいいよ。まだ正式な退団の手続きを踏んでいないしね」

「まぁ、貴女がそれでいいのなら」

「それでは、また後ほど、リンダさん。アーネも」

「わざわざお声がけ、ありがとうございます、王妃様」

「あ、ありがとう、ございました、ですよ？」

　リンダシュタウトとアーネイスが頭を下げた。

「楽しんでいってください。では失礼します」

　と二人に挨拶を返したレフレンシアは、

「じゃ、行くよ」

　と周りの部下に声をかけて歩き出す。

　白兎騎士団しろうさぎの長裳を着た団員と、私服で警護に当たっている数人が、ぞろぞろとレフレンシアに従って移動していく。

　その背中を見送ったリンダシュタウトは、ぽつりと小さく呟つぶやいた。

「なるほどねぇ。あれが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長か。アスカが戻ってこられなくなったのも、なんとなくわかる気がするわね」













　レフレンシアの婚こん姻いんの宴うたげが終わった日の夜――。




　レフレンシアの遣いとして、アスカは城下の宿屋街の一角にある森の鵲かささぎ亭にリンダシュタウトを訪ねた。彼女は一目で鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団員だということがわかる出で立ち――兎うさ耳みみ兜に白しろ銀がねの軽装鎧姿――だった。

　一方のリンダシュタウトとアーネイスは、宴席で着ていた優ゆう雅がな長なが裳もから、動き易そうなこざっぱりとした服に着替えていた。

「よく似合ってるわね、それ」

　と言うリンダシュタウトの口調には、いささかの揶や揄ゆが含まれている。

「でも、アスカ姉みたいに自分勝手で協調性のない女ひとが、よく宮仕えなんかできたものですね？」

「おまえに言われたくないわ！」

　びしっ、とアスカがアーネイスを指さして突っ込んだが、彼女は平然と応えた。

「だって事実ですよ？」

　アスカはアーネイスに向けた腕を引いて、そのまま頭を掻かいた。

「まぁな。自分でも少し驚いているよ」

「でも、なんとなくわかる気がしますよ？」

「何がわかるんだ？」

「あのレフレンシアって女ひとのために働こうっていうアスカ姉の気持ちが、ですよ？」

「よせやい。そんな殊しゆ勝しような気持ちじゃないって」

「じゃあ、どんな気持ちで働いていたんですか？」

「う～～ん、なんだろうな、上う手まく騙だまされたっていうか乗せられたっていうか」

　くすっ、とリンダシュタウトが笑った。

「まぁ、アスカがどんなつもりだったかは、この際おいておくとして。王おう妃ひ様の依頼、どんな内容なのかしら？」

「ああ、それそれ」

　アスカは部屋の隅すみに置いてあった小さな椅い子すを持ち出してきて腰を下ろした。

　部屋の中には寝台と卓と椅子くらいしか置いてないが、こうして個人用の部屋を備えているのだから、安宿というわけでもない。頼めば食事も出してくれるらしく、中ちゆうの上じようくらいの宿と言えるだろうか。もっとも今日は、アーネイスが宴席から余り物を大量に持ち帰っていたから、夕食の心配をする必要はなかった。

　アスカは椅子の方向を整え、卓を挟んで座っているリンダシュタウトに正対する。

「とくに今すぐ具体的な依頼があるわけじゃないんだけど、この先、依頼をすることがあるだろうから、つねに連絡がつくようにしておいてほしいって。依頼を受けた場合は、こちらを優先してほしいとも言っていたよ」

「王妃様を顧こ客きやくに抱えられるのは嬉うれしいけど、わたしたちのお店はここからは遠いし、急に依頼されても他の仕事をしているかもしれないし。人手だって、アスカがいない今。アスカがいない今！　わたしとアーネしかいないわけだしね。同業者に助っ人を頼むにしても、あくまで臨りん時じ雇やといだし」

　アスカはリンダシュタウトから目を逸そらし、頭を掻きながら言った。

「あ～～、だから、その分の契約料は払うって」

「え？」

「契約料というか、半専属料みたいな感じ？　だから、可能ならルーアル・ソシエダイ国内に店を構えてくれないかっていう話なんだけど」

　リンダシュタウトは一瞬だけ目を輝かせたが、直すぐにそれを消し、少し疑わしそうな顔で小首を傾かしげた。

「そこまで見込まれたのは光栄だけど、どうしてかしらね？」

「レフレンシアの人を見る目はたしかだからね。リンダとアーネのことを見抜いたんだろうさ」

「ということは、わたしたちの裏の家か業ぎようも見抜かれているかしら」

「危ない橋を渡って商売をしているのは承知の上だと思うよ」

「それでも、わたしたちに依頼をしようとするのね」

「あいつの判断基準は、仕事ができるかどうかだからな。家柄だとか血筋だとか地位だとか、そういうのは関係ないんだと思うよ。何しろ有能だと思えば、一回生を団長位に就つけるなんていう破は天てん荒こうなことを平気でする女だからね」

「ああ、噂うわさの一回生団長ね。今日は会えなかったものね。一度、ご尊そん顔がんを拝してみたいものだわ」

「まぁ、そのうち機会はあると思うよ。それより、どう？」

「そうねぇ」

　リンダシュタウトは椅子の背もたれに背を預け、腕組みして考え込む。

「……見込まれたのはありがたいと思うけど。そして、いい条件だとは思うけど。王妃様の半専属になれるのならね。ただ、場所を変えるのは痛いかなぁ。今まで築いてきた実績をチャラにするようなものだもの。まぁ、でも」

　リンダシュタウトは腕組みを解いて顔を上げた。

「その契約料次第かな」

「副団長の言っていた金額は……」

　アスカがその数字を告げると、リンダシュタウトとアーネイスは驚きを露あらわにした。

「本気なの、あの女ひと？」

「たぶん、本気」

「う～～ん」

　リンダシュタウトは小さく唸うなってまた考え込んだ。

「足りないようなら、わたしの給金からいくらか乗せるけど」

　驚きに顔を上げたリンダシュタウトは、アスカの顔に視線を留める。

「何かあるわけ？」

「いま何かあるわけじゃないけど、この先、起きると思うんだ」

「何が起きるの？」

「対シギルノジチ戦が」

　リンダシュタウトとアーネイスが、はっと息を呑んだ。

「三カ月後なのか、半年先なのか、一年後なのか、それはまだわからないけど、戦争が起きるのは確実だと思うよ」

「なるほど。それを睨んでの婚姻だったのね。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長と結婚すれば、ルーアル・ソシエダイとしてもベティスと手打ちがし易やすくなる。ベティスと手打ちできれば、対シギルノジチ戦に踏み切れると」

「そういうことだね」

「でも。それと貴女とどういう関係があるの？　貴女は白はく兎と騎士団員でしょう。まさか白兎騎士団しろうさぎを辞めてルーアル・ソシエダイ軍に加わろうなんて言わないわよね？」

「いやいや、そんなことは言わないけど」

「……ってことは、つまり」

　リンダシュタウトはアスカの顔を正面から覗のぞき込む。

「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎも対シギルノジチ戦に参加するの!?」

「たぶん」

　リンダシュタウトは大きく頷うなずいた。

「ああ、それで話が見えてきたわ。貴女、白兎騎士団しろうさぎの一員として対シギルノジチ戦に参加するつもりなのね」

「まぁね。どうしても決着をつけなきゃいけない奴がいるからさ」

「……貴女の妹、エスカ・ルディア・ランゴバルド」

　その名を耳にしたとたん、アスカの顔から一切の感情が消えた。感情の消失と入れ替わるように、彼女の瞳ひとみに仄ほの暗く冷たい光が宿り、アーネイスが息を呑のむ。

（あんなアスカ姉を見るのは久しぶりですよ？）

　彼女はアスカとエスカの確かく執しつを詳しくは聞かされていなかったが、アスカが妹と己の実家に対して並々ならぬ負の感情を抱いていることは知っていた。だが、ここまで烈はげしいものだとは思わなかった。

「そう。だから対シギルノジチ戦は、わたしにとって渡りに船なんだ」

「ま、過去を清算しようとするのも因いん縁ねんの相手と決着をつけようとするのも貴女の自由だけど、それとこちらの仕事とどう結びつくの？」

　というリンダシュタウトの問いに、ようやくアスカの顔に感情の起き伏ふくが戻ってきた。

「ほら、ルーアル・ソシエダイとシギルノジチの開戦が避けられないとなると、黒くろ猫ねこが送り込まれる虞おそれがあるから」

「なるほど。王都に潜入してくる黒猫の奴らを見つけ出して始末するのが仕事なのね。それはなかなか大変な仕事だわ。わたしとアーネだけじゃ追い切れないわよ」

「あ、人手は他にもいるから大丈夫」

「ルーアル・ソシエダイの手の者を使うわけ？　だったら、何もわたしやアーネに依頼しなくても」

「そうじゃないんだ。副団長は……というか、王妃様は自分だけの部隊を創つくろうと考えてるから、黒猫を始末するのは、その実戦部隊になる。リンダとアーネには、潜せん入にゆう者しやを見つけ出すほうを最優先してもらうことになるかな」

「それなら、城下を自由に歩けるわたしたちのほうが適任ね」

「わたしの考えじゃ、戦争が始まるよりずっと前に黒猫が送り込まれてくると思うんだ。だからリンダとアーネが、王こ都こに店を構えてくれれば心強いんだよね」

　リンダシュタウトは、ふぅ、とため息を吐ついた。

「どうやら、やるしかないようね」

「いいの？」

「共同経営者の貴女にそこまで言われたら断れないでしょ。それに」

　リンダシュタウトは意味ありげな顔で片目を瞑つぶってみせた。

「相手はこの国の王妃様だもの。彼女をお得意様にすれば、当分、食いっぱぐれの心配をしなくても済むわ。ねえ、アーネ？」

「ですねぇ、リンダ姉」

　アーネイスがにんまりと笑った。

「わたし、やりますよ？　お金もそうだけど、あの女ひとの役に立ちたいと思うですよ？」

「あら、珍しい」

「だって、一国の王妃様がですよ、わたしみたいなどこの馬の骨ともしれない餓が鬼きに、『苦労しているね。偉いね』なんて言ってくれたんですよ？　そんなこと言われたの、わたし初めてですよ？」

「おいおい、わたしやリンダがいるだろ」

「リンダ姉やアスカ姉には『もっと働け』としか言われてなかったと思いますケド？」

「あれぇ？　そんなことはないだろ」

「ありますよ？　二人とも人使いが荒いですよ？」

（いや、人使いの荒さってことじゃ、レフレンシアのほうがずっと酷ひどいと思うけど……まぁ、今こいつに言う必要はないか。けど、でも、こいつも見事に誑たらされちゃったみたいだな。本当にあいつは人誑しだ）




　この後、アスカとリンダシュタウトは、今の拠きよ点てんを引き払って新たにルーアンに店を構えるための方策を話し合った。

　アスカが宿屋を出たのは日付が変わる頃だった。




　ちなみに、リンダシュタウトと共に王都ルーアンに移ってきたアーネイスが、レフレンシアが創そう設せつした王妃の直属部隊に入隊したのは対シギルノジチ戦の始まる一カ月ほど前のことだった。

　リンダシュタウトのほうは新たな働き手を雇って、レフレンシアやアーネイス、アスカと連絡を取りながら、城下で何でも屋を営んでいたという。













「お？」

「あ！」

　宴えん席せきの会場を歩き回っていたレフレンシアは、足を止めて右手を挙げた。

「やあ、アリアンレイ殿じゃありませんか」

「あ……ああぁ、これはレフレンシア……様」

　今日のアリアンレイはバロス三世の重臣という立場に相応ふさわしい、華やかで豪ごう奢しやな長なが裳もを身に纏まとっており、彼女の背後にはさりげなく護衛の兵が付き従っていた。

　レフレンシアはにこやかな笑顔で手を振った。

「いやいや、わたしと貴女あなたの仲です、べつに『様』付けなどしなくてもよいのですよ？　いつもどおりレフレンシアと呼んでくだされば。あぁいや、いつもどおりだと、レフレンシアの馬鹿、になるのかな？　それともレフレンシアの性しよう悪わる女ですか？」

　そう言ってレフレンシアがアリアンレイの顔を覗のぞき込むと、彼女はだらだらと冷や汗を流しながら引き攣つった笑みを向けてきた。

「わ、わたしがいつそんなことを言ったと……いえ、わたくしは決してそのようなことを申してはおりません、ええ」

（ほんっとうに、この性悪女は！　呼び捨てになどできるはずがないでしょう。仮にも王おう妃ひ様に……あぁ、王妃様。こいつが。この性悪が。バロス三世王様の。王妃様！）

　改めてそのことに思いを馳はせると、アリアンレイはくらくらと目眩めまいがしてくる。

（わ……悪い夢を見ているようだわ）

　いったいどこでどう間違ったらこんな悪夢のような結末を迎えられるのかと嘆なげくアリアンレイだが、遡さかのぼって検討してみると、どうも自分がレフレンシアを捕らえて王都へ連れてきたのが遠えん因いんのような気がしなくもないので、深く考えたくはなかった。

「まぁ、わたしの呼び方はどうであれ、これからはバロス三世のために働く仲間という立場になるわけですから、ご指導ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願いしますよ」

（皮肉!?　それとも当てつけ!?　いえ、その両方ね。ったく、この性悪女はぁぁぁ）

　内心で怒りが沸ふつ騰とうしそうになったアリアンレイだが、それを表には、あるいは面おもてには出さないのはさすがといえる。

　少しぎこちないながらも笑みを浮かべ、アリアンレイは優ゆう雅がに腰を折る。

「こちらこそ、今後とも、どうかよろしくお願いいたします、王妃様」

（くっ。自分で言ってて吐き気がしてきたわ。何が王妃様よ、この、この、この、性悪女がぁぁぁぁ！）

　アリアンレイは耐えた。

　声に出して叫びそうになる自分を必死で抑えた。

（見てなさい。いつかこの性悪女をぎゃふんと言わせてあげるから）

　レフレンシアに向かって愛想笑いを浮かべながら、密かに彼女への敵てき愾がい心しんを燃え滾たぎらせるアリアンレイである。




　しかし、この後、アリアンレイはレフレンシアと共にバロス三世の王業を支えていく両輪となるのだから、運命とは、なんとも皮肉なものである。













　人混みを縫ぬって広い宴えん席せきの会場を歩き回っていたレフレンシアは、その二人を見つけると足を止めた。

「やぁ、これはご両人」

　アリアンレイ同様、優雅な長なが裳もに身を包んでいるヤークーシュとエルギエレは、背後から聞こえたその声に、ぎくぅっと体を強こわばらせ、恐る恐る振り返る。

「こ、これはレフレンシア……王おう妃ひ様」

「此こ度たびは、バロス三世王様とのご成せい婚こん、おめでとうございます」

「おいおい、二人とも、そんな他人行儀な挨あい拶さつをしなくてもいいじゃないか。わたしと君たちの仲だろ」

「いえいえいえいえ、そんな」

　腰を引き気味にしたヤークーシュが、ふるふると掌てのひらを胸の前で振ると、エルギエレが大きく頭を下げた。

「もったいないお言葉、嬉うれしくはありますが、もはや貴女様は三世王様の王妃様でありますので。以前とは立場が違います」

「堅苦しいなぁ」

　とレフレンシアは苦笑する。

「それにしても」

　笑みを消したレフレンシアは、二人の頭の天てつ辺ぺんから爪先にまで、舐なめるような視線を這わせる。

「あ、あの、どうかされましたか？」

「いや、いつもの軍務服姿も凜り々りしくていいけど、そうやって優雅な長裳に身を包んだ君たちも、なかなか可愛らしくていいものだね」

　二人は顔を赤く染めて頭を下げた。

「あああ、あの……ありがとうございます」

「こ、光栄でございます」

「まぁ、わたしもこれからは王宮で暮らす身の上だし、君たちとも顔を合わせることが多くなるだろう。王宮内のことをいろいろ教えてくれると助かるよ」

「わ、わたしたちでよければ、なんなりとお申しつけください」

「できる限りのお手伝いをさせていただきます。王妃様のお役に立てれば本望です」

「そうかい？　じゃあ、早速お願いしちゃおうかな」

「はい、どのようなことでありますか？」

　レフレンシアの両の目が三日月型に細められ、口の端が吊り上がるように撓たわむ。

　ぞくり。

　二人は肌が粟あわ立だち、悪い予感に体が震えた。

「王宮でのお風呂の入り方がよくわからないんだ。教えてくれないかな」

「いいいいえ、そ、そ、そんなことはぁぁぁ」

　ヤークーシュは、ささっとエルギエレの背後に隠れてしまった。

（こ、こら。わたしを盾にするな）

（だって、あいつ、恐いもん）

「どうだい、エルギエレ殿？　教えてくれるよね？　できるだけ懇こん切せつ丁てい寧ねいに」

「いえ、あの、その、あまりにも恐れ多いのでご遠えん慮りよ申し上げたいと……」

「あれ？　『できる限り手伝う』『役に立てれば本望』って言ってくれたよね？」

「う……そそそそれは……」

「まさか噓うそだったのかい？　適当に口から出任せを、もしくはお為ためごかしを言っただけなのかい？　二人に限って、そんなことはないよね？」

　エルギエレは全身を冷や汗が滝のように流れ落ちるのを感じていた。

　レフレンシアが、ぽん、とエルギエレの肩に右手を置いた。

「ルーアル・ソシエダイ王宮のことは右も左も上も下も、さっぱりわからないのでね。君たちのような有能で親切で美人でいい体をしている知人がいると、本当に助かるよ」

（いいいい、いい体ってなんだぁぁぁ）

　エルギエレは内心で絶叫した。彼女の背後で思い切り腰の引けた体勢になっているヤークーシュなど、カタカタと全身を瘧おこりのように震わせている。

「入浴の仕方を教えてくれたら、お礼にわたしも教えて、あ、げ、る[image: ]　いろいろと。懇切丁寧に。微びに入いり細さいを穿うがつように。たっぷりと。ねっぷりと。くふふふふ」

「ひぃいいぃぃ～～」

　ヤークーシュは恐怖のあまり膝を落としてしまい。

「あぅあぅあぅあぅ」

　エルギエレは全身に鳥肌が立つのを覚えた。

　災さい厄やくは忘れた頃にやってくる……などという諺ことわざがルーアル・ソシエダイ王国にあるのかどうかわからないが、少なくとも今、ヤークーシュとエルギエレはそれを実感していた。




（本当にこの女おんなは、もうどうしようもないな。わたしの上司じゃなくなったことに祝しゆく杯はいを挙げたくなってきた）

　レフレンシアの背後に控えていたアスカは、内心でため息を吐つきながらそんなことを思うのだった。













　グル・マイヨール本ほん城じようにある団長室で、ガブリエラは卓を挟んで椅い子すに座ってジアンと向き合っていた。部屋には他に誰もいない。団長秘書官のレオチェルリも席を外している。

　二人とも、白兎騎士団しろうさぎの長なが裳もに兎うさ耳みみ帽子というお馴な染じみの出で立ちだった。

「で、改まってお話とはなんですか、ジアン？」

「うん、あの、あのね……」

　ジアンが続ける言葉を探していると。

「もしかして、ジアン、貴女あなた、カッシゥス王のところへ？」

「あ、うん、じつは、そう……なんだ」

　相手から視線を逸そらせたジアンが俯うつむくように頷うなずくと、ガブリエラの顔が輝いた。

「まぁ、おめでとう、ジアン」

「いや、その、おめでたい……のかな」

「おめでたいわよ、もちろん」

　顔を上げたジアンは、照れながら頭を掻かく。

「……かなぁ」

「これでジアンも王おう妃ひ様ですか」

「あ、いや、そういうわけじゃなくて」

「違うのですか？」

「だって、ほら、自分、王族でも貴族でもないし。他の大陸から流れ着いた風ふう来らい坊ぼうだし。だから王妃様じゃなくて、妾しよう妃ひってことで」

　するとガブリエラが珍しく憤いきどおりを露あらわにする。

「カッシゥス王、そんなことを気にする方ではないと思っていましたけど。少し見損ないました」

「そう言わないでやって、団長。王様は『お妃きさきに』って言ってくれたんだ。でもさぁ、やっぱり王宮内にはいろいろとあるんだよ。自分が王妃になるのはむろん、妾妃になることでさえ反対する人もいるわけ」

「そう……ですか。でも、そんなところへ乗り込んでいくとなると、少し心配ですね」

　とガブリエラが言うと、ジアンは右手を挙げ、掌てのひらを振った。

「それは大丈夫。ほら、このあいだルーアル・ソシエダイとシギルノジチを相手にした戦いくさで、奇襲部隊を率いて戦って勝利したじゃん？　あのおかげで、自分、軍では人気者なんだよね。だから応援してくれる人も大勢いるの。王様も『最初は妾妃ですけど、折を見て正妃に』って言ってくれてるし。だから、そこは心配していないんだ」

　ガブリエラは顔を綻ほころばせた。

「そうですか。さすがはカッシゥス王です。安心しました」

「だから今日は、退団のお願いをしに、ね。あと、団長にお礼を言いたかったし」

「わたしに？　わたし、何かしましたか？」

「いや、ほら、自分がこんな美お味いしい話をもらえたのも、元はと言えば、あの入団試験のとき、団長が自分に声をかけてくれたからだよ」

「べつに、そんなことはないと思いますけど。ジアンがカッシゥス王を射止めたのは、ジアン自身のお手て柄がらですよ？」

「いや、お手柄って……」

　ジアンが苦笑を浮かべる。

「でも、あのときがすべての始まりだったんだ。そんな気がするな。ガブリエラ団長が声をかけてくれなかったら、きっと自分にはこんな現い在まはやってこなかったと思うし。うん、それは間違いない。だから」

　ジアンは上体を前に倒し、頭を下げた。

「ありがとう、団長」

「ジアン……」

　ジアンの頭頂部を見つめるガブリエラの目は少し潤うるんでいるようだ。

「わたしこそ、今までありがとう、ジアン。貴女にはいろいろと助けてもらったもの。わたしが現い在まこうして白兎騎士団しろうさぎの団長をやっているのも、未来あしたも団長を続けていけるのも、ジアンに助けてもらったおかげだわ」

「それこそ、自分なんか何もしてないって。団長が団長になったのは団長の実力と実績の賜たま物ものじゃないか」

　ガブリエラは真顔で首を横に振った。

「いいえ。わたしはいろんな人に助けられてここまで来ました。レフレンシア様を始め、幹部の方々や多くの先輩に、そして雛ひよこ小隊のみんなに。だから」

　今度はガブリエラが大きく頭を下げた。

「今まで本当にありがとう、ジアン」

　ジアンはまたも照れ笑いを浮かべて頭を掻く。

「なんか……やっぱ照れるなぁ」

「ジアン」

　ガブリエラはとても真剣な顔でジアンを見つめた。

「な、なに？」

「お別れの口くち吻づけをさせてもらえないかしら」

「え、え～～？」

「お別れと、おめでとうの、ね」

「あ、いや、あの、団長がそうしたいなら……い、いいけど」

「団長じゃなくて、ガブリエラと呼んでもらえると嬉しいわ、ジアン」

「あ……えっと、ガ、ガブリエラがそうしたいなら、い、いいよ」

「ええ、そうしたいわ」

　微笑ほほえんで立ち上がったガブリエラが、卓を回ってジアンの横に立った。

　ジアンも、おずおずと立ち上がる。

　ガブリエラがそっと顔を寄せると、ジアンは静かに目を瞑つぶった。

　ジアンの唇に自分の唇を重ねたガブリエラは、両腕を彼女の背中に回し、ぎゅうっとジアンを抱きしめ、そして自分の唇を強く熱くジアンの唇に押しつけた。

　二人はどのくらい唇を重ねていただろうか。

　やがて唇を離したガブリエラは、背中に回した腕はそのままに間近からジアンの顔を覗き込む。

「幸せになってね、ジアン」

「ありがとう、ガブリエラ。本当にありがとう……」

　ジアンはガブリエラの胸に顔を埋うずめてすすり泣いた。

「わたしこそ。今までありがとう、ジアン」

　ジアンの頭を優しく撫でながら、ガブリエラも泣いた。

　出会ったのはほんの一年と少し前のことだが、ジアンはガブリエラと知り合うことができて、ガブリエラはジアンと知り合うことができて、本当によかったと、二人は心の底からそう思った。




　対シギルノジチ戦が始まると、高こう原げん都と市しの兵を率いたジアンは、白兎騎士団しろうさぎの援軍として戦争に参加した。

　そこでの活躍が認められ、ジアンは正式にカッシゥス王妃となったわけだが、それはまだもう少し未来さきの話である。













　ジアンが団を去ってから一ひと月つきほど後――。




　今度はアフレアとガブリエラが団長室で卓を挟んで向き合っていた。

　今回はジアンのときと違って、同期生であるセリノスとノエルノード姉妹にデイレィ、ウェルネシア、レオチェルリも同席している。全員が白兎騎士団しろうさぎの白い長なが裳もに兎うさ耳みみ帽子といういつもの出で立ちだ。

　それ以外にもアフレアの傍かたわらに魔術人形のシゥビーニュが付き従っていた。彼女だけは黒系統のひらひらとした裳もを身に纏まとっているため、異彩を放っている。




「アフレアも退団……ですか？」

「そう」

「理由を訊いてもいいでしょうか？」

　と言うガブリエラの口調には、少しばかり無念の思いが滲にじんでいるように思われた。

　いいけど、と応えてアフレアは理由を話し出す。

「詳しいことを話すと凄く長くなるから全部は言わないけど、あたしには捜してる人がいるの。元々、白兎騎士団しろうさぎには、その人の行方ゆくえを捜すために入ったようなものなのよ。白兎騎士団しろうさぎは大勢の保護色を抱えているから、各地の裏情報とかも入ってくるでしょ。そんな情報をいろいろ集めれば何か手がかりが摑つかめるかなって思って」

　ガブリエラだけでなく、全員がアフレアの話に聞き入っている。

「戦争が一段落したあと、レオノーラ様に一通り事情を説明して、お願いしておいたのよね。わたしの捜している人に繋がるような情報があったら教えてほしいって」

「あったんですか？」

「そう。あったの。だから」

　ガブリエラを正面から見つめるアフレアの瞳ひとみに強固な意思の光が浮いている。それに気づいたガブリエラは、アフレアを引き留めることはできないのだなと悟った。

「わたしは、ううん、わたしとシゥビーニュは行かなくちゃならないの」

　ガブリエラは小さくため息を吐ついた。

「詳しい事情はわかりませんけど、貴女あなたの決意が固いことはわかりました」

「ごめんね、ガブリエラ……団長」

「いえ、アフレアが謝ることではありませんよ」

　ガブリエラがそう言うと、ノエルノードがいかにも残念そうな声を上げた。

「ジアンに続いてアフレアも団を去っちゃうのか。寂しくなっちゃうわね」

　セリノスも、そうだねぇ、と頷いた。

「ドゥイエンヌさんとマルチもいないし、同期生も、ほぼ半減だね」

「そう言わないでよ、セリノス。あたしにとって白兎騎士団しろうさぎは仮の宿みたいなものだったんだからさ。それに」

　アフレアは居並んだ同期生の顔を見回して言った。

「出会いがあれば別れがある。人生なんて、それの繰り返しでしょ」

「そうだけど。でも、人生に数多くある、そんなただの出会いと別れじゃない、特別な出会いと別れもあるんじゃないかな？」

「そうね。みんなとの出会いは、あたしにとっても特別なことだったのは間違いない。でも、あたしとシゥビーニュは前に進まないとならないの。ごめんね、セリノス」

「謝ることはないよ。アフレアがわたしたちとの出会いを特別なことだって認めてくれたんだから、みんな、それで満足だよ。ジアンのときとは違って、アフレアの未来あしたには困難が待ち構えていそうだけど」

　セリノスは続く言葉を探すように宙ちゆうを睨にらんでいたが、やがて。

「負けないで」

「ありがとう」

「もし、わたしたちの力が必要になったときは遠えん慮りよなく言って。アフレアがどこにいたとしても、必ず助けに行くから」

　それまではいつもと変わらぬ淡々とした顔つきだったのに、セリノスの言葉を受けて急にアフレアの表情が崩れた。

「もう、そんなこと言わないでよ。別れが辛つらくなっちゃうじゃないよ」

「ウケケケケ」

　突然、シゥビーニュが笑い出す。

「みんナ、あんマりご主人を虐いじめなイデやってくれナイか。昨日ノ夜だっテ、みンなトの別れを想像しテ密かニ泣いてイたんダぐぎゃっっ！」

「あぁ、もう、黙れこの馬鹿人形っっ」

「痛い痛い痛イっ、ご主人、魔力を込メて殴るナっっ」

　ガブリエラたちは思わず笑ってしまったが、感かん傷しようとは縁えん遠どおいと思っていたアフレアが自分たちとの別れを寂しく思っていてくれることを知って嬉うれしくなり、同時に、余計に寂しくもなった。

「退団は急ぎますか？」

　とガブリエラに訊かれ、アフレアはシゥビーニュを殴る手を止め、そうねぇ、と宙を見上げた。

「今日、明日というほどには急がないけど、月内には出たいかな」

「わかりました。幹部会に諮はかって手続きを進めておきます」

「ありがとう」

「アフレアにも、いろいろと助けてもらいました。こちらこそ、ありがとう」

「そんなふうに改まって礼を言われちゃうと、なんか……照れるわね」

「捜し人が見つかるといいね、アフレア」

「ありがと、デイレィ」

「無茶したら駄目よ？」

「わかってる、ウェル」

「さっきも言ったけど、手が必要になったらいつでも連絡して。アフレアを助けるためなら団長もきっと出張を許してくれると思うから。ねえ、団長？」

「ええ、セリノス、大丈夫ですとも」

「アフレアさん、どうか、お元気で」

「貴女こそ、レオチェルリ。それと、ガブリエラが無茶しないよう、ちゃんと見張っておきなさいよ」

「はい、必ず。一時も目を離しません」

「レオチェルリ……」

　頭を引いたガブリエラはジト目になってレオチェルリを見やった。

「ところでアフレア、団を出たあとはどこへ向かうの？」

　とノエルノードが訊いた。

「昔の知り合いと合流したら、とりあえず北に向かうわ」

「北かぁ」

「そう。捜し人に繋つながるかもしれない情報は北方の高原地帯からもたらされたから」

「でしたら」

　ガブリエラとアフレアの目が合った。

「そうね。アルゴラ元隊長と会う機会があるかもしれないわね」

「もし会えたら、よろしくと伝えてくださいね」

「もちろん。あ、でも、北の高原地帯へ行く前にセビリィノへ寄って、ジアンの馬鹿に一言、挨あい拶さつしていくかな」

「喜びますよ、ジアン」

　ガブリエラが顔を綻ほころばせながらそう言うと。

「あ～～あ」

　ノエルノードが頭の後ろで組んだ両手で後頭部を支えて天てん井じようを見上げた。

「ジアンに始まって、レフレンシア様にアルゴラ様。最近の白兎騎士団しろうさぎって玉たまの輿こし組が続出よね」

「たしかにねぇ」

　とウェルネシアが大きく頷いた。

「レフレンシア様はともかく、ジアンに加えて、あのアルゴラ様までが玉の輿に乗れたってのが、驚きよね」

「本人がいないと大胆だね、ウェル」

　とデイレィが突っ込むと。

「だって、この場にいないどころか、もう白兎騎士団しろうさぎ自体を辞めてらっしゃるんだから、問題ないよね？」

「それが大胆だと」

　デイレィが苦笑していると、またもや横からノエルノードが、いいなぁ、と口を挟んできた。

「わたしも、どこかの王侯貴族に見み初そめられないかなぁ」

（貴女は無理だから）

　という突っ込みがほぼ全員の胸の内に湧いたことは、ノエルノードには秘密の上にも内緒である。

「アフレアが退団する前に、とりあえずお別れ会をしましょうね」

　とガブリエラが言うと、アフレアが全員の顔を見回した。

「あたし、しんみりしたの嫌いだから、みんなで飲んで騒いで送り出してよ」

「よぉし、やるか！」

　とセリノスが腕まくりして。

「わたし、食べ物を調達するわよ」

　とノエルノードが手を挙げ。

「わたしはお酒を調達しようかな」

　とデイレィが申し出て。

「じゃあ、わたしは、とても気分が高こう揚ようする葉っぱでも……」

　すかさずセリノスが突っ込んだ。

「いやいや、ウェル、それは要いらないから」

「え～～、気持ちよくなるのに」

「だから。アフレアを送り出す会だからね。ただ単に乱らん痴ち気き騒ぎをしたいわけじゃないからね？　趣しゆ旨しわかってる？」

「わかってますよ～～。だったら、二日酔いになってもいいように酔い覚ましの薬草を用意するから、思い切り飲もう」

「まぁ……それならいいか」

「どうせなら、ウェルと団長には脱いで踊って送り出してほしいな」

「いえいえいえ、アフレア、それはちょっと」

　ガブリエラが全力で両の掌を振って拒否の意を示す。

「あ、わたしも見たいな」

　とデイレィが煽り。

「むしろ揉も見みたいわ」

「ノエル、上う手まいっ！」

「いぇえ？　ぜんぜん上手くありませんよ？」

「ノリが悪いなぁ、団長」

　ノエルノードとデイレィが不服そうに頰ほおを膨ふくらませると、セリノスがこそっと耳打ちした。

「大丈夫、大丈夫。団長ってばあんまりお酒に強くないから、飲んで酔っ払っちゃえば、ちゃんと脱ぐから」

「聞こえてますけど、セリノスっ。そして絶対に脱ぎませんよ？　脱ぎませんとも！」

　ガブリエラは頑がん強きようにそんなことを言い張るのだった。













　同期生七人（と一体）が集まったお別れ会では、みんな大いに飲み、騒ぎ、アフレアとの別れを惜おしんだ。

　あれほど脱がないと言い張っていたガブリエラも、酔っ払った挙げ句、最後にはしっかりと脱いで、ちゃんと（？）全ぜん裸らになり、同じく全裸になったウェルネシアと二人で情熱的な踊りを披ひ露ろうした。

　当然のことながらレオチェルリはガブリエラの暴ぼう挙きよを止めようとした。したのだが、セリノス、ノエルノード、デイレィ、アフレアたちが寄って集たかって彼女に酒を飲ませ、ガブリエラの裸踊りを制止しようとするレオチェルリの献けん身しん的てきな行動を阻そ害がいした。

　やがて無理やり酒を飲まされ強したたかに酔っ払ったレオチェルリまでが裸踊りに加わると、もう止める者は誰もおらず、最後には全員が飲めや歌えや脱げや踊れやの乱らん痴ち気き騒ぎになってしまった。

　そしてどれほどの時間が経っただろうか。

　飲み疲れ、踊り疲れた七人は全裸のまま床に仰向けに転がった。




「この面子メンツでこんな馬鹿騒ぎができるのも、今夜が最後だね」

　と酔すい眼がんのセリノスが呟くと、真っ赤な顔のノエルノードがむくりと身を起こした。

「そうよね。これが最後よね。だったら、最後を飾るに相応ふさわしい派手なことしましょ」

「何をするのかな？」

「もちろん、団内を練り歩くのよ」

「きゃっは～～、いいわよね、それ」

　とアフレアが手を打って賛さん意いを示した。

　すると、デイレィが手を挙あげる。

「いいけど、わたし、ウェルの隣は嫌だ」

「じゃあ、デイレィはあたしの隣でいいわ」

「ああ、アフレアの隣なら安心だ」

「どういう意味よ～～っっ？」

「お互い貧乳って意味だよ～～」

「きゃはははは」

「げらげらげら」

「じゃあ、団長とウェル。アフレアとデイレィ。わたしとノエルだ！」

「姉様になら勝てる～～」

「何を言うか。ノエルには負けないぞ～～」

「行こう～～」

「全ぜん裸らで！」

「ひゃっは～～」

　酔っ払いには、過去の教訓とか過去の反省とか、なんの役にも立たなかった。

「おイ、おまエら大丈夫なノカ？」

　酔わないシゥビーニュだけは冷静にそんなことを訊いてくるのだが。

「あのぅ、わたしは誰と組めばいいです～～？」

「レオッチェはシゥビーニュを肩車してやって！」

「どうせならシゥビーニュも脱がせればいいんじゃないの!?」

「そうだそうだ、シゥビーニュも脱げ～～っ！」

「っていうか、脱がせろ～～」

「コラ、オマえラ何する気ダ……って、おイご主人、魔術でアたいヲ押さエるナ、馬鹿止やめロってバこの酔っ払いドモ～～っっ」

　アフレアが魔術でシゥビーニュの動きを抑えると、全員で寄って集って服を脱がせた。

「へぇぇ、シゥビーニュってこんなふうになってるんだぁ」

「なんかカッコいいね～～」

「こラぁ触るナぁ」

「よぉし担かつげ担げ」

「はぁい、レオチェルリ、シゥビーニュさんを担ぎます！」

「おマ、ちょ、馬鹿、落ち着けミンなっ。おまえラ取り返しノ付かないコトをやろうトしてルンだゾ！　わかっテるのカ!?」

「大丈夫大丈夫、心配性ねぇ、シゥビーニュは。なんてったって、こっちには団長様がついているのよ？　ねえ、団長？」

　アフレアがそう言うと、ガブリエラは上体を反らせ、裸の胸をどんと叩いた。美しく盛り上がったガブリエラの乳房がブルンと揺れる。

「任せてください。わたしが団長ですから。うっふふふ～～、大丈夫ぅ、邪魔する人は蹴散らしちゃいます～～」

「いやイヤ、どう見てモ大丈夫そうジャないンだけどナ？」

「よぉし、行こう。賑やかに城内を練り歩いて、アフレアを快く送り出してやろうじゃないか～～っっ！」

　とセリノスが叫び、七人は全裸のまま部屋を出て、三さん面めんの白はく兎との紋もん章しよう入りの旗はたを振り回しつつ、「白兎騎士団しろうさぎ行進曲」を歌いながら廊下を進み始めた。




「白はく兎との騎士は行く～～♪」

「群がる敵をものともせずに～～♪」

「見よ、この勇姿～～♪」

「美しき精神こころと美しき肉体からだ～～♪」

「誇りを持ちていざ進め～～♪」

「アルアラネ様よ、照しよう覧らんあれ～～♪」




　何事かと顔を覗のぞかせた団員が仰天し目を見開いているその前を、七人の全裸大行進が突き進んでいく。そして三つばかり先の角を曲がったところで、騒ぎを聞いて駆けつけたマクトゥシュ以下の団員によって取り押さえられた。




　翌日、ガブリエラたちは下した帯おびと胸むな覆おおいだけの格好で「ごめんなさい、もうしません！」という謝罪文を首からぶら下げ、揃そろって廊下に正座させられたという。




　こうしてまた一つ、新たな「ガブリエラ団長伝説」が作られたのだった。













　クセルクス盆地にも遅い春が訪れた第四の月のこと――。




　マイヨ・ルカの街の周囲には、三さん面めんの白はく兎とを描いた鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの旌せい旗きに加え、二頭の獅し子しをあしらったベティス大公国の旌旗が翩へん翻ぽんと翻ひるがえっていた。

　シギルノジチ経きよう国こくの打倒を狙う南なん進しん軍ぐんが盆地に集結しつつあるのだ。




　この「南進軍」の中心はベティス大たい公こう国こく軍で、二個連隊（三個大隊構成）四千八百と本営八百に輜し重ちよう部隊が二個大隊千六百、合わせて七千二百が、ベティスが用意した兵力だった。

　白兎騎士団しろうさぎは五百を参加させることになっている。さらにルゥノ＝ヴァルディア七なな都と市し同どう盟めいから八百。セビリ＝アンテ都市同盟（高こう原げん都と市し同盟）から六百。北国街道沿いの小都市なども百人単位の小規模ではあるが援軍を送り込んでいたから、南進軍の総勢は一万ほどに膨ふくらんでいた。




　これとは別に、大だい平へい原げん方面ではルーアル・ソシエダイ王国が「北ほく進しん軍ぐん」を集めている。

　そちらにはルーアル・ソシエダイ王国軍とその友好国の部隊だけでなく、ベティスの大平原駐ちゆう留りゆう軍やベティスの友好国からも援軍が送られているので、総勢で一万四千もの兵力となっていた。ルーアル・ソシエダイ王国に集結したその大軍――北進軍が、南進軍と歩調を合わせ、シギルノジチ経国を目指して進軍を開始する手て筈はずになっている。




　南進軍はマルヴェル街道を東進し、パルヴィネ峠とうげを越えてグレン・ダ共きよう同どう都と市しまで進出、まずは共同都市をシギルノジチの支配から取り戻す。そうして後方の安全を確保した後、シギルノジチ本国へ向かって進軍するという作戦計画になっていた。




　すでにマイヨ・ルカの街の周囲には五千を越える部隊が集まり野や営えいしている。

　マイヨ・ルカの街のアルアラネ大だい聖せい堂どうに置かれた臨時作戦指し揮き所には、各国、各部隊の幹部が集まり、打合せに余念がない。

　南進軍の総司令官は、セリノスとノエルノード姉妹の実兄であるサイアス将軍。

　彼はル・アンヘルの街を巡る攻防戦のときは准じゆん将軍だったが、その後、正式な将軍に昇っていた。

　今回の遠えん征せいには、サイアスやセリノス、ノエルノードの実父であるサルナトゥス・レニカヌス・クワドロス元将軍も参戦していた。とはいえ、彼はベティス大公国軍に復ふつ帰きしたわけではなく、義ぎ勇ゆう軍ぐんの指揮官としての参戦で、いわば相談役といったところか。なのでサルナトゥスはベティスの本隊に同行せず、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ部隊と行動を共にするつもりだという話だった。




　ちなみに。

　一時期は五百程度にまで数を減らした鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎだが、ルーアル・ソシエダイ王国との講こう和わ以後、退団者の復職や臨時の団員募集などを経て順調に数を増やし、この時点では九百程度にまで増員されていた。従って遠征軍に五百を出しても、留守部隊として四百ほど残すことができた。

　団長であるガブリエラは盆地に残ることになっていた。対シギルノジチ戦の主役は、あくまでベティス大公国軍であり、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが主導権を発はつ揮きする場面はないと予想される。そのため、敢あえてガブリエラが出て行く必要はないというのが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ側の判断だった。

　ガブリエラは遠征軍に参加する鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ部隊の指揮をクシューシカに任せていた。参加部隊をまとめて運用するため、五百を臨時大隊として編制し、大隊長がクシューシカという位置づけだ。さらに、大隊副長としてアスカとヨーコの二人を送り出すことにしている。アルゴラが団にいない現状、武ぶ闘とう派を代表する三人というのが専もつぱらの評判だった。

　もっとも、クシューシカとヨーコはガブリエラのほうから遠征部隊の指揮を頼んだが、アスカの場合、少しばかり事情が違っている。アスカが加わったのは「是ぜ非ひに」と彼女から申し出があったからだ。

　アスカからの申し出は渡りに船だったからガブリエラは「是」と応えたのだが、話を聞くと、彼女にはどうしても決着をつけなくてはならない相手がシギルノジチにいるらしい。

　その表情に並々ならぬ決意が浮かんでいるのを見て取ったガブリエラは、

「詳しいことは敢えて訊きませんが、あまり入れ込みすぎないでくださいね？」

　と釘を刺すのを忘れない。

「ええ、わかってますよ、団長。団のみんなに迷惑をかけることはしません」

　とアスカが応えてくれたので、ガブリエラは密かに胸を撫なで下ろしたものだ。




　大聖堂の中も聖堂前広場も鎧姿で行き交う兵士で溢れているが、ふだん白兎騎士団しろうさぎの警けい邏ら隊が詰め所として使っている大聖堂脇の小さな建物の中は静かなものだ。アスカと共にそちらへ移動したガブリエラは、そこの一室で彼女と話をしているところだった。

「ご苦労様、アスカ」

「団長こそ、各国の偉い人との会談やら会食やらでお疲れでしょ」

「疲れるというより、面倒くさいですね」

　と笑ってから、ガブリエラは真顔に戻った。

「先せん鋒ぽう部隊は明あ日すか明後日あさつてには出撃するようですね」

「ええ、白兎騎士団しろうさぎも先鋒部隊に組み込まれてますから、わたしも明日か明後日には」

「くれぐれも気をつけてくださいね」

　というガブリエラの言葉には二重の意味がある。戦いで犠ぎ牲せい者しやを出さないように気をつけてくれというのと、アスカ本人が無理、無茶をしないようにしてくれという二重の意味が。

　アスカもそれはわかっているから、大丈夫ですよ、とガブリエラを安心させる。

「一人の犠牲も出さないように努つとめます。もちろん自分も、ですけど」

「ありがとう、アスカ」

「いえ、お礼は、むしろわたしが言いたいくらいです。いきなりの無理なお願いなのに聞き届けていただいたんですから」

「決着をつける……というのは、貴女の過去に関係しているのですね？」

「ええ、まぁ、そういうことです」

「決着をつけたら、アスカも団を出て行ってしまうのですか？」

　というガブリエラの問いかけに、アスカは少し意表を衝つかれたように目を見開いた。

「え？　いや～～、どうだろう。とくに考えてはいませんでしたけど」

　という肩の力の抜けたアスカの応え方を見て、ガブリエラは安堵の息を吐はいた。

（どうやら自分の命と引き替えでも決着を……というほど力んではいないようですね）

「因縁に決着をつけられるといいですね。そして無事に団に戻ったら、今までどおりに働いてもらえると嬉うれしいのですけど」

「あ～～、とくに辞める理由もないんで、たぶん続けさせてもらうと思いますけどね」

「よかった」

　ガブリエラがにっこりと笑うと、アスカは困ったような顔で頭を掻かいた。

「決着をつけるなんて大おお仰ぎような言い方をしましたけど、自分のこの手でとか、そういうんじゃないんですよ」

「え？　違うんですか？　てっきり、誰か特定の人がいて、その人との決着を……だと思っていたのですけど」

「そういう奴がいるにはいますけど、今回の戦争で、わたしがそいつと個人的な決着をつけられるかというと、たぶん無理だろうと思いますから。わたしが今回の軍事作戦に参加したかったのは、シギルノジチ経国が崩壊し、あるいは滅びるのをこの目で見たいからというのが一番の理由ですね」

（それはそれでなかなか凄すさまじい動機ですね。つまり、アスカの過去に何やら凄まじい体験があったということなのでしょうね。わたしはそれについて何かを言える立場ではありませんけど、でも）

「これだけは、くれぐれも何度でも繰り返し執しつ拗ように言いますけど、無理、無茶はしないでくださいね？」

「わかってます。大丈夫ですよ。わたしは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎのシギルノジチ遠征部隊の大隊副長です。それ以上のことはしませんから」

「それ以下のことも、駄目ですよ？」

　とガブリエラは茶目っ気たっぷりに片目を瞑つぶってみせる。

「ええ、それも承知していますとも。というか、手なんか抜いたら、クシューシカ様にぶん殴られますし」

　ガブリエラは、ですね、とニッコリと笑った。

「じゃあ、わたし、準備があるので、そろそろ失礼してもいいです？」

「もう少しだけ待ってもらえますか。もうじき来ると思うので」

「え？　誰か来るんですか？」

「ええ、懐なつかしい顔が」

（懐かしい顔？　誰だろう……って、まさか北ほつ方ぽう騎き馬ば民みん族ぞくが援軍を寄よ越こして、アルゴラ様が来たとか言わないだろうな。あ、いや違うか。高原都市から援軍が来るって言ってたから……）

　というアスカの推すい測そくを裏付けるような声が外から聞こえてきた。

「ち～～す、レオッチェ、お久しぶり～～。ガブリエラ団長いる？　ここだって聞いてきたんだけど」

「ガブリエラ様、ジアン様がお見えになりました」

「通してあげて、レオチェルリ」

　部屋の扉が開いて懐かしい顔が覗のぞくと、ガブリエラは立ち上がり、両手を広げて歓迎の意を表した。

「ジアン、ようこそ」

「団長、お久しぶり～～。この建物も久しぶりだなぁ」

　手を挙げて室内に入ってきたジアンは白しろ銀がね製の軽装鎧に身を包んでいるが、その意い匠しようは白兎騎士団しろうさぎのものとはかなり違っていた。もちろん兎うさ耳みみ兜は被っていない。

「あ。アスカもいたんだね」

「すみませんね、同期生の感激の再会に水を差す奴がいて」

「マクトゥシュ様が辞められた今となっては、アスカが団の最さい高こう齢れい者しやじゃないの？」

「そこまで年食ってませんよ！」

　ジアンがニヤリと笑った。

「久しぶりだね」

「姫将軍様こそ、お久しぶりですね」

「うえ～～」

　ジアンが吐く真似をする。

「その呼び方をされると、猛もう烈れつな違和感に襲われるんだよね～～。お尻が痒かゆくなるの」

　アスカが「姫将軍」と揶や揄ゆしたのには理由がある。

　妾しよう妃ひから王おう妃ひへの格上げが既き定てい路線になっていたジアンは、その戦闘力を見込まれ、セビリィノ軍の将軍職に就ついていたのだ。カッシゥス王の妾妃であると同時に軍の将軍でもあるジアンのことを「姫将軍」と呼ぶ者がいて、最近ではその呼び名が高原都市で広まっていたのである。

「あら、姫将軍。素敵な通称じゃありませんか」

　とガブリエラが言うとジアンが苦笑を浮かべた。

「そうかなぁ。自分には似合ってないと思うんだけどなぁ。もしドゥイエンヌが参加してたら、お猿将軍とか言われそうだ」

　ガブリエラは思わず、ぷっ、と噴ふいたが。

「今回は参加されていませんね。もっとも、ドゥイエンヌさんは軍ではなく財務担当の役職に就いたそうですから当然かもしれませんけど」

「アフレアもいないし、同窓会とはいかないね」

「アフレア、元気にしてるみたいですね」

「うん、こっちにも連絡があったよ。義ぎ兄きよう妹だい二人と合流して、捜し人の手がかりを追いかけてるって」

「無事に見つかるといいのですけど」

「うん。でもさ、たとえ見つからなくても、アフレアが元気でいてくれるなら、それでいいや」

　というジアンの言葉に、ガブリエラが微笑ほほえんだ。

「そうですね。今は離ればなれになってしまっていますけど、たとえ今どこにいても、昔の仲間たちが元気でやってくれているのなら、それに越したことはありません」

　ガブリエラは何かを懐なつかしむように目を細めて宙ちゆうを見上げた。




　レフレンシア。

　アルゴラ。

　マクトゥシュ。

　ドゥイエンヌ。

　マルチミリエ。

　アフレア。




　今は団を離れた人たちの懐かしい顔が次々とガブリエラの脳のう裏りを過よぎった。

（ええ、離ればなれになっても、白兎騎士団しろうさぎの精神こころと誇りはいつだって共有しているのですもの。素晴らしい先輩や仲間と過ごした白兎騎士団しろうさぎのあのときを、わたしは決して忘れません。きっと他の方たちも同じだと信じています）

　やがて顔を戻したガブリエラは、アスカとジアンに向き直った。

「今回の作戦、かなり長期間に亘わたるかもしれません。二人とも健康には充分気をつけてください。とくにジアン。貴女に何かあったら、わたしがカッシゥス様から文句を言われてしまいます」

「うへへ。いや、わかってる。気をつけるよ」

「あ～あ、想ってくれる男がいる人は、いいですね～～」

「アスカにはいないの、そういう人？」

　とジアンに訊かれ、アスカは、ふっ、と鼻で笑った。

「いたら、白兎騎士団しろうさぎになんかいやしませんて」

「アスカったら、白兎騎士団しろうさぎをモテない女の集団みたいに言わないでもらえますか？」

「あ、ごめんなさ～い」

　まったく悪びれずに言葉だけで謝ったアスカは、

「ところで団長。団長にはそういう人は？」

　と反撃してきた。

　ガブリエラが、きっとアスカを睨ねめつける。

「いたら、団長なんかやっていません」

「「ぷっっ」」

　アスカとジアンが同時に噴いた。

　ガブリエラも笑い出す。

　しばらく楽しそうに笑っていた三人だが。

「サイアス将軍やセリノスとも打合せをしておかなくてはなりませんね。そろそろ作戦指揮所のほうへ戻りましょうか」

「そうだね」

「了解です、団長」

　立ち上がったガブリエラが、扉に向かって声をかけた。

「レオチェルリ、戻ります」

　さっと扉が開いて、レオチェルリが顔を出した。

「はい、ガブリエラ様」

「では行きましょう、ジアン、アスカ」

「うん」

「了解っす～」




　翌々日の早朝に南進軍の第一陣がクセルクス盆地を離れていった。

　グレン・ダ共同都市を半月ほどで解放した南進軍主力は、途中にあるシギルノジチ側の都市国家を陥おとしつつシギルノジチ本国に迫った。

　とはいえシギルノジチ経国は、ルーアル・ソシエダイ王国やベティス大公国に匹ひつ敵てきする大国だ。本国攻略は簡単にはいかなかった。対シギルノジチ戦争が始まってから半年ほどをかけて本国領域に侵入した南進、北進の両軍は、頑がん強きように抵抗を続けるシギルノジチ軍との激しい攻防を繰り広げた。

　戦争が長引いたため、参戦している白兎騎士団しろうさぎの団員は何度か交代したし、ジアンも別の将軍と指揮を交代して一時期、本国に戻ったりしていたのだが、アスカだけは盆地へは戻らず、前線に留まったままクシューシカと共に指揮を執とり続けていた。




　そして対シギルノジチ戦争が始まってほぼ一年が経過しようとしていた頃――。




　ついにシギルノジチ経国の国都が陥おちた。




　ルーアル・ソシエダイ王国軍を中心とする北進軍をアリアンレイと共に率いていたレフレンシア（！）は、ベティス大公国軍を率いるサイアス将軍、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを率いるクシューシカ、高原都市同盟軍を率いるジアンなどと陥おとした王都で再会を果たし、互いの健けん闘とうを称え合った。




　この頃には、ほぼ単独でルーアル・ソシエダイとシギルノジチの盆地遠征軍を退しりぞけることに成功した鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎのガブリエラ団長が、じつはベティスとルーアル・ソシエダイ連合が誕生するきっかけとなったレフレンシアとバロス三世の縁組みをも実現させた張本人であることが世間に広まっていた。

　そのせいもあってアグァローネ地方の人たちは、ベティス、ルーアル・ソシエダイ、シギルノジチ、そして鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの四つの勢力が複雑に入り乱れて戦った一連の大きな戦争を「ガブリエラ戦せん役えき」と呼んで記憶に刻きざみつけたのだった。













「あのう、アルゴラ隊長」

「なんだ、団長？　わたしは団長に怒られるような真似をした覚えはないんだが。どうして団長室にただ一人で呼び出されたのか、さっぱり見当がつかないな」

「あ～～、えぇとですね」

　ガブリエラはどう話を切り出そうか迷った。これからする話は、アルゴラが歓迎するような内容とは思えないからだ。最悪の場合、怒り出す虞おそれさえあると危き惧ぐしている。

「なんと言いますか、じつはですね、アルゴラ隊長に関する申し入れが、とあるところからありまして……」

「煮え切らないな。怪かい盗とう乱らん魔まを断つが如ごとき団長のいつもの切れ味はどうした？」

「いえぇ？　なんか字が違っていませんでしたか？」

「そうだったか？」

「いえ……まぁ、それはいいのですけど」

　気を取り直したガブリエラは、話を再開させるきっかけをつかもうと、わざとらしく、えほん、と咳せき払ばらいをした。

「で、ですね。申し入れなのですが、ル・アンヘルを巡ってルーアル・ソシエダイ軍と戦ったとき、北ほつ方ぽう騎き馬ば民みん族ぞくが援軍として参加していたのを覚えていますか？」

「ん？　もちろん覚えているよ。まだそこまで記憶力が落ちてはいないが」

　幾いく分ぶん目めを逸そらし気味にしたガブリエラは、ぼそぼそと話を続ける。

「あ、そうです、か。えぇと、つまりですね、そのとき援軍として来ていた騎馬民族の族長さんが、なんと言いますか、白兎騎士団しろうさぎ部隊を率いてその場に居合わせたアルゴラ隊長のことを、とても気に入ったと言いますか、見み初そめたと言いますか、一ひと目め惚ぼれしたと言いますか……」

　そこで言葉を切ったガブリエラは、アルゴラの反応を見極めようと彼女に目を向けた。

「ぜひアルゴラ隊長を嫁よめに迎えたいというような申し入れがですね、ベティスを通じてこちらに届いたというわけでして」

「ほう？」

　アルゴラは僅わずかに目を見開いた。

「その族長、たしか今、北方の騎馬民族の覇は権けんを敵対勢力と争っているタントバイ一族の頭とう目もくではなかったか？」

「ああぁ、よくご存じで」

「そいつが？　わたしを？　見初めたから嫁に迎えたい？」

　アルゴラの目に異様な光が宿ったのを感じたガブリエラは、慌てて手を振った。

「いえいえ、もちろんお気に召さなければお断りしてくれていいのです。何もアルゴラ隊長自ら、失礼な申し入れをしてきた族長を斬りになど行かなくても、わたしのほうで当たり障りのない内容で断りを入れておきますので、どうか落ち着いてください、剣を抜かないで」

「……何をわけのわからないことを言っているのだ、団長は」

「……はい？　あの……怒ってらっしゃいません？」

「男から惚れたと言われて怒る理由がわからないな」

「あ、そそそ、そうです……か」

「しかも、相手は騎馬民族同士で覇権を争っている部族の族長だろう？」

「そう……ですね」

「つまり、向こうへ嫁に行けば、わたしは思う存分、敵と斬り合える境きよう遇ぐうに身を置けるということではないか」

「そう……なんデスか？」

　アルゴラは、くっくくく、と凶悪そうな笑い声を上げた。

「どうやら、わたしにも運が向いてきたな」

「いえ、あの」

「クセルクス盆地周辺が平和になってしまったから困っていたのだ」

（そんなことで困るのは、バスティア大陸広しといえども貴女あなたくらいです！）

　ガブリエラは思い切り突っ込んだ。恐いので口には出さず心の中で。

「だが北の高原へ行けば、いくらでも斬り合う機会が待っているだろう」

「え？　あの？　それって、まさか……申し出をお受けになるとか？」

　とガブリエラがおそるおそる訊くと、アルゴラはこれ以上ないというほどあっさりと首を縦に振った。

「行くよ」

「いえぇぇえ？」

「何をそんなに驚いている、団長？」

「あの、わかっています？　決けつ闘とうに行くのではありませんよ？　騎馬民族の族長と成せい婚こんするのですよ？　つまり、アルゴラ隊長が族長さんのお嫁さんになるのです」

「……団長は、わたしのことを馬鹿か阿呆とでも思っているのか？」

　アルゴラが目を細めて睨ねめつけてきたので、ガブリエラは思い切り両手を振った。

「もちろん、そんなことはありません。微み塵じんも欠片かけらもありませんとも、ええ」

「どうせ団長は、平和になったのだから、アルゴラのような危ない女が団にいても困るとか思っているのだろう？」

「ですから。そんなことは少しも微塵も欠片もこれっぽっちも思ってはいません」

「隠さなくてもいい。わたしが団長なら、わたしのような奴は早々に退団させるしな」

「……」

　さすがに、自分のことがよくわかっていますね、とは言えないガブリエラだった。

「だからこれは一石二鳥のいい話ではないか？　向こうに行けば、わたしは思う存分に斬り合いができるし、白兎騎士団しろうさぎは厄介払いができる」

　ガブリエラは泣きそうな顔になって言った。

「もう、勘かん弁べんしてください、アルゴラ隊長。そんなふうに思っている団員は、わたしを含めて誰もいませんから」

「もしそれが本当だとしたら、わたしは団長や他のみんなの正気を疑うぞ？」

「…………」

「ヨーコ辺りに話せば、万ばん歳ざい三さん唱しようをするだろう」

「……………………」

「まぁ、半分冗談はさておいてだな」

（半分なんですね）

「向こうはわたしを求めている。わたしは戦いを求めている。そして、向こうに行けば戦いが待っている。断る理由を探すほうが難しいだろう」

「ですが……」

「それに、あの族長、なかなか精せい悍かんな面つら構がまえをしていた」

（あ、そこはちゃんと確認していたんですね）

「北方の覇権を己おのが手に摑もうという気き概がいも大したものだ。わたしの夫に相応ふさわしいのではないか？」

「わかりました。アルゴラ隊長がそのつもりなら、わたしに異存などありません。騎馬民族との繋がりもより太くなるわけですから、ベティスもこの縁えん組ぐみを歓迎すると思いますし」

「だろうな」

　ガブリエラはもう一度、念のために訊いた。

「この申し出、受けてしまってよろしいのですね？」

「いいよ。だが、わたしにはどうすればいいのかわからないから、団長のほうで適当に進めてくれ」

　そこでようやくガブリエラの顔に笑みが浮かんだ。

「はい、では、そのように」




　この話が団内に伝わると、そこかしこで悲鳴や驚きよう嘆たんの声が上がった。




「まさか、アルゴラ隊長が!?」

「どこのどいつだ、そんな無む謀ぼうなことを考える奴は!?」

「ってか、どうしてアルゴラ隊長なのっっ!?」

「まさかレフレンシア様だけでなくアルゴラ隊長にまで先を越されるなんて！」

「おまえ、そんなこと言ったのが知られたら斬り殺されるぞ？」

「でもさぁ、アルゴラ隊長を嫁にしたいと考える男が世の中に一人でもいるってことは、わたしにも希望があるってことだよね？」

「充分すぎるくらいあるぞ。希望を捨てるな、ファンフェッダ」




　などというやりとりが、団のあちこちで毎日、繰り返されたという。




　意外なことにアルゴラ本人が乗り気だったため、ガブリエラの不安をよそに縁組みはとんとん拍子に進み、申し出があってから二カ月ほど後の秋たけなわの頃、アルゴラ・アスターシャ・アレスタは、北方の高原を根ね城じろにしている騎馬民族、タントバイ一族の族長の下もとへ嫁いでいった。







　ベティスと白兎騎士団しろうさぎからは大勢の招待客が訪れ、婚姻の儀ぎと成婚お披ひ露ろ目めの宴席は賑にぎやかで華やかなものになった。

　ルーアル・ソシエダイ王国と誼よしみを結んでいる騎馬民族と戦っているため、ルーアル・ソシエダイの関係者は招待されなかったが、レフレンシアは、元白兎騎士団しろうさぎの副団長でアルゴラの上司だった関係で、祝いの品を持って婚姻の儀に駆けつけた。

　レフレンシアと再会したガブリエラは、二人で夜通し話をした。話は多た岐きに亘わたったが、中でも対シギルノジチ戦争の構想を語り合えたのは大きかったと、後にレフレンシアは述じゆつ懐かいしている。

　この後、ベティス大公国だけでなくルーアル・ソシエダイ王国も対シギルノジチ戦争の準備を本格的に始めることとなったのだった。




　ちなみに。

　タントバイ一族はその後も着実に勢力を広げ、北方高原の覇権を握ることに成功したのだが、その覇業が成ったのは、常に族長と並んで馬を駆けさせていた元白兎騎士団しろうさぎの女剣士が多大なる貢こう献けんをしたからだと、世間の人々はそう評価した。













　怒りや憎しみ、悲しみや悔かい悟ご。そういう人の気持ちは、時が経てば薄れ摩ま耗もうしていくものだと頭では理解していた。同時に自分だけは違うとも思っていた。自分のこの想いは決して風化などしないと確信していた。

　けれど今、ヴィネダは自分の確信が揺らいでいるのを感じている。何しろ、憎むべき相手、敬けい愛あいするマリエミュールを死に追いやった張本人を目の前にしているというのに、怒りに我を忘れて飛びかかろうとしないのだから。

　たしかに相手の周りには警護の兵がいる。相手自身も名うての魔術士だ。そしてヴィネダは丸腰だ。だが、警護の兵が十人いようと二十人いようと、自分が丸腰であろうと、ヴィネダなら目の前の相手を殺すことはできるはずだ。自分が生き残ることを考こう慮りよしなければ。仮に相手が何かの魔術を用意していたとしても、相討ち覚悟なら殺害は可能なはずなのだ。

　なのに、いまヴィネダはおとなしく相手の前に立っている。

（わたしは自分の死を恐れている？　命を惜おしんでいる？　いや、そんな馬鹿な。なら、わたしはどうして何もしない？）

　ヴィネダは自分が相手に飛びかからない理由を探した。

（そうだ。あいつがいるからだ。奴の背後に澄すました顔で立っているフェーレンが）

　そもそもヴィネダがすんなりとルーアル・ソシエダイ軍に潜り込めたのも、たまたま王都の城下でフェーレンと再会したからだった。

　何故か王宮詰めの軍幹部に顔が利く「女性給仕人フェーレン」の口利きで採用試験を受けることができて、そして採用されたのである。

　今では王おう妃ひ付きの侍じ女じよとなっている元同どう僚りようのフェーレンは、たしかに厄介な相手だ。かつて番隊長筆頭だったヴィネダでも、彼女の力量を完全に把は握あくできていない。

（いや、それも言い訳だな。フェーレンがいようとクシューシカがいようとアルゴラがいようと、わたしが獲え物ものを目の前にして何もしないだなど、あり得ない……）

　そのあり得ないことを続けている自分が、ヴィネダは不思議で不可解で不興だった。

　大きな執しつ務む机づくえの向こうに座り、身を乗り出すようにして肘ひじを机に載せ、胸の前で両手を組んだまま、じっとヴィネダのことを見つめていた相手は、ようやく口を開いた。

「やぁ、よく来てくれた、ヴィネダ・ヴィンラント君」




　ヴィネダ・ヴィンラントというのは、ヴィネダがルーアル・ソシエダイ軍に潜り込むときに使った偽ぎ名めいだ。戸籍などは存在しないし、たとえ租そ税ぜい台だい帳ちように名前が載っていても、住む国を変えてしまえば情報は引き継つがれないから、この世界では、人が名前を変えて別人として生きていくのはそれほど難しくはない。

　それはさておき。




　相手は机の上の書類とヴィネダとを交互に見やりつつ言った。

「君、採用試験のときの剣技が抜ばつ群ぐんだったそうだね」

（白々しい。というより、嫌みったらしい）

　相手の言動に辟易したヴィネダだが、何しろ相手は王妃様だ。兵の耳じ目もくがある以上、滅めつ多たな口はきけないし、あからさまな侮ぶ蔑べつの色を顔に出すこともできない。

　とりあえず無難に、

「ありがとうございます」

　と言って頭を下げておく。

「こんな腕の立つ者を一般兵にしておくのもずいぶんともったいない話だと思ってね。だから、わたしがもらうことにした」

「は……い？」

　相手、つまりルーアル・ソシエダイ王国のバロス三世王妃、要するにレフレンシアは、ニヤリと笑って言葉を継いだ。

「今度、わたし自身が率いる部隊を創ろうと思っているんだ。言うなれば王妃親しん衛えい隊たい、みたいな？　で、どうせなら腕が立って見栄えのいい女子を集めようと思ってね」

「えぇと……」

　ヴィネダが戸惑った表情で自分を指さした。

「そう。君に入ってもらいたいんだけど、どうだろう」

「な……」

　何を言っているんだ、貴様は！　という言葉を、ヴィネダはかろうじて呑み込んだ。

（言うに事欠いて、わたしに貴様の部下になれと!?）

　さすがのヴィネダも目に剣けん呑のんな色が浮かぶのを抑えきれなかった。もしかしたら殺気が漏れたかもしれない。それなのにレフレンシアは、臆おく面めんもなく怯ひるむこともなく緊張することもなく、むしろ面白がるような目つきでヴィネダを見ている。

（こいつのために働くくらいならルーアル・ソシエダイ軍など辞めてやる。またどこか別の場所でこいつに復讐する機会を探ればいい）

　ヴィネダは必死で怒りを抑え、応える言葉を探した。

「……恐れ多くもありがたいお話ですが、わたしには王妃様の部隊に入るような資格はありません。このお話はなかったことに……」

「おや？　それでいいのかな？」

　ヴィネダの言葉を遮さえぎったレフレンシアが、口の端を吊り上げるように笑った。

「わたしは王妃だから、いつもは王宮の奥にいる。言い換えれば、滅めつ多たに外へ出ない。君が親衛隊に入ってくれればいつでも顔を合わせることが可能だけど、君が軍を辞めてしまえば、もう二度と会うことはできないだろうね。それは惜しいと思うんだ」

　ヴィネダの頭に、かっと血が上る。同時に冷静な計算も働いた。

　たしかにレフレンシアの言うとおりだった。

　レフレンシアが白兎騎士団しろうさぎの副団長でいるという前ぜん提ていで、ヴィネダはここ、ルーアル・ソシエダイ王国へやってきた。そして白兎騎士団しろうさぎを率いるレフレンシアと戦うために軍に潜り込んだ。それなのに、いきなりレフレンシアはバロス三世の王妃となってしまった。

　レフレンシアが白兎騎士団しろうさぎにいる限り、どこかの戦場で相あい見まみえることは可能だと思っていたし、ルーアル・ソシエダイ王国軍にいれば、その可能性は高いはずだった。

　けれど、今となっては。

　レフレンシアがバロス三世王妃に納まってしまった現状では、どこへ行けばレフレンシアに対する復讐の機会が摑つかめるのかわからない。

　大平原で角突き合わせているベティス軍に入れば可能性はかなり低いにせよ皆無ではないだろうが、しかし、元白兎騎士団しろうさぎの大幹部であるヴィネダはベティスには行けない。かつての彼女を見知っている者が多すぎるのだ。

　他を考えると、いずれ衝突することになりそうなシギルノジチが候補に挙がるのだが、すでにそこを飛び出してきているヴィネダには、今さら戻ることができない。

　そうなると、レフレンシアに対する復讐の機会を確保するためには、彼女が創設する親衛隊に入るのがもっとも確実だということになる。

（なんなんだ、それは）

　あまりにも皮肉な事態の急展開に、ヴィネダは戸惑いを隠せない。

「どうですか、ヴィネダ・ヴィンラント君？」

「あ……あ～～、少し考える時間をいただけないでしょうか」

「もちろん、いいですとも。人生を左右するような選択だから、熟じゆく慮りよの上で返事をしてもらえれば」

「ですが、本当にいいのですか？　わたしのような者を入れても？」

（油断をすれば、即座に寝首を掻かくぞ）

「先ほども言ったように、腕が立って見栄えのいい女子は大歓迎なのでね。君なら何も問題はない」

（いつでも掻きにくればいい。それができるならね）

　二人の視線が空中でぶつかり火花が散った。けれど、この部屋にいる者でそれを感じ取れたのは、二人以外にはフェーレンだけだっただろう。

「お返事はいつまでにすればいいでしょう？」

「三、四日でもらえればいいですよ」

「承知いたしました。では、わたしはこれで失礼します」

「はい、ご苦労様でした」

　一礼してから回れ右をして出口の扉に向かうヴィネダの大きな背中にレフレンシアが声をかけた。

「いい返事を期待してますよ」

　一瞬、ヴィネダの背中に怒りの炎が燃え上がったのが見えた。が、やはりそれを見て取れたのは、レフレンシアとフェーレンだけだった。













　数名の近この衛え兵へいに先導されたヴィネダが部屋から退出するのを見届けて、レフレンシアは周囲に立っている近衛兵に声をかけた。半数ほどが若い女性で、レフレンシアは創設する親しん衛えい隊たいに彼女たちを入れるつもりだ。

「はい、皆さん、ご苦労様。持ち場に戻っていいよ」

　その声に促され、恭うやうやしく一礼して全員が部屋から出ていくと、レフレンシアは姿勢を崩して背後を振り返った。そこには部屋に残った王おう妃ひ付きの侍じ女じよであるフェーレンが、ひらひらとした短たん裳もに身を包み、澄ました顔で立っていた。

「どうかな、あいつ。入るかな？」

「そうですねぇ」

　と首を傾かしげたフェーレンだが。

「たぶん入るんじゃないですかね。その程度の損そん得とく計算くらい、怒っていようが呆れていようが、できるでしょう」

　レフレンシアは、くっくっくっ、と嗚お咽えつするように笑った。

「しかし、君から話を聞いたときは驚いたけどね」

「わたしは、貴女あなたがあいつを親衛隊に入れようと言い出したことに驚きましたけどね」

「だって、そのほうが楽しいじゃないか」

「楽しいか楽しくないかで選ぶ場合ではない……と思うんですけど」

「そうかい？　人生、楽しいほうが楽しいじゃないか」

「意味がわかりませんね。貴女の楽しさ優先でいいように振り回されるヴィネダが少し可か哀わい相そうになってきましたよ」

「おいおい、そんな言い方されると、まるでわたしがヴィネダを虐いじめて遊んでいるようじゃないか」

（いえ、そのとおりだと思うんですけど？）

　とは応えられないので、フェーレンは肩をすくめるに留めておく。

「で、君はどうするんだい？　わたしとしては、君もわたしが創る隊に加わってもらえると嬉うれしいんだけどね」

「そうですねぇ。ヴィネダの奴が入るのなら、それも面白そうですねぇ」

「なんだい。君も面白さ優先で考えてるんじゃないか」

「だって、そのほうが面白いじゃないですか」

　互いに顔を見合わせて、レフレンシアとフェーレンが笑い出す。

「やっぱり人生」

「面白くて楽しいほうが」

「「面白くて楽しいし」」

　しばらくクスクスと笑っていたレフレンシアだが、やがて笑みを消し、真顔になった。

「けれど君は、ガブリエラのことを面白がっていたんじゃないのかい？」

「それは、ええ、たしかにそうなんですけど。でも、ルーアル・ソシエダイの王妃様になったレフレンシア様の面白さには敵かないませんよ。まったく、どこをどうしたら、そんな芸当ができるんですかね」

「そんな芸当を実現させたのは、件くだんの団長だけどね。まぁ事が成じよう就じゆしたのは、隠そうとしても隠せないわたしの魅力のせいじゃないかな？」

「そういうことを臆おく面めんもなく真顔で言える貴女が、やっぱりいちばん面白いですよ」

「その評価はどうかと思うけど、まぁいいか」

「それより。シギルノジチとの戦争、本当に始まるんですか？」

「始まるだろうね。始まらないのなら、始めさせるし」

（これだ。どこにいてもどんな立場になっても、この女ひとは変わらないな。まぁ、そこが面白くてついていくんだけど）

「始まったら、参加するおつもりなんですね？」

「そのために親衛隊なんていうものを創るのさ」

「バロス三世が認めるんですか？」

「何を言っているかな、フェーレンは。認めるに決まってるだろ。何しろ彼はわたしにメロメロだからね、わたしの言いなりだよ」

（こ、この女ひとはもう）

「夕べだって彼は……」

　フェーレンは急いで両手で耳を塞いだ。

「あ～～、もうそれ以上は聞きたくありませぇん」

　レフレンシアはあからさまに不満の色を顔に浮かべた。

「なんだよ、ここからがいいところなのに」

「貴女の惚のろ気け話なんか聞きたくはないんです」

　レフレンシアは、ちっ、と舌打ちをした。

「君も白兎騎士団しろうさぎを辞めてここに残るのなら、もうアルアラネ様に遠えん慮りよする必要もない。早くいい男を見つけることだね」

「大きなお世話ですねっ」

「王宮にいる若くて有望なのを何人か、紹介しようか？」

「それこそ大きなお世話ですって」

「まぁ、そうだろうな。君はすでに王宮の若い兵士のあいだで人気者らしいからな」

「ウェルネシアには敵いませんけどね」

「あいつと互角に戦えるのはクシューシカくらいだよ」

　その名前を聞いたフェーレンは、あぁ、と嘆たん息そくして頭を掻かいた。

「クシューシカ筆ひつ頭とうには、ちゃんと挨あい拶さつをしてこないとなぁ」

「だね。クシューシカだけじゃなく、団長にも、君の口からちゃんと話を通しておいたほうがいい。一度、団に戻っておいで」

「ですね。そうさせてもらいます」

「戻ってきたら、正式に親衛隊に加わってもらうからね」

「はい、それも了解ですよ」

「君とヴィネダがいてくれたら百人力だな」

「いや、ヴィネダは貴女を殺そうとするかもしれないんですよ？」

「そのときは君がなんとかしてくれるだろ」

「どうですかねぇ。本気になったあいつを止めるのは、もの凄く骨の折れる仕事なんですけどね？」

「その分、給金は弾むよ」

「……お金の問題じゃないんですけど。知りませんよ、どうなっても」

「大丈夫。君のことは信頼してるから」

（あぁ、もう）

　フェーレンは、がしがしと髪の毛を掻き毟むしった。

（この女ひとは人使いが荒いっていうか、人使いが上う手まいっていうか。まぁ、仕方がない。乗りかかった船だ、精一杯働くか）




　この後、正式に白兎騎士団しろうさぎを退団したフェーレンはルーアル・ソシエダイ王宮に戻り、レフレンシア親衛隊に入隊した。

　彼女はレフレンシアの片腕として対シギルノジチ戦争に加わり、ヴィネダと共に大いに活躍したのだった。













　レフレンシアとバロス三世の婚こん姻いんの儀ぎと成せい婚こん披ひ露ろうの宴うたげが無事に終わった後、レフレンシアは一旦、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎのグル・マイヨール本城に帰き還かんし、正式な退団手続きをして団を離れた。




「これでもうわたしは白兎騎士団しろうさぎの人間ではなくなったわけだ。このあとのことは君とマクトゥシュに任せたからね……いや、この先、マクトゥシュもそんなに長くは白兎騎士団しろうさぎを続けないだろう。あいつ、少し前からずっと自分で商売を始めたいと言っていたからね。ってことは、この先の団の運営は、君とアナやクシューシカに委ねられることになる。頼んだよ、ガブリエラ」

　去り際にレフレンシアは、そうガブリエラに語りかけた。

「本当にわたしに務まるでしょうか」

　と不安そうな面持ちで自分を見つめるガブリエラの肩をレフレンシアは優しく叩いて言った。

「大丈夫。君にならできる。わたしがいなくても、マクトゥシュがいなくても。だって君はわたしが見込んだ女だからね」

　そうしてレフレンシアは爽さわやかな笑顔を振りまきながら、慣れ親しんだグル・マイヨール要塞を離れ、ルーアル・ソシエダイの王都ルーアンへと戻っていった。

　ガブリエラは胸が締め付けられるような寂せき寥りよう感かんに耐えながら、レフレンシアの後ろ姿を見送ったのだった。




　それからおよそ一ひと月つき後――。




　グル・マイヨール要よう塞さい本城に数ある講義室の一つにお馴な染じみの面々が集合していた。

　彼女たちを前に、椅子から立ち上がったガブリエラが話し始める。

「お忙しいところをようこそお集まりくださいました。皆さんには入団試験実行委員として、秋の入団試験の立案と実施にご尽力いただきたいと思います。どうか、よろしくお願いします」

　ぱらぱらと小さな拍手が起こる。

　拍手が収まるのを待って、ガブリエラは話を再開した。

「ご存知のように、わたしたち鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎには一千を超える団員が在ざい籍せきしていましたが、ある不幸な出来事のために、その数は半減に近い状態にまで落ち込みました。ルーアル・ソシエダイとシギルノジチを相手にした戦いに備え、退団者の復帰を図ったりしましたが、まだまだ人数が足りません。そこで、これからは年に数回の入団試験を実施して、団の人員を元通り、一千を超える水準にまで持っていきたいと思っています。幸いと言いますか、シギルノジチとルーアル・ソシエダイの盆地侵攻軍を撃退したおかげで、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの人気はこれまで以上に高まっていますので、優秀な人材には事欠かないはずです」

　熱弁を振るっていたガブリエラがそこで言葉を切って一同を見回すと、レオノーラが、

「まぁそうですね～～」

　と頷うなずいた。

「今じゃ自じ薦せん他た薦せん含めて～～、売り込みが引っ切りなしですものね～～」

　するとクシューシカが。

「それに関しては、たぶん戦いくさに勝ったからというよりも、レフレンシア様やアルゴラやジアンが見事に玉たまの輿こしに乗った……ためじゃないかな」

　ですね、と真顔で頷いたセリノスは、

「レフレンシア様はルーアル・ソシエダイ国王おう妃ひに、アルゴラ様は有力な北ほつ方ぽう騎き馬ば民みん族ぞくの族長妃に、ジアンはセビリィノ国王の妾しよう妃ひに、それぞれ納まったんですからね」

　と続け、最後に、

「羨うらやましい話だなぁ」

　とため息を吐ついた。

「まぁ姉様の個人的な羨せん望ぼうはおいておくとして。レフレンシア様やアルゴラ様のような大幹部ならともかく、ジアンみたいな一回生でも国王の妾妃になれたという事実が知れ渡ると、この地方の女子の目の色が変わったという話ですものね」

　ノエルノードがそう言うと、ファンフェッダが、どん、と卓を叩いた。

「羨ましい……っていうか、けしからん。とくにジアンがけしからんね。階段から転げ落ちて頭打って死ねばいいのに」

「ファンフェ、嫉妬は醜みにくいよ～～？」

「どうせわたしは醜いですからね！」

「やさぐれてる～～」

「でも、ジアンが階段から転げ落ちる可能性はないですけど」

　とセリノスが言うと、ノエルノードが続いた。

「そうよね。仮に万が一、転げ落ちて頭をぶつけたとしても、階段のほうが壊れるわ」

　そして一同大爆笑。




　ガブリエラもしばらく笑っていたが、やがて笑みを消し、

「え～～、話がそれてしまったので元に戻しますけど」

　と宣言すると、再び場の空気が引き締まった。

「先ほど触れたように、レフレンシア副団長、アルゴラ隊長、ジアンが団を去りました。この三人は替えの利かない大事な人材でした。ですからわたしたちは、量を確保すると同時に、質も確保しなくてはなりません。有望な若手を発はつ掘くつして育てましょう。かつてレフレンシア副団長がわたしたちを見出して育ててくださったように、今度はわたしたちがそれをする番です。お願いしますね、実行委員の皆さん」

　ガブリエラは改めて眼前に並んだ実行委員の顔を見回した。

　クシューシカ、レオノーラ、ファンフェッダ、セリノスとノエルノード、デイレィ、ウェルネシア、アフレア、そしてアスカ。

　ガブリエラは、この先、団の運営の中心になってほしいと思う団員を集めていた。

　東方出身のヨーコに関しては、武者修行中に団を訪れた際、レフレンシアに騙だまされて入団したという経けい緯いがあるので、いずれ団を出ていくような気がする。だから、今回は敢あえて声をかけていない。

　マクトゥシュの後を継ぐであろうスレイマーニャにも出てほしかったが、彼女には、

「それどころじゃない」

　と断られてしまっていた。

「そこをなんとか」

　とガブリエラがなおも迫ると、

「向こう二カ月、みんな給金無しでいいのならやるけど？」

　と言われたので、断念したのだった。

　そしてアフレアに関しては、共に団を運営していきたいという願いは残念ながら叶わなくなってしまうのだが。

　それでも、ここに集まった実行委員が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの未み来らいを担になう若手であるのは間違いなかった。




　ガブリエラは決意も新たに、居並ぶ実行委員の面々に呼びかけた。

「さぁ皆さん、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの未来あしたを一緒に作っていく人材を選抜するための試験内容を考えましょう」
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　実行委員会の会議が終わり、出席者が講義室から退出していくと、部屋にはガブリエラと彼女の秘書官であるレオチェルリだけが残った。

　レオチェルリは実行委員ではないが、わざわざ委員に指名しなくても、ガブリエラの秘書官として彼女を手伝ってくれる。

「ガブリエラ様、お茶でも淹いれましょうか？」

「ありがとう、レオチェルリ。でも、団長室で書類が呼んでいるから、とりあえず部屋に戻りましょう。お茶はそちらで……ね」

「わかりました。ですが、あまり無理はしないでくださいね」

「ええ、大丈夫。わたしが無理をしようとしても、貴女あなたが止めてくれるもの」

「申し訳ありません」

「いやね。謝るところじゃないわよ、レオチェルリ。わたしはそれだけ貴女を信頼しているという話じゃない」

「ありがとうございます」

　ガブリエラは改めてレオチェルリに目を向けた。

　彼女は変わらない。昔から少しも変わらない気がする。

　思えば、ガブリエラの隣にはずっとレオチェルリがいた。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに入団する前から。どころか、子供の頃から。

　そして入団したあとは影のようにガブリエラに付き従ってきてくれた。

　辛いとき、苦しいとき、悲しいとき、レフレンシアや同期生の前で弱さを見せられないとき。そんなときでも、ガブリエラはレオチェルリの前では弱さを見せられた。

（わたしはこれまでレオチェルリに支えられてきました。助けられてきました。そしてきっと、これからもそれは変わらない）

「あの……どうかされましたか、ガブリエラ様？」

「レオチェルリは、これからもわたしと一緒にいてくれるわね」

「ええ、もちろんです。今さら何を仰おつしやいますか」

「レフレンシア様やジアンみたいに、わたしが団を辞めて誰かのところへ嫁とついでいってしまったらどうするの？」

　レオチェルリは一瞬だけ考える素そ振ぶりを見せたが、直ぐに顔を戻した。

「ガブリエラ様が嫁いでいくのですから、お相手はさぞかし地位の高い殿との方がたでしょう。であれば、わたしを侍女に雇やとうくらい簡単な話ですよね」

　ガブリエラは破は顔がんした。

「相手が地位もなくお金もない人だったとしても、貴女だけは、わたしがわたしの責任で雇います、レオチェルリ」

「ありがとうございます、ガブリエラ様」

「あ、でも、貴女がお嫁に行ってしまうという可能性はあるわね」

「そのときは、夫と二人、雇ってくださいませ」

　くくくっっ、とガブリエラが笑い。

　えへへ、とレオチェルリも照れ笑いを浮かべた。

「この先、わたしの人生がどうなるかはわからないけど、もうしばらくはわたしを助けてね、レオチェルリ」

「もちろんです、ガブリエラ様。しばらくと言わず、ずっとお助けいたします」

　これまでいつも隣にいてくれたレオチェルリが、これからも隣にいてくれる。

　そう思うだけで、ガブリエラは大いなる安心感に包まれるのだった。




　この後もガブリエラは様々な困難に直面し、その都度、それを乗り越えていった。

　そんなガブリエラの横には必ず、優しくて気の利く秘書官が控えていた。

　どこでも。いつでも。いつまでも。






















　これでガブリエラ・リビエラ・スンナにまつわる物語は幕を閉じる。







　この後、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは以前を上回る団員数を揃そろえ、クセルクス盆地のみならず、高こう原げん都と市しやグレン・ダ共きよう同どう都と市し、さらには大だい平へい原げんや北ほつ方ぽう高こう原げん地帯にまで影響力を及ぼすようになる。

　ガブリエラの名前は、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの全盛期の礎いしずえを築いた若き団長として人々の記憶に長く永ながく刻み込まれたのだった。














「白兎騎士団しろうさぎ」シリーズ　　完










　あとがき




　いやぁ終わりました。ついにとうとう終わりました。「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ」→「ガブリエラ戦記」と続いてきた「白はく兎とシリーズ」は、この「ガブリエラ戦記　終しゆう劇げき」を以もつて、滞とどこおりなく、完全に、紛まごうことなく、一切合切が終了となりました。長年に亘わたっての応援、ご愛読、まことにありがとうございました。

　シリーズの最後に「白兎騎士うさぎたちの現い在まと未来あした」を書くことができた幸せと喜びを、今わたしは嚙かみしめています。これを書けて本当によかった。

　鋼こう鉄てつの白はく兎と騎き士し団だんに共に入団し、共に戦い、共に成長してきたガブリエラたち十人も、それぞれの道を歩み始めました。でも、道は違えど心は一つです。アフレアの言うように「人生なんて出会いと別れの連続」ですが、一年という短い期間でも、共に過ごした時間は、彼女たちのこれからの人生に決定的な影響を与えたことでしょう。セリノスの言うように「ただの出会いと別れじゃない、特別な出会い」を経験できた十人はとても幸せ者です。

　さて、最後ですからシリーズを振り返ってみましょうか。といっても、わたしの場合、振り返るのはどうしたってキャラクターになるわけですが。

　まずは主人公、ガブリエラ・リビエラ・スンナ。

　この娘こは、当初、こんなに黒くなる予定はありませんでした。それがいつの間にやら外は白くても中は真っ黒という、主人公にあるまじきキャラに成長（成長？）したわけですが、かといって天然系ではなく、きちんと計算しているところが、主人公の造形としては割と新しいかなと思ったり思わなかったり。わたしの場合、キャラクターの成長度合や方向性は本人の自己申告制ですので、ガブリエラがなんと言おうと、この黒さは彼女自身の責任なのです。次から次へと非常識な手を連発するガブリエラは書いていてなかなか油断のならないキャラでしたし、その分、楽しくもありました。

　次はレフレンシア・レブローニュ・スキピアノス。

　ガブリエラが表の主役なら、この女ひとは陰の主役。物語を先へ先へと引っ張っていってくれる、とてもありがたいキャラでした。最初はマリエミュール一筋という印象だったのに、いつの間にか可愛い娘ことみれば見境なく手を出す女おんな誑たらしに。自己申告制なので、これがレフレンシアの本性だったのでしょう。ぶっちゃけ、最初は単なる試験監督官でしかなかったのに。思えばレフレンシアも出世したものです（笑）。

　そしてジアン。

　いちばん彼氏ができそうになかったジアンが、同期入団十人の中で唯一、彼氏を作ったのが意外というか驚きというか。しかも相手は小国とはいえ、一国の国王様ですよ。でもね、彼女は本当はとっても可愛い娘こなんです。報われてくれてよかった。

　ドゥイエンヌ。

　ガブリエラを虐いじめる嫌味なキャラという立ち位置だったはずが、いつの間にか立派になりやがって（笑）。

　マルチミリエ＆レオチェルリ。

　この二人は途中で退場するかも？　なんていう危ない時期もあったんですが、無事に乗り越えてくれました。これからも（元）主人と共に人生を歩んでいくことでしょう。

　アフレア＆シゥビーニュ。

　いちばん印象的だったのが、短編で書いた過去編ですか。この一人と一体に、あんな凄そう絶ぜつな過去があったとは。書いていてビックリでした。いつかシゥビーニュが元の体を取り戻せるといいのですが……こればかりは作者にもわかりません。

　セリノス＆ノエルノード。

　意外と慎つつしみ深くて、思ったほどには活躍してくれませんでした。ノエルノードなんて、もっと傍ぼう若じやく無ぶ人じんにいろいろ引っかき回すかと恐れていたのですが。

　デイレィ＆ウェルネシア。

　ウェルネシアに関しては最初から巨乳だったわけではなくて。伊い藤とうベンさんのラフが超巨乳になっていたので、それでキャラ設定が決まったんじゃなかったかな。ことほどさように、ラノベではイラストの影響力が強いのです（笑）。一方、デイレィには悪いことをしました。ウェルネシアが超巨乳なら相あい棒ぼうのこいつは貧乳だろ、みたいな適当なノリで決めてしまった気が……。ごめん、デイレィ。

　フェーレン。

　最後になってこれほど活躍するとは、青せい天てんの霹へき靂れき（笑）。途中までは、名前だけで、結局、本人は登場しないまま団を辞めてしまうのかと思っていたのに。なかなか出番がないことに業を煮やして、わたしのところへねじ込んできた……んでしょうかねぇ。

　アルゴラ。

　最初は鉄仮面的な無表情キャラのイメージでしたが、意外と感情が豊かなキャラに。そして最後の最後に玉の輿こしに乗るとは。ジアンと並んで「彼氏ができそうもない」二大巨頭だったのに（笑）。

　他にも思い入れのあるキャラは大勢います。もっと活躍させたかったキャラも何人もいます。スレイマーニャ辺りは、もっと書きたかったなぁ。




　さて、ラノベの場合、ある程度シリーズ構成を考えてから書き始める人と、ほとんど考えないで書き始める人がいますが、わたしは断然後者です。この作品も一巻を書いたときは二巻以降のことなど何も考えていませんでした。そうはいっても、一巻の冒頭で到達地点を見せてしまったので、とりあえずはそこを目指そうとは思いました。ただ、そこへ至るまでの様々なエピソードは、その都度、書きながら考えたのです。要するに、出発点と到着点は決まっているが途中経路は何も決まっておらず、どこをどう通ろうと自由であると。そんな先の見えない書き方で、よくも十八冊後に目指すべき到達地点へ辿たどり着けたものです。自分で自分を誉めたい気分。

　それはさておき、ともあれとにかく。今は無事にシリーズを終えられた満足感に浸ひたっています。でも、いつまでも浸っているわけにはいきません。ファミ通文庫さんで開始する新シリーズの準備を進めなくてはね。




　最後になりますが。また前巻の繰り返しになりますが、関わってくださった方へ謝しや辞じを記しておきます。

　一期イラスト担当の伊藤ベン様、二期イラスト担当の優ゆう木ききら様、素敵なキャラクターたちをありがとうございました。

　企画立ち上げを手伝ってくださった前担当Ｋ﨑様、無事に完結へと導いてくださった現担当Ｓ谷様、そしてＫ西編集長様。長いあいだ、お疲れ様でした。

　そしてそして。最後まで応援してくださった読者の皆様、本当にありがとうございました。ここまで続けられたのは、偏ひとえに皆様の応援のおかげです。感謝しております。




　ところでファミ通文庫での新作ですが、たぶん夏から秋にかけてのどこかで始まるでしょう。「白はく兎と」の世界観に準ずるような異世界ファンタジーになるはず。タイトルは「夜よる姫ひめと亡ぼう国こくの六ろく姫き士し」（になる予定）です。お楽しみに。




　最後に恒例の今後の予定など。

　三月にＭＦ文庫Ｊで「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国Ⅲ」が出る予定です。詳細はまだ未定ですが、「龍王ナーガ」は４月から漫画が始まるみたい。ご期待ください。

　他にも富士見ファンタジア文庫から秋に新シリーズが始まる予定。予定ばっかやね。こちらも異世界ファンタジー。ファンタジーばっかやね。そうじゃないネタもあるんだけど、まだ発表できません。

　では、三月に「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国Ⅲ」でお目にかかりましょう。








二〇一三年一月吉日　舞まい阪さか　洸こう





































































「団長、レフレンシア様からの機密報告書が届きました」

　団長秘書官に就任したレオチェルリが、届いたばかりの文書を手に、団長室へ入ってきた。

　アナやクシューシカと団長室で打合せをしていたガブリエラは、手を打って立ち上がった。

「まぁ、レフレンシア様から。シギルノジチ経国側に何か新しい動きがあったのかしら。それともルーアル・ソシエダイ王国のほうで何か問題が起きたのかしら。伝令役の方は何か言っていた？」

「いえ、とくには何も」

「ならば悪いことが起きたのではないのね。とにかく読んでみましょう。幸い、アナとクシューシカも同席していますから」

「はい、団長。どうぞ」

　革張りの長椅子から立ち上がっているガブリエラに、レオチェルリは文書を手渡した。

　長椅子に腰を下ろしたガブリエラは、受け取った文書を慎重に開けていく。

　レフレンシアが封ほう鍵けんの魔術をかけているので、手順どおりに開けないと燃えてしまうのだ。

　開けた文書を、反対側の長椅子に座っているアナとクシューシカが覗き込んだ。

「そちらからですと読みにくいでしょうから、わたしが読み上げますね」

「いいのか、団長？　わたしが読もうか？」

　そう申し出たクシューシカに、ガブは手を振った。

「いえいえ、いいのです。というより、せっかくのレフレンシア様からの報告書なのですから、わたしに読ませてください」

「ならば、お任せしよう」

「では、読みますね」

　文書を手にしたガブリエラは、文面に目を落とすと、徐おもむろに口を開いた。




「堅苦しい挨拶は抜きで行こう、ガブリエラ団長。元気でやっているかい？　ほかのみんなはどうだ？　わたしは元気だよ。こちらに来て一カ月ほど経つわけだが。ようやく王宮での暮らしにも慣れてきたよ。そこで、ルーアル・ソシエダイでのあれやこれやをそっと君に教えよう。何かの役に立つかもしれないからね。もっとも役に立たない場合もあるんだが。役に立つか立たないかは君の判断に任せる」




　文面から視線を外し、文書から顔を上げたガブリエラは、アナとクシューシカに向かって微笑んだ。

「相変わらずですね、レフレンシア様。レフレンシア様が送ってくださった報告書なら役に立つに決まっています」

　すると、クシューシカが大きく頷いた。

「そうだな。あの人が役に立たないような文書を送って寄越すはずがない」

「では、続きを読みます」

　ガブリエラはそう言って、再び文面に視線を戻した。




「昨日のことだがね。忙しい毎日を送っているバロス三世が、久しぶりに夕食を一緒に摂ろうと言い出したんだ。で、二人で食事をしたんだが、そのあと、今日はもう仕事に戻らないと彼が言うので、二人して入浴することにしたんだ」




　ガブリエラはそこでいったん読むのを止やめて小首を傾げたが、気を取り直し、続きを口にした。




「王宮の庭園風呂は広くて豪華でじつに気持ちがいいよ。白はく兎との露天風呂も気持ちよかったが。で、その広くて豪華な庭園風呂に夫と二人で浸つかっていると、なんていうかな、そう、女としての幸福感みたいな気持ちが湧いてくるんだが、これはガブリエラに言ってもわからないか」




　ガブリエラの頰がヒクヒクと小刻みに痙けい攣れんしている。




「まぁ、せっかく二人で風呂に入ったのだから、侍女など呼ばずに、互いの体を洗いっこしたりしてみるわけだよ、これが。いやぁ、夫とはいえ他人に全身隈無く石鹼を塗りたくられて、それはもう隅から隅まで懇切丁寧にねっぷりとぬっぷりとにゅるにゅると洗われるというのは、なんともくすぐったくて困るね。お返しにわたしも、彼の全身を泡塗れにして、ありとあらゆるところを懇切丁寧にねっぷりとぬっぷりとにゅるにゅると洗ったりもしたんだけど。もちろん、無ぶ粋すいな洗い布なんか使わないよ。わたしの指で、それはもう丁寧に優しく愛を込めて洗うわけさ。しかし、男の体というのは固くて逞しくていいね。いやいや、女の子の軟らかくて優美で弾力のある体も素敵なんだけどね。固いといえば、男の体でいちばん固いのは、いや硬いのはどこだと思う？　はっはっは、まだガブリエラにはわからないかな。男の体でいちばん硬いのは……」




　ぐしゃ！

　ガブリエラは思わず文書を握り潰し、はぁはぁと荒い息を吐はいていた。

　ばしっっ。

　ガブリエラは文書を床の上に叩きつけ。

　だんだんだん！

　足の裏で何度も何度も踏みつけた。

「なんですか、これっ！　これのどこが機密文書なんですかっっ！　ただのお惚のろ気けじゃないですかっっ！」

　クシューシカとアナも呆れ顔だった。

「まぁ、ほかの団員には見せられないという点においては、たしかに機密扱いが必要な文書ではあるけども」

　とクシューシカが言うと、アナも辟へき易えきした顔で応じた。

「レフレンシア様でも、こんななんの役にも立たない、どころか、むしろ有害な文書を送ってくることがあるのですねぇ」

「いや、これ、どう見てもわざとだろ」

「ええ、ええ、そうですよ。わたしには身体を優しく洗ってくださる素敵な殿方など、影も形もありませんよ」

　ガブリエラが自暴自棄な顔で呟くと、クシューシカが情けなさそうな顔で慰める。

「殿方がいないのは、わたしもアナ様も同じだ、そう自や棄けになるな、団長」

　顔を上げたガブリエラは、眉を吊り上げたまま、もう一度、だんっ！　と文書を踏みつけた。

「自分が婚姻したからといって、こんなふうにいちゃいちゃ報告書を送ってくるなんて、どんな嫌がらせですかっ！」

　顔を巡らせたガブリエラは、真面目くさった顔で後ろに控えているレオチェルリを睨みつけた。

「今後、レフレンシア様からの機密報告書を持参する必要はありません！　届き次第、破って燃やしてください！」

「そんな無茶なっ？」




　こうして、その後もしつこく送られてきたレフレンシアからの「機密文書」は、ガブリエラに読まれることなく廃棄処分にされたという。

　けれど燃やされることはなく、レオチェルリが密かに保管していたそれらの文書――どれもレフレンシアとバロス三世の濃厚ないちゃラブレポートだった――をレオノーラや新雛小隊員がこっそり読み漁っていたのをガブリエラが知ることはなかった。
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札幌に移住して三回目の冬。

この冬は寒い。札幌で氷点下13度って、移住してきてから最低の気温だったんじゃなかろうか。

しかし、上には上があって、陸別とか平気で氷点下30度になるし。氷点下30度って想像もつかんわ。

それはさておき、舞阪百貨店別館稼働中。

http://maisaka100ka.blog.fc2.com/
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宮城県在住。

部屋の端っこで細々と絵を描いています。可愛い女の子と、太ももの絶対領域を描くのが大好き。

まだまだ未熟者ですが精一杯頑張りますのでよろしくお願い致します。
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